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〔 特 許 大 野 式 シ ャ ッ タ ー 〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ッ タ

大 野 式 ル ー プ ル シ ヤ ッ タ

大 野 式 融 金 付 自 動 閉 鎖 戸

大 野 式 工 場 用 車Is 承

大 野式穂 子 入ｾＡ由佳・戸Ｚｲ ｬＨ
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大阪都市計董防火地匡園を頒布す

今回下記内務省告示に依って大阪の防火地直が康範固に渉

って 追加指示されまし たに就いて 、同防火地直園 を共の通

り賓費 にて 頒布乙 ますから 御 入用の方は至急お申 込下さい

大阪都市計重防火地霊園( ニ菖分ノー ) 1部

- 賓
費 1 5 銭 ( 外に送料 2 箆〉

- 這 金 方 法 振 替 ( 振替口座大阪39975)

ー・・Eξ 土 ごまー← 三亙周回圃

内 務 省 告 示

大 ｼ 波都 市 計董 ｾＩ ｪ 火 地 区迫力 ＱＱ 鑓史 ノｪＧｉＺ

昭和 十年十 月 了 Ｎ十 八 日 附議議 ｾ ［ ｕ ｾ 一一 九 位第六 ｏ ｕＴ

内務省告示第百八十八競

大正十 二年七月十三 日内務省告示第六百二十七技大阪都市計輩防火地区迫力11鑓史 ノ件

昭和十一年四月四日内閣 ノ認可ヲ受ケ昭和十一年四月 二十九日ヨ リ之ヲ施行ス 共 ノ閥

係闘商ハ大阪府雌及大阪市役所ニ備へ置キ縦覧ニイJt ス

昭 和 十 一 年 四 月 九 日

申 込 所

;:rr. I調

法ノ¥

内 務 大 臣
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住

ｾ官

官 の 防 護 室

住 宅 委 員 曾

Ｋ本正 ｴ稿高 ＨはＮｴＮ Ｑ住主 主毛宅 ｴ主 Ｎ 委員台の Ｔ本 ｳ孟μ叶［ゴ斗 ｾ ，今「ド ＭＮ 皮 Ｖ附斤究 ｦ須 ｅ民 ｩ 凶の 一 ，つ ｊ と し ｴて Ｍ 討

宅5J併リ肝f先の資料とし て技術渇家《並に 一絞都d-j牛i}，厄J五5佐者の宝妥差考となれば圭率存誕法皆.ででゐる。 向土進色一んで防綾五室i の具骨惚君的

な6研斤究lは士現干の忽念; 務でゐるカか、ι 手専i 門f伎支術家の主鍔手カ[ばI 勿;論命のこと 一般T市h民 t してL 大なる闘心を? 平{ って

illi むべき問題で める。

目

I 、序

円八

"網'"

E 、| 坊謎 主主の H 的

園、 防 音銭安の同H1111 n  

郎、 | 妨 寝 室 の 計 京

V 、防謎室の術品」正月貝. 釘1

¥1、 鍛 筋 コ ン ク リート lli 防秘主

l、位 置、環 境

2、室 の 大 さ

3、liir 主廷

4、J¥主 容 室ー

5，屋根、( 天井〉、盤、床

6， 1怨

7、換 井正 子L

8， :B 入 口

9、防 誌長 1百E

序
三Ud周ｾ＠

次

¥11、木 ili 11)] ｾ Ｎ長室

l 、tt Il丘、環 境

2、室 の 大 3

3、前 五1

4、収 容 主佐

久 榔 ili 

6、;窓、1¥'1 入い、後長託子L

司、簡 易 l坊 E革 案

l、位 置、演 境

2、天 井、壁、床

3、注 具

Ｔ 、 ｾ ｴ Ｎ

民、 Itぢ

X 、結

他

議 蚊 1様

語

内 ｬ ｩｌ ￭ ［ 三機の止む ｬ 泣 Ｑｩ，ｻｴ＾＿ 、 ＱＱ らないｊｩｬｩ｟ｬｪ［ーは谷間ｾ ｬｉ ｝Ｑ ＺＱ ｡ｊ の 距離を 錠々魁縮する ことをＺￚ ｾ ，沫する 。之

ｨ￨ 新し い 凶勢の鑓 ｩ 援とをｦｊＡ・せＩＵへる とき ｩｩｦｦ ーかす ｊ Ｍ 凶都 一 ､ｩ の出艇に劃す る絶割安全性ｾ保設

し作るおがあらうか。此虞に於てか政)(f で・も近い) ¥守米に7往々刻 Ji i に益襲防護去の: i l l ，泣{t> J:t 

1 f せんとしてゐるのである D

部ｊｩ ｩ 建築物の内 、 住宅は全数のが ｪ 七 ｏ ，Ｅｻｴ＾ 占めてゐると云』、。古 ｾ ｉ￯ ｬ ｬ 並びに共の近郊の ｦ 1: 

: 告は個人位宅、集合f - I : . 宅、1行，

Lばまならなしい、、。

行同の様に木造の易¥ｌ Ｍｴｾ＠ / J ; 桁集し) 1・'J i? のl緊のill 閥IJyj' さえも充分でない都市及共の近郊の1 : 1:

宅で最も恐ろしいものは1!lfi 1J &に投 lごされ る焼夷聞に依る火災と 1ω L斯 の1こめの殺似 の被告:

とである。小型の焼夷g'i jlならば一五の飛行 機に数1' ， ニr- iti jをもll なこと が/-P，来ると出まれてゐ

る。之等の焼夷仰が所選ば十投 チドされ、一時に数十 i"ii 羽町より火災が起り ，IT，iかも うど泊のキ1:
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組と水道の破壊の? こめ泊、火作業が充分に行はれない時を考へれば、全〈屑に架する lぷがあ

る。放に之等の住宅、家族の安住の披fこるべき住宅には防護室は必要である e %へる。

泊官［な指導のも ｩ､ こ最も笠欣に即し ｦ 二 、 最も油官［な ｾＩｪ 護室を設げて家族の生命を ｬｩ￟ｩ り凶

ι 亡防空のーと|去を全うすることは急: 務であり 、寧ろ義務であると云ふも過言ではあるまし、。

E 防 護 室 の 目 的

防護宅は室襲のI:¥J 、入者命を防護すべき目 的を有って生れ? こものである。防護には谷川

防護と集| 週防護とがある。各他l防護は最も碓3主なものであるが爆弾、焼夷114に到しでは防

設は不可能であり、 11相首多額の粧究を要する。 X 老幼病弱脊には不泊官; である錆家族企

曜に笠施することは不可能である。しかし少くとも防火、防言在、共他の任務を有する主人

主品! ? 位は防護に従事し、外部とのi ' l i 絡や笹戒 lこ首るにめ防寄マスク及衣兵力 Z必要である。

共他の家族も高ーの場合の避期 ｩ 及び防護の＿こめに川来れば防毒マスク 、 衣 ｊｾ を伝 ｩｩ へて世き

?こ l ' o 11:むを得なりれは[Iif.急: 的な子製の防毒商とゴム靴、ゴムチ袋でも結構である白

集閤防護として家族*"J' Iこ老幼梢財布ーを避難せしめ 、が，Ji 徐力がめらぽー般の民衆をも之れ

に避難せしめて、比較的長時IUI に渉り牧容する? こめ、ス防護勤一務者の主人、主姉の休，白、や

ｦ 丹動の根機黙と し て Ｍ Ｍ ｻ Ｚ ｉ Ｚ 宅 ｬ こー防護世又は ｾＩｪ 設設備Ｈ例へは防毒蚊帳の如きものＩは必要

である。

殊に附近に小製伎 、 公園 、 民場 ｊＪ 他のうと備せる ｾＩｪ 設 ｴ や ｩｬｬ￮ｾｾｧ 所の Ｑｈｾｬ 、場合 、 又引聞の ｦｊ

に木造住宅が密集し、一度の空襲にも爆問、焼夷g'ril に11，くり忽ち政壊され火災: f t ' 惹起し、1 t i

らlこ共後に :>!E るべき議瓦斯の襲撃を考へるとき、建築史の幾パ ーセントかを以て防護設備

を整へることは必要である 、と 言五、よりは寧ろ各自の義務ではあるまいか、特に中流以上

の{ I : 宅にしで 、単なる袋町II 、質燥なる設備を持ちながら人命を護るべき防護チーを持? こぬに

玉つ ては大いに恥す・べきである 。一般に{ l 宅に於いては建物全髄を防護ぜんとするより 、

共ー怖を可及的完全な防議室と して家族の生命を謎る方が得策である。努kに地下出や合J t I l

の ｊ 也下 Ｚぷを 利用する場合などは Ｚ ｊｾ の要する粧貨は比較的匝小てーあって 、 此のＺｲＺｲｬｊＱｴの ｾｾＩ ｉｊ は

不必 要な銭前 ｉￎ Ｚ 貨を 節約することに依り容易に捻川することカ［ＯＱ｜来ると考へる 。 ｾＩｪｾｾ は出

襲時のみならす' 地誌、暴風等の天災に際 しilli 難し得る、 ) ( ] I三素は物也、合w等として充分

利用出 ｾｅ るものである口 「何時あるか ＩＨＱ Ａ ｜ｾ いかもタ ＱＱ れ な い室 襲のみに備へるにめに日訂正主

を諮るに及ばない」と云ふ設は以上の事項で充分反! 絞/ 1" 米ると考へる 。

与半減量せる都市及郊外住宅一地及共他"TI :tjt _I -.重要 な 施 設 ( 例へば一般軍事施設、主主' 屯所、7 k

ｊ 肱 ｬ 地、殻電所 、 瓦斯タンク 、 貯油タンク等Ｉ工場、 Ｈｬｬｦ 市及生産工場〉交通 、 通 ｬｾｪＮ の要則、

Ｈｦｹｾ へば銑也 、 停車場、地 ｩ 湾 、 運河川 、橋 主主 、合 Ｑｅ Ｑ 冠五 、 放送局等〉に近接せる住宅 、 ｾｩＧ￭ 令

勾ーは燥撃の危害を被る fι 険率がi ! 釘ご多い。次ぎにH: . 土r _ ; 防護室を新設する場合を支[ i ; べる。現

存のものを改逃する場合も之れに i(l， じ、可及的よれに近似せる t条件を共有せしめに L 、。
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E 防 護 室 の 耐 弾 性

ｦＡ ニ宅の陥造 吾 容Ｚでは破壊爆弾に到し で は爆 ｐｆ の ｉ ｐＭ Ｚ ＺＧ ｉ ｾ Ｚ 及び ｊ 支 下 尚 ｬ 支守山 依 り 、 総割安 全を 似

し目tIい が鍛筋コンク リート 逃 で あるとき は1点目度爆 1¥il の 泌距 却 作 J-iJ に耐 え得 られる 。 しか

し木浩の ときは殆んど安全を保し烈二い。 焼夷 11ii に到。しては餓紡コ ンク リ戸 ト起!. Hま帰 ん ど純

封 安全 で あ るが 、木 遣 の 場 合 に は 耐 火 叉 はtl主耐火州 詰!;と な すべ きで あ る。 市 瓦 斯 に 劃 し て

は 餓筋コンク リート 匙 、 木造剖 Ｚ ｇ は す・ ｾ Ａ ｩ 安 全を期 す べ き であ って 、 二 本浩の保守で 円 張り

を完全 に1-1¥来 な いと きには 、防 悲 蚊 帳等 を [IJ ふべ きで あ る。 要す る に 防准 常( . 1成る べ く餓

筋 コンク リ{ ト 迭 とな し、 或程 度のI耐B1iWl: を 興 へ、n、焼 夷ff ii及ひづJF瓦 斯11t1に釘し て は 絶

問 的 な 安全性 を !T1へる べ き で あ る。

註

1 防 滞

航空機か ら投ドさ れる 爆犠を大) J IJ すれば次の三種類 に分類1¥'， * る。I! fJ ち

A 、人馬殺傷用爆強

B 、破 媛 用 爆 強

池宮爆5車、破甲爆強

ｃ 、 待殊燦 ｾｾＱ

焼夷娘 、 寄Ｇｦｉ［Ａｬｦｲｾ車 、 軍を綱湖 、 照明如 、 細 ｔ ｕ ｾ 車 、 ｩ 皮切空系ｲ，ＱｉＱｾ

Ji 1:， <7)  ｲｬ Ｇ 人 馬 殺傷用燥硯 ｬ 主夫の破 ・ ＱＱ Ｇ を Ｗ 以 て人馬会殺傷す る円的 Ｚ･持つ ｌ ので主 に Ａｩｬ ｈ｜ｾｴ Ｑｊ Ｑ こ使 用さ れる

にめ 比践 では省略する 。

: x. . 待妹爆強 rj ' 燐Z起混と 'ib; I>( 折jl 立に附しては防火及! 坊55のrJ (に後述する こと、し 此国き では破it!ji l } fl 爆慨

に就L、て略述して見1:L 、と考へ る。

イ、破鹿爆強の種類

( 1) 地 需 爆 強

一般に都市 の空興用として選ばれ る しので 非常に多抵の火薬が充成されてゐてJ t の爆後のカ に

依 って破壊せん とする L のでめ る。普沼都市空軍基に問ひ られる爆破の電量11 50庖 よ り300J (王位

のものでゐ る。

( 2) 破 甲 爆 強

主 と して倣陣 地 及待殊 ｴｦｲｴ ｾ 道 物の ［ 塚破 に 用ひられ る が時 に都 市を嘆の際待殊目 的に 用ひられ るこ

ともあ る。 目的物を突抜いて高度桜せんと する L のでめ るか ふ 火薬 の丑11比較的少赴でめ るが

殉号 室 待 に ｆ ｾ 古 ｒ Ｚ･ Ｕ 虫厚 に してゐ る 。号 Ｅｩ￭ に 用ひられ る 爆 Ｑ ｩｅ の ｭＺ 赴 ＱＱ 200庖乃至 300庖位の L ので

日寺に 500底以上 の大裂のもの L 用ひら れる 。

ロ、破壊爆強の威力

破壊爆破の威 力 は 非 常 に 狼 力 なものでめって投 ｦ され る 高度や電 ［ＡｩＱ ｾの泣ひ によ り一定しな いが 一

般 に次の様な誇作用をな すも のでゐ る。

( 1)  爆1鼠の近距離作用

ィ、{を f故 作 用 0 ・・・・・・ ・命中しれ物1慢を[をffJ"<する作用

3  I V 



ロ、爆 国E 作 用一. . . . . . . . . 爆重苦の fこめ に生す'る ヵ・スの底力 で破壊する作用

円、) 弱援物の作用・・・ 0 ・・爆破のす二め に崩壊する尉援物が地物営破嘆する

= 、 政 火 作 用・ ・ー・・ ・爆視が命中し 1: とき 附近に可燃物があれば燃焼する

( 2)  爆閣の遠距離作用

ィ、風 際 作 用一一. ..・ ・・爆をまの際の空気の麿繍術動波で破嘆する

口、地 震 作 用 一 . . .. ・・・ 爆授の震動で破壊する

ノ、、破 片 の 作 用 ・・・・ 爆磁の破片で磁・壊する

要するに吾閣の住宅では木造、 コ ンクリ ー ト 巡ぞ 問 ｬＨ ます＾ｾ泊に空事 理に使用 され る小却 の破成爆慨に

聖母してすら殆んど抵抗力は無〈共の安全を保し難い状態でめるか ら 、 せめて吹きＧに述べる焼夷聞と ｾｕｾ

0析に劃しての安全性が犠保されねばならないのでゐる。

ノ、 、破壊爆5混と住宅

耐破産築として阻止法‘ 制禦法、 l如草壁法、 安全緋? 去、漣磁屋根法等. 種々研究な されてゐるが

之れを吾闘の住宅に利用することは経滑ヒ［ｦｾイ 也 の果占から ｩ 立ちに翠み得られないことが多 ｌ 、。 放に

浅念乍 ι 破媛爆強に主主じでは住宅としては絶望せ安全と云ふことは断念しなげればなもない現状で

める。

2 防 次

木造家屋が主主築物の 大日1¥分を占めてゐ る吾闘 の都市が空襲されに る場合の最大の鉄隅l立、 焼夷磁J t

イ也のにめに; 替包せ しめられ る火災に封し殆ど抵抗力を有1: ない事である 。 殊に特集せる木造住宅の如

きは最も危険と云ばねばならな L 、。住宅の 防火を考究する前に 、 先づ焼夷現に附する大両容の議倫智識

が: 必要であらう。

IV  4  

イ、焼 夷 磁

( り 普iiii の場合焼夷1l¥'l. t I 15純 ( 5寸) ) 享ノコン クリ ー ト訟の屋般は佼{ 紋しないが: f I ; lf 、 スレ ー

ト:i'¥: ) Zはilli .舘鍍俄板( ナマコ板) :! ' i : きの*訟の屋4授は侵徹する o ) Z普ili の天井 L 貫遁するが昆

根菜の母屋や梁は侵{ 放しな い。

( 2)  屋恨の勾菌 ｂｾ 急［勾慨にしても視を跳飛 さ せることは Ｑ ＱＧＮｾミな ｌ 、 。

( 3)  Ｒ ＰＰＰ 皮乃至 ＳＰＰ Ｐ 皮の高警告を ＲＰ 秒乃ｾ 30秒以内にをまし 、約 10分間燃焼を綴りる 。

( 4)  消火力法としては 、 先づ務 Ｑ Ｚ しれ燐爽視の周園に Ｊｾ法いで延 焼を ｬ 坊ぎ 、 次ぎに 焼夷 ￬ｦ ｩＡＮ 自惚

に水叉｛土砂をかげ Ｉｚ Ｈ ま ノ ｫ に濡 らしＱＺＢ ｊￆ や蒲｛現類ｾ被漉して注水すればよ ｌ 、。比の時焼 Ｗｾ 磁力Ｚ完

全に消火する迄純水せねばならな ｌ 、。焼 夷 現に直接水ｾｹＭＭｴいでも ｦι 験ではなし、。

ロ、住 宅 と 焼 夷 現

鍛筋コンクリ ート 進 住宅な らば 、 その屋全 員で 燐夷磁を防 止することが ｾｈ 来 、 且つ附近から延焼する

危険も少いが、木浩住宅の場合には最も 危開設であ る。先づ焼夷弾が家の附近に落下しれ場合に延

焼を防 止 する Ｗ こめに家の外Ａｩｬ Ｆ ｴ 土 成る べく大ｉｩｬｾの 耐火 又は準 耐火構 ＲＲｴ でなげればな ら なし、 ｯ Ｉｚ庭な

どに社l!J や砂携を巡って卒時は遊ひ' 場とし有事の際に防次に役立しめるのし 一案でめる。焼夷11M:

住宅 に命中しに場合には先に述べ1: 放に木治屋根では之れを防止することヵ: ｮｾ 来な ｌ 、か ら天井を

日郎、ものを用ひ子、寧ろ l直ちに燐げ抜げる弱い L の( 例へば円本聞の竿橡天井の械な L の〉とし



屋恨裏やJ甲入又は家の周国等専左鵡に不便な箇所で知らね中 に後火延焼 することの無い様注意 し焼

夷磁 は床の上で消火するのが最支の方・法であ る。 注 意すべ きは焼夷殻 は非常にE齢、光を草をして音量

火する から恐れ張侭して防火 に 努めす' に、逃げ去 ることが最も危骨量と云ばねばならな L、。過信する

穣危自主なものではな L 、か ら、落着い て充 分消火に努めね ばなら なL 、。

5 防 泰

都 di の' 笠奨 に際して主年末比庁公撒布するに は 航 空機から薄気断念 雨 F す る 方 法 と 諜天皇耳磁を投 1: する

刀法と の二方法が 普遁 行はれ る。

苦IJ; YI; 析は一般に空気より重い f 二め 低い 場所に流 れ溜る 性質がめ るから 避難する時(主必子風 k の高月fj '

に向って行かなげればならなし 、。又降雪の日 i 、 降雨の日 、強風の円 、4孟暑の日等 l立寄宝石斯の効果が少

いと云 lまれてゐ る。

イ 、 主 ＱｦＮ Ｑｾ 斯の種類及性状

民1 <'t 'f 'l!. 1'1= m 11: r.;. 1.， :JIf，YI; JlJr I工 業品 ( 常 温2] 毒 式 斯 後 生 時 l  

分 生 理 作 用 主 な る 君主弐斯 形 態 l 色 形 態 l 色 l 臭 気 除
毒 費ij

音量呼吸器系統を箆 際 素| 繍 |黄 色|問 状|地 又は白 色|がl 戦

臭 〔酸 素 吸 入) I  

手: 琵硫酸ソ ーダ 液

息 し、主 として肺 ホスゲン Ｑ ， 気骨量 ｼ 無 ｉ ｾ Ａｴ 庁状 ｼ 無色又は白色 ｉ ｩＯ ｉ ［ Rll 臭 ( 10%)  I  

* - 臨を起し安息、

ヂ ホ ス ゲ ン |湖 | 淡 策|問 状|無 色 叉lま白色|堆

臭 ウ ロ l ロピン液 l  

性致死せしむ R!'l 
く2%)

ク鼻咽取の粘肢を フエ ー 叶 固穏 | 淡黒栂|微粒子|白 色|殆 無

μI J 較しクシヤミ

ロルアルシ Y

ミ咳敬、H医吐等を? 1.:zz: ご| 回健 | 禍 |微粒 子|白 色|苦 馬 桃 池

性 愛 せ し む
アダムサイト | 回惚 |賞 級|微 粒子|黄色又は白色| 無

中中極措申経及血液

一 | 無 ! 時 状|無

背

議に作用中毒致死

性 せしむ 一 酸 化 炭 素|鰍 | 無 | 跡「状l無 無

催目良の粘膜を刺殺
クロルアセトI閑組 I茨 術I及微粒叉子斯I無色又は白色I芳香性別戟臭

涙 し て催涙せしめ
ケ ル ピ ク リ | 液 惚 |淡 資| 問状|無 色l刺 戟 臭

一時親力 会隊将 ア ム ペ ン ジ| 液惣 |資 禍|問 状|無 色 又[ま 白色|芳 香性刺殺臭

性 せ しむ ご:χ ヤン | 剛豊 |賀 補|愛 知 無 色 又 は 白 色|芳香性刺戟臭

皮 斑ｾ 雪量 抱 蒸 蹟E糊

イ ペ リツ 1，1 判 禍 | 撒|抑 制 |芥 子 消 臭
成 せ し め 外ユ ｴｾ ａ｛は

皮 膚の 自民、呼

掬 吸 器等をも伎致 し

… ィ 1，1 糊 | 淡 吋'1土吸J¥主主撃の然 死

せし む

主L斯状 'JC 斯( ま無色 一

口、 防 毒 の 二 大 J.i IJ

防毒を大別すると衣の遜り でゐる 。

( り 人 干名: 命 防 護 イ、 各個 防 議

( 2 ) 物 料 防 鵠

( 1 ) 各 個 防 穏

口、集閣防殻

背任二 ソーダ液

くう% )

重炭酸ソ ーダ液

( う% ) I  

ウロトロピン? 夜

( 2% )  

カメレオン? 夜

(0. 1%)  

苛性 ソーダ液{2%l

手 ｾＵｾ 硫敵ソーダ液

( 5%)  

苛性 ソーダ液

( 2%)  

晒粉泥

除毒粉

防毒而や防毒衣 、靴、手 袋、中日子等を着用して各偶人毎 にI妨認する JJ 法で最も 確賀な防毒方法

であ るド経質が相常多額 ft' 要するのと老人、子供や病弱者には不遁常である 7こめ闘民の全般に

5  1¥1 



賀行するこ 1: 11不可能でゐ る。故に主としてi舌動 する防空勤務員即ち軍隊、警察官、消防犬、

防: 獲WJ l 員及び家庭ではh 入、三七紡K 他防護に従事する人々が採るべき Jj 法でめる 。

Ｑ［ 与毒菌や衣具類は兵の有効性に限度がめり又 ｬｩｦｬＱ ＧｬＧｾな品物を迅速破貨に着用する訓練が必要でめ

る。防毒 に使用しれ後には完全に消議す べ きは勿論でめる。

( 2) 集 闘 防 諮

防護玄ｾ設げて多数の人々を築調的に防総する力法で各個 ｉ 妨識に比し確質性は精劣るげれど ｌ

綴 i質的でめ h 叉卒時には物置き; l t 他の用途に使用: 1 ¥PIミる 。防護室に君主L、ては後に詳池するが

大規模な公弁周防議室から小規模な家庭用防湿室及防毒紋I燥に至 るまで稲# の限度のものがめ

る。各1倒防護に不通' { i _; 1';' 老i ; J J、病弱者等 ff 防波し . X 防空企' J rli 害者の活 ID)J の線操としなる。

皿 防 護 室 の 計 壷

住宅の防護室を設けるにあ?こ1ハ 共の有効性に就いては勿論、使 用 上の使、不便 7Jz平 時

に於ける 利 用慣値を も充分研究し、資際工事経験者とも相談の J 二、経 t向上 の僚1' 1二の許す純

問に於いて最も有効な計査をなすべきである。

此底に防護宅の計主 上 一 般的 に共通な諸僚1' 1・を述べる。

防護宅の位置環境は成るべ く、共 の地方に於げる }I立多風向の 風下方 l商の通風の良 いがj)iJ i

にてn. 隣家等ーよりの延焼の危険が少 し 又 破 壊 爆Fiiや焼夷姉、"I!J;1i. 斯等の危符: を交けるこ

と少い場所を選ぶべきである。 即 ちrl リ五五等lこ設りる :!]1:t ま避けるべ きである。鍛紡コンクリ

ー トJ 1l ならば地 下室が最も良 し 木地ならは・浴室叉は成るべく家の rl-I央にある大佐の市IFti

CNi" fi !'J n 宅 〉 が 良い。

大きさは三時間牧容するものとして一人北り 三立方米の容民と 0 ・六平方米の而杭兵力;

必要である。

ｮ ｲｊ Ｑ ｃ ｉＨ Ｎ りとしては 、 本家地 下 室より 直 接防護宅に ｩｬｬ 捌ｕＱ ｜ ｾＨるのが息 Ｑ 想的であって 、 餓筋コ

ンク リー トぜi の 倉)11"( の地 下牢: 等を平IJJ Il するのが一般的 であら う。

防護告は之れを二分して前' f . と牧谷宝 とする。 illi 難: x . はうじづ前室を泊過 して、此! 蓮で11与

ヌ ｩ Ｚ 叉 ｬ 主 治 療等をな し 、 ｊｬＢｬ ｬ ｬＡ 乙 ｪ 析が外部より 山 ［接収森宅に流入することを ｾｽ ｪ ぐ。市 ｊ 慌を通過

しにi日開t-K. は次ぎに牧容室に入り此虞で事務を Wl ｾ＠ 休 養する。

向 、 普通 出 入口から成るべく距つ ｦ 二位むに ｊ ｉ ＺＧｾｩ ［ n を設け 、叉 便所 の設備も 必要である 。

V  防護室の備品艮用具類

JI 文谷人凸、防護害: の脱税柿 i主及粧r向上の依 f!I二を考慮し 、成 る べ く必要性 の大な る ものよ

り具備すべき で ある。備品はすべて良 〈 整頓し 、 混雑時 、 ｩ 情所にでも芭ちに利 ｉｉ ｊ Ｏｉ ｜ う い る ｩ ｖ ｾ

備 が 必 要で ある。又引 火性、爆 護 性、11苛性の危険物はーまとめにして防護する。

附 備 品

テ ーブノレ、腰掛 、 ラヂオ、時 計 ( 成るべ く夜光〉 、電 崎、電 話 叉 は 電 鈴、懐 中電 燃、 ロ

I V  6  



ーソク及子燭、マッチ、水道、ｊＭｉ ｍＧＨ 貯 蔵命 、 ｩ 先制乎 ｪ 先器 、ｻ 辺 一 持 、で布、 平 ｦＮＧｲｲｊ ｾ 門 外 Ｔ る千 ｊ ｈ の

寄与様 、 定様、飲料水 谷器 、 Ａ刈光 Ｑ ＱＺＨ［ ヶィ、燃性 Ｑ Ｑｬｾ 鏡 、 ゴ ム子袋 、 タオノレ 、 土砂 、 水 、 ィ ｾ ｩ ｬ 織 、 洗

濯 E段、貯水村i、黒布、内;木和I l 、手!i 土 、パテx . tまメ リケン粉、 ゴム 、布、 組 、 ラシヤ、 フェ

ル ト等の続1:r1fIJ ，: ;' ，、消火器、統1:rJ/ i'， - s ! ; : るぷ物陵情て鍬、出i 下駄、 シャベJ レ、必{ 然JI.. (もlt 制

的運動 を要せまる) ｊ￯Ｎ￭ ｆｊｬ な 酸素設 生様 、 電熱 、 帯電池 、 風方向指示音寺 、 地度計 、 ｊ 仏度 ｾ Ｎ ｜ Ｎ 、

71<.1¥1眼鏡。

泊、市J用薬用品、救急: 材料

IWq粉 ー一一IIRに入ると危険な仁め 71<. 1¥ Ｂｉｬｾ 鈍又は Ｋ燃ｦｉｊｾ 銃をかけて撒 布 す ｯ 11四ク リーム

消毒干.f.. ....四分以内にすり込んで消7lf する。次耳目硫酸ソ ーグ液 ( 5%) ( 10%) ウロ トロビ

ン液 ( 2J 6') カメレオ ン液 (0. 1  %)  'i' ，' j . /tソー ダ; 夜 ( 2%) 炭般ソ ーダ液 ( 5%) 1徐i lj; f1}

ガーゼ、白布、 タオ J レ、脱脂綿、平待問] ゴミ折てE供、指梨 、橡備服類 、思. ' ? { 川マスク 、 1.¥.1手[]

柴PJti!i 様 、石 火川 シャ ベル。

ｾｽ ｪ＠ :"'"1--:: 

-<リr J 'I. 

防7Eマスク( 隔制式と直結式とがある) 、次 、中i1、靴 、手 袋o

ｍＴ 急Ｚ修 ｾｾ｜ｭ 材料汀 ｪ n'T， 

鉄 、 Ｍ ＱＱｩ 新聞、ｊ￯￯ｾ紙 、 糊 、 テ ー プ 、 水 ｊ ［Ｇ ， 灯、 金 ｪ 述 、 鍬 、 Ｔ ，ｾ ｾ，姐 し 、 鋸 、 シャベル 、 ニ ｦＺ 喪ＺＢ呼

V[ 銭筋コンクリート這防護室

充分建築後立のある f1: 宅、 即 ち全建築餓筋コンクリ { ト ili ;及.¥1級以上の木地f1: 宅には必

十銭筋コンクリ { ト 造防護宝を設けるべきである。叉 中級以下の木造(1: ニちに も少 くとも数

戸に - 'i :'I(j の銑筋コンク リート辿の防護5らつま必要と. %へる。鋭筋コング リート 造防法ー街、殊

に ｊｬｾ T IVi，i生'+は，!.!J(f 'rUUf 波築爆g¥'t1 tこ依る被守与を防 [1: し得 ると 同時に充分冊H焼夷仰、市 lIJ 折EVil

(["J であ る。

1  位置、環境 ( あ11剤、第21i 品1)

(  1  ) 成るべ く舵嬢爆弾、焼 夷fi lp、 ].[ HJWi[Jl他 lこ1' .j し被得を受けることの少し、所。例 へ

(f J :也下J斗! カ苛止もよ し、 。

( 2 ) 成るべ く75 瓦斯が辿〈辿

散する所 、 即 ち通風の良い

「凡肝J.ilJ:に "i ![II! 析力;; k ｾ、 ｜Ｚ｜Ｑ

i'1i MfI しない場所ーがよい。

(  3  ) 成るべ くl i ¥物に到し、地

方風方 向 の風 下 方商の ｦ ［ｲ ［ ｩ ｆｾ￭

が良い。

(  4  ) 附 近の家からの延焼のf(2.

( 1); 1 悶〕

" 他1，' " ヲヲユ守 悟 宇 f " レ

;hm川 ? を 日 緑 色i

ｴ 主間柄 ｾ￭ 1，，- J ト

7  IV  



険が少い所。

(  5  )  ) 点るべ く短時間 に避難出来，弱僻

るPRo

ぐ6 ) 成 るべ く避 難す る経路が簡

Y; I で混雑時や夜間でも雪辱易に

ill捌UI¥?!( る所が良い。

(  7 )  J二の階に成るべく ;市. いも の

のな い所が良い。

2  大さ ( 面積、容積 )

(  1  ) 三時間牧容する場合を棋- I ¥fi

として一人首り 三立方米の室

試iEが必要である。 人工換気

装置の完備せる場合tこは 人北りー立方米でよい。

(  2  ) 一人世り 0 ・六平方米の

而干:! ' i が必要である。

Ｈ Ｓ Ｉ 大髄 、 普通の主で』佐一 Ｑ ＱＱｾｩ

常り 人で七時1mの75筑長

があるから良一帖約二人と

見倣してよ い。

(  4  ) 安の容肢が不足なときは

人工換気を考へねばならな

いがJ間首な経費が必要であ

る 。 Ｈ百 ｾ Ｓ Ｑ 芯 ｬＩ

( 5 ) 人間が棲息、可能な限界の

z;:毛無は、茨酸瓦斯の? こめに

マッチが思 ＱＱ 火し ｾｾ ｉ くなり 、

11史令鮎火しでも察坊にmえ

る。蝋燭も亦同様である。

5  前 室

防護告は、主に家族主，，)炊容する

収容本土 、之れに入るまでに 一つ

以上の持 、 前安ｾ通って辿 ｾＪｾｦ ー する

棋にする 。即 も牧容淳: と前'去と の

ご告が必主主である。乙の前告は粍

I V  8  

第 2  国

〈イ)ヌド屋か ら出ft れに1i 1i f [ の地下室に言l- jl I されれ防後家

¥、¥ 

( ノ、〉共地73に最 L 多い風の向に到して風下のカに

防謎宣伝とる



主すに 必要であっ て、 If:-. む を4写な

いと きは、廊 下の一部分 などを

利用する 場 合 もある 。前きをは避

難者の消毒や臆念救護をな し、

: ωE斯が牧察室へ侵入す るを防

ぐ。前{主主のE突きは三乃至五平方

米 、長さは二米、若し捨架を用ひ

るときは三、五米必要である。

向前室への入 口し 前 室 と 牧容

宝 との聞の入口 とを同時に間以:

しではならない。共他 前室長には

外部及牧容常との辿料用電鈴を

j以付 り、更衣所( 什l来なければ

肝風、街立でもよろしし 、) "&ぴ

水 道の断 水 を ｦ 象想 し で Ｗｍ ，ｾｾ設

け、 シヤワ 戸、 i先悶I手洗所 ( 11'， 

来なげれば臨叉は洗面器でもよ

い〕。物入( 更衣や消琴、ih時

第 3 開 l持活ゴf 内の換気法 0 ;[;す

、Aι 同年入

ヲ1

ゃっ防i 商

( ロ〉外気を? 導入する

換 気 法

外民ヘロ

栗山，類及び111i 修川器具・類を絡納する〉机、村子等が必要である。

4  牧容室 ( 第4岡) 民事経 "，、 担lJ 'i II，-X1.i ｾＧｊ｣容淳ｾ Iこ牧写与されて家庭の仕事ぞ続行し叉は休.U.

する。叉主主Ｚ外で防 ＲＱＺｾ ｾこ勤務するＭｸの爪動の根桜島 ｬ ｩ ともなる。

牧寄与' 主の牧森人L1には或将l立の飴怖を見て 、;! t: れに必要なにけの零航、商打i カ2あり 、休

.Q、設備や貯水村li 、飲食料品等Jt

備される。

:宇の形は成るべ〈長ー方形とし

そのi柑端ff !l J に間入口とヲド'j i? 円と

園口町

をＺ， ［ｊ 究げる。 仏 ｊｉ Ｋ Ｑ ， 入門や ｾ ｾ Ｇ￬ ［ ｾ 口 は ro 

ｈｾ 似ればスｬＧ ー プにし ｔ こ方が凡

し 出 来なげれば非常口は ｾ ｾ［ ｈｘｊ

子でffi; 直に 本: 外に {I'， ることもあ

' l { 

る。 共他 tこ、J長韮や、机、桁 子 干・8

類及び便所・( ｉｈ ＱＯｾなげれば置仮 Ａ 晶

器〉が必要である。

此嵐に注意 す べきは 、 換 ｾｾｴ 及

第 Ｔ 悶Ｈイ〉念 療 の 地 下室を利用せる防ｾＺ霊室の例

非常草地 4証書宝 的 。E
出入l金S暑

/  口 融 電

用 斗ぜ ιγムィ再

9 1 v .  



気 ｾ Ｔ 飼 Ｈ ロ 〉 設計例Ｈ銭筋 コ ンクリ ー ト 迭 〉

件組 等ヘ帝

防i1駄の黙 であっ て、 殊 tこ多 入敷

f，'i ^，，'U1.rh .嗣

1: .I} 々

を収容 し、 平素物置き 等に使用

する場合は相首の考慮が梯 はれ

なければならない D 即 ち、ノj 、窓

一ι

崎

(

す

奇

)

は成るべく 主主の南側に設け て通

ｲ ｬ ｾ で も 、 聞き得る換気窓が欲し

L 、口

風に使にし、出来れば股火管制

。トYtJ-.人官'

地

市

(

庁

産

主

)

叉牧待人員に封 し宅の字手間ヵ:

不足な場介には、7在瓦斯炉i品機

屋 根 ( 天井〉壁、床

防護室の屋根 〈天井〉は、上

をI以附 V1 1こ換気装置が必要であ

る。

5  

府コンク リ戸ト jぷ版がある場介

( 例へば二附建以上の倉山の地

下宿等) はjぷ版のコンク リ戸 |

の)以き の合計が40糎乃至65糎以

的には! 立さ 15糎あれば良い。叉天: 11:床版の両日hちには下部[ こもtiljll) J筋 6一切 叉 は ラスを 入れ

鳴

い

汽
宮

下

z 字ムヰ

て ｬ ｾ ｴｊｯ ｩ Ｍ の 務下を防ぐ。

下

A

W晶体

st は30- 40糎の J7 - さがあれば

7  
z萄

f尽きマ

脅
臨
時

一ド

爆弾の遠距傑作用に釣し安全で

J1ミはコンク リ戸 ト1未I反モルタ

又は持根太板張り X

ある。

J レ仕J 二げ、

?
F
E
 

ｾ＠
マヂ事事ー

ｾ 字砲事ｾ

は 夕 、 ミｾ泣きがよ い 。

; + : 浩床のときは床下の換気孔

をｼ 羽 選し 、 ｊ ｌ つ床板 ｊ ｾ ｟ ｉ こ数居 の

〈ロ〉 引池小戸の是正税法

4 二二三コ ← 二 二 平

I  . ，・-

ｉ ＢＧｾｬ ＧｬＧ ｾ Ｎ Ｍ 1)..，附 P

紙、防水平II 、リノリウム等を敷き

み〔特i にする必要がある。叉特に

凶の下 を恭平行 にすべきである。

ｾ ｬ ｩｬ Ｎｰ ＧￌＡＭＧｩ ｬ 色習部 正

一般に水洗 に便利な方が良い。

天井、位、! 末共に仕上材料は

1 0  I V  



C ，同

2おう I;-';i (ノ、〉
水洗 lニ便利で、且 ぷ!JItl Jの放牧透過

が 少 い も の がよ い 。

窓 ( 第 5l品)6  

日H燥 部、 耐 焼 夷 1¥ii 、 耐1 f . 斯蝉的

なら し む る に め に 外 部 に は 片 外 山

の餓 扉〈倉 J，nmのもの〉を取付 り 、

内 部 に は 内 l)rJ きの 金網 入厚 板 カ‘ ラス 入 りの附 子ーを 設 け る o ガ ラ ス の耐 商 に は セ ロ ハ ン 又 は

紙 を貼り 一 部 分 を の ぞ きノj 、窓 とする 。

主主臨 時 は 担任問しで防毒 し、 出 製 去 ら lまDrJ1政ーして換えtす る。

ずI ラλ ノof) ，f o. れわ乱立ハ

セロ ＷＷ シ ヲ ｦｾＱ レ

中申.5也" る♀J 十j: ｾ＠ ｉ［Ｇｾ 例 ］ ｴ 星 ｬ し

股 火管制m述、光 設 備 を 先 備す べ き は タj論である。

詮 ー一一一一一

火 ｾ，ｳ＠ ｾｨ ｬｪ＠ ( 附闘参n官〕

機上から大都市を翠』放 する とき天候 iこも依るが育粁乃至二宵粁 の法力からでも都 if j の燈火が認知 rH

1笠

Ｊると云ム。従って 従 問襲来 する 敵機にＺ爆般の口僚会輿へな い Ｗ 二めには完全な燈火 ｾ￟［ 制が必要でゐ ｨ

且つ最も ;有効な- . J j 法でめると云はれてゐる。

比 』 包 に注意 す べき ｾ ｊ ￯Ｎ は燈 火 ｾ ， ｊＧ ｾ ｦｩｬｪ は 相 Ｇ ｬＺＡ［ 長 ｪ 割付 Ｑ ｜Ｑ に立って Ｇ･ ￫ 施され る ｌ の と ｾＮ‘へられ る から ｲ Ｊ あ え 管制 Ｑ

'1' は早絡す る。」 と云ムのでは H常生活を持 〔附 悶L?宮

1( 1 )  丘三

I V 1  1  

重 )伊?

縦して行かれなし 、。待に空襲f t ' 受げ る秘 な 非

常時に 11殊 E芝生業に精勤しなげればならない

通

屯

匂

1

ヂ

ン

ハ

混

入

ロ

〉

のでみ るからよ 〈燈火仔伽lの民の目的を知 り

細 心、の ｩ 主意 を ｾＺｴＱｬ［って燈火 Ｇ￬ ｩＧ市 ｉ ｊ の完皇室をｊｴｽ Ｑ せね

ばならな L 、。

燈火管制の種類( イ〉

グ，

( 1) 瞥 戒 管市IJ

革主戒哲学報 Ｇ ＱＧ の ｾ ｩ､ 品 ｪ に ｴ 主 総せられ る 股火

管制 でめって H常の民衆生活に 必要 な

燈火 や生産、交滋等の火は支障の生じ

ない緯度に制限され る。 叉 日常 生活に

直接必要のな い脈告燈などは全部消燈

される のでめ る。

台
山

τ

住宅等では智iuリ周の官t J .去を? 周ひ直接上

空 に 光［ ｾ投 射ぜ しめな い 絞にす る。但

し怒カー テン類lま院lげておい ても よい

( 2) 非常 'iHI J

空襲警報 '1' の従 Ii¥lに' l ' t 施ぜられ、敵 機

に同援 を央へな い秘燈火 11金古Ili白燈 又

[ 主雨戸 、鎧戸、 カーテ シミ事でl慾首長 され



なり ればならな し、。門燈や外燈は消燈しなげればならな ，' "， 

J燈火 を隠蔽 する1 1 1 : 際方法及池怠

燈内室

一

( ロ〕

( 1)  

金 j昆笠の L のは よいが普遁のE骨子笠を月ひるときは 、}A1，布火I.i W紙等{ t > 以て濫ひをする ο 務ひ

の深さ 11 Ｓ Ｐ 糠乃ｾ 60滋 ( 1尺乃至 2尺〉とし黒色1 ' 1i は厚地 の木紛布を用ひ30 ロッ ト以 l、の電

ヱ'Rならば l枚、 それ以上な らば 2枚重ねが標準で み る。 火定燈 l主成る べ 〈世話い位置に一1- し! z 要

以七の明 るさの電玉虫は使用せぬ械にし且つ投光商W{t>制限する ?こめ に総ひの穏 を絞る慨にすれ

ぱ 使刺で める。犯意すべきは恋ひの上部を電線に閑〈締めることは熱の 1: め後火する危険が め

るから 不可でめ る。叉風呂敷や新聞紙等の jj 主光性の不充分な者iひ L 勿論不可である。

燈外屋( 2)  

刺 殺する場合には種々の工夫が施され るがJiJ(.る べ〈金j混笠を用U 、惚急、的に葱iひをする 場合 に

l.i 室内 燈の積ひに 準じて作る。

J込光力一 テン叉11紙類( 3)  

ilili 光カ ーテン 、紙額11充分j忠光性のめるものを用ひるべきは勿論でゐって鎧戸や雨戸を締切る

のも有効な方法 でゐ る。

J出光ノJ ーテン I.i W地黒木綿二重の L のがよいがH -:iJ しなげればならな い事11、 方ーテンC?l と

換ｾ孔第6園の阪!日]から 允が漏れる ことがOl o

1*に多いから ピン 又は尖イ也 の) j

法をJ f l ひて際問をなくすること

が肝要で める。叉鎧戸や雨戸も

その間磁力、ら漏る光に注意すべ

きでゐる 。

手L ( 第61品〉気換7  

遮 光 換筑 孔 を設け煙火ｾ ［ｉｉｩ ｉｪ ｉｾ Ｑ も

絶 えす・後五ばす るo ｸＮ ＧＧＧ［ そ内 Ｈ ｴ Ａｬ ｪＨ こ 統 ｉｾ ｊ

換 紙乳ノ、姥 火管市1) rl' =- モJ免

糸 HHIU l - コ 1・O

し Ｑ Ｑｊ る ＱＳ 目戸を十 ｪ け 、 三 Ｚ ｾｾ下の防訪 ｩ

第 7 1日〈イ) :1'，入 υ詳細凶

に備へ る。

外 嘩1キ

Y%f 耳鼻 { 骨/ 刊紙 管Al o- )

コ ｉ 御 骨 ｬ 宮 Ｑ 曳方Ｇｾ ＱＧ ‘  

/寺会 スル コト( ｾ Ｇ ｉ ￍｦ｜亡しＩ

@  

℃勺

警¥$; ! '

ｇ 主主ｾ，

Ｂｾ ｉ 可 Ｑ 7- 'i_ 1  

出入口 Glm沿1)

附議室への山人 口は

J ; 外聞きの防開扉と J ;-

りJ也附のU F!I (こ隣接す

内聞 きの無密扉 とを設

8  

同事ヵ ー千シ Ｈ守的 ｊｾ ｉ ユ 宅 Ｗ ・汁 Ｇ レＩ

パf. Z砂利 下バオ干約 千7")

又は合前qa.

をi1右京 と し、之 れ を 辺

じて以内より ili 挫( 民

るJ 也下?夜、

1 2  I V  



外へ山 ないで ) ill 主主wU' . 米る様にす

る。 似 し樹立合}rli 等を利用せる場

合は lr . むをf尋ない。

普通出入口 の成るべく 距つに伽i

所 で且つ直接外界に 11'，られる非常

1-1 が必要である。扉は外聞きとす O

非常 口は銑梯子にで垂直江主主外に

11¥ることもある 。

普通及非常出入 n に主I j る杭路は1'I1'i J'il ¥こして成るべ

く スロ 戸 プを 利川 し孔措架が［ｭｾ件られる様考 ｷ を

〈 ロ 〉紡ｾＡＱｬｩｊｻに非常 小 悠形ｾ ¥ ¥入孔

を投げる例

初1¥ふ こと。

原はすべて耐仰、耐火、 耐主任瓦斯の開扉 とし、1政

J J - 崩壊物等に依り開閉不能にならぬ椋注意を要す。

即 ち幸子i閉 11¥来る $lXWが最も良いが、 ; 爆開の{政J-j - で歪

み、又崩壊物の? こめf J 甘| 羽不能になるこ とがある o

股火管制用の設備を完備すべきは窓の場介といj 様

である口

9 防 毒 幕 CsS凶)

防 護宝の ＱＱ｜ 入ロ 原 色Ｑｊｪ Ｚ 用して ｾＩｪ む の 効県 を

より完全ならしめる口

布 地質は続なるゴ ム織布、亜脱lef二泊 とパラ

フイン の混合物又は消毒薬、水等を? 泣 ませ fこ

毛布4 ギli類等をmひで作る。

( 1) 排 I} 目 式

イ、 多人数 川

日、操作的)YL

ヘ 削州|附肘恥きれいとμ しl円5湘糎甑齢(σ叩5

ニへ、4拡下の侃に i克市玖;り 3を?つ Uり? て 、 自然に ｲｾｴ 必

出米る 様にする口

( 2) 各 J-. ;1: に

イ、小人数川

ロ、操作複雑なるも うと全

ハ、枠を傾斜させて ｊ 二部及問 ｦ ｈｬ ｊｾ ; m路位

に日 Ｑ ｾ し布Ｈ立長さを 枠 より幾分 ｩ ぐ くし

( ノ、 ) 1Ji¥俳lt泊のJIKi 月号

( ! ) ，鳥ト② ，砕ト守 同時ニ

J  ! 淵

* '-'f 八円十イ

7

0  

九

一
八

主

取

去

笠

ｾ＠

tν 

F

p

e

晶

7

( 1) 排閉式防若手幕( 多人盟主用〉

主主〆

Z 専ヴ戸島- r -

( 2) 終上式防毒幕〈小人倣周〉

1 3， I V  



有 ， ｙ ，Ｇ，， Ｑｾ ｾ 誌などで Ｑ ＮＱＺめる 、 又巻

き ｾ Ｉｊ い 様に［ＫＺ桟ｾ附ける。

刊 木遁防護室

経情的に鍛筋コンク リー ト造防護

宝石? ぷv1得られない場合 lこは止むを

得す・木造防護室を設ける。木造防護

ｾ Ｙ 闘 機九 ｉｗ ＱＮと防議室

伐喜f恥+企

" 引H' i 主 ネ ; 1 ' 噌 4 宇品 d ミ

をは破壊爆開に依る被害は殆 んど 防 止 する こ とが ｉ ｾ ， ボす｜焼夷 ｾ Ｍ ｷ Ａ に劃して或程度の安全性

が得られるに止まる。但し奇瓦斯に到しでは充分安全であるべきである 。ス焼夷抑は防護

主の上附のj択で日}j .l J : して 第 10図 木造住宅のl坊謎室の取り方

/も侍童

消火し、来しよ附なさ場

合には防護室の床で消火

する。 1111ち焼夷弾は屋根

高等の護見、泊、火に困難

な場所で殻火せしめない

様に考股すべきである。

Ｈｾ静岡〉

1 位 置 、 環 境

ＨｴＨ ｾ Ｑ＠ 0岡) 椛逃上、設

備上の諸鈷より考へて、

判官;の肢さの盆地 主? 有す

る外界に面せる浴室が最

も使利 と考へられる。

( 第111凶) Ｉ日 ｉ ｾｾ 衣室よりの

入口と 、I主倭外部に 11'，ら

れる外¥) 目きの滑り戸の11'， 入口の非常 口とが

、

欲 しし、。 共他 の室を選ぶ場合には成るべく

大壁の主主T之にあてる 口

2 室 の 大 さ

一 入賞り 3 1f _ 方米のち百五反j;; 必要 として 、

似りに天井高 2. 5米、床面積 6平方米( 約3

Illti 大〉とすれば家族五人を三時間収寄与する

能力 を引する。従って設計に古川 、家族 人

数 に肱じ少しi徐怖のある浴室を 刊これば普通

I V t  4  
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の場合充分である。若し上述の大きさの浴

室を、造り得な い場合には臨接室等の洋室

( 大壁の室〉を之れにあてる。

5 前 室

浴室を防護室に利用するときは化粧、lJ5t

dく室が前室に利用出来るにらう 。 その節化

粧品棚等は消毒薬品棚に l邸周出来る 、共他

は餓筋コンク リー ト浩防護室の場合に準令。

4 牧 容 室

( ロ〉 銭筋コ Y クリ ー ト迭 の 場 合

浴室は水道の使ーがあり且床l印ーは7ki先に便利である。x . 壁天井共大壁で且つ集密性であり

水洗に便利であるロ

.J t 他の宅を利用する場合は特にk . 壁の室にて天井は漆I喰、コくはモル タル仕上がよく化粧

梁、;俗天井、テックス 、モリノイ ド類 貼 れ 網 代、竿縁天井は集筏ならさ「る? こめ成るべ〈

避けるべきである口

壁は内外共にモルタル又は漆喰塗り等気密なる大壁とし出来れば水洗 tこ便にする。パネ

ル壁等は気密ならさ「る故目張り を要する。

床は成る ベ 〈ならば盛土の上をコンクリート打ち特級太紋張りがよく 、木造束立ての床

の場合、 夕、ミ敷きの場合共他はコンクリ ー ト迭の;場合に述べfこる如しD

5 構 謹

基礎、軸部は爆弾の遠距自ft 作用に成るべく耐え得る様、充分の大きさ E 埴嘗なる鍛物に

依る補強と相伴つで堅固 tこ構築すべきである。

浴室を利用する場合には成るべく窓

下迄コンクリ ー トを打ち上げる事、是

れは破片を防ぎ、集密性を? 増し、軸部

の腐朽を防く1こ有効である口

6  出入口、窓、換気孔等 ( 第12岡〉

- 一般に銭筋コンク リート逝防護室の

場合に準す・るが、木造防護主主の出入 口

窓換来孔等は; 股火管制時の遮光と防葦

の完全とを主目的とすべきものであっ

て、防弾を主目的となし、必要以上Aこ

頑丈銭扉などを取付けることは、防護

宝の主惜構造との釣合上無意義な こと

がある。 故に出入口、 窓、換祭孔の建

第 12図 木溢入口扉 の一例

ロ
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兵は| 探聞や、商;肢の大きなガラス商のあるものは不可であって 、建込みについても気密性

を保? こしめることが大切である。 即 ち引遠戸や上げ下げ障子は! 荘重な目張り以外に防憲施

工は殆んど不可能であるから 、建具は必十片開き又は南開きとなすべきである。

刊l 簡 易 防 護 室 ( 主として借家建築程度の和室防護室〉

此の場合は既に建築せられ? こるものの改造、或は不完全箇所の肱念慮置の範囲を出でない

もので、元来か〉る建物に於いて完全な 第 13図簡易防護室の一例

防護室 ｾ［Ｚｊ ミむることは期し期 ｴ し、所である

叉、居住者の経憐的負婚力等を考! 白:す

れば、到底満足なる結果は望み難い。依

って数戸に一個所の共同防護室主? 持っか

或は最も簡易な防毒蚊帳を吊るか又は最

寄りの防護室に避難するか Y 捷径である

かも知れない。然し乍ら次に述ぶる程度 哨

の防護鹿置は各家庭に於いて民商問に考 忠

究されるべきである。

1  位置、環境 ( 第131副)

弾片、破片の被害を少くするにめに舗

装道路に商せき' る階下がよい。一般借家

の間取上、奥の聞が埴首で橡側があれば

雨戸を閉め 、是れにi l l ! る使所と

縁側部分とを前室の如( l tt 扱』、

2 天井、壁、床 ( 第 14岡〉

民壁の場合、粧に四分一を打

ち壁ちりをな〈し、和II い11日隙は

目貼りする。乙の場合注意すべ

きは、砂壁は目貼りに困難であ

る。竿総天井は間隙を阿張りす

るか、叉はセロハン防水イ日等を

竿縁の下部に水平に吊し、四悶

ｾ廻縁に閤貼りして防車天井手ｾ［ｾ

とするものー築である。 共他研

究の徐地多し。 Ａ 未はＴｴｾ下に防 水

布又は建築用フェルト紙又は強

I V 1 6  
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い紙類を? 数局に敷き込む。之れは気密ならしむる? こめであるが、平時冬季の隙間風を防ぎ

夏季の防虫にも役立つ。叉防毒蚊帳を吊るときは防悲敷布を刑ふるのも良い。床下の換続

孔を閉塞するのは前述の通りである。

5 建 具

雨戸は零闘で見らるる如く一部に硝子を絞めで司Ji き窓、或ひは採光用 とすれば良い。或

ひは通気用の無双戸を附げるも良し、。縁側と座敷との聞の島問亡は一枚のみを自由 tこ動〈様

にし、他を 一本の構に建込み 、目張り等で平h: 閉する口

紙障子は消毒剤、集結酬を塗布 し、或はセロファン貼りとし気密に す る。 向硝子商は前

述の如〈紙叉はセロ ファンを雨商より貼付して補強する。

4 其 他

ＩＨきな間隙はボロを暖め ｔ こり 、 新聞紙 ｾＷｫｬ こ漬け＿こるパル プ等 にて充演し 、 そのよを目

貼りするがよし、 。 備 ＱＱ Ｑ Ｑ としで飲食料、共他を容れる＿こめ鍛板製の米術、石油錨等ｾ備へる

必要がある 0 3 1 . . . 目貼り材料は速かに使用出来る 様手近に準備すべきである。

日 防 毒 蚊 幅

｜ｖ ｪ 童 家蚊帳は空製ｾ受げ ｔ こ場合に各家庭 ｩ こ於て家族主＿集闘的に防護するに め一 番簡単な方

法として朋ひ られるもので、室裂を受 ける隠れがあるに至れば速かに防護王室に避難し、新

しくは防毒蚊帳を吊るこ とが肝要である口 此れは敵の; 主製に l際して皆が公共避難所へ組側1ー

するのは太鐙な混高しを惹起する許りでなく共の家に火災や主任期一等の災害が費生しに場合 tこ

も之を防止出ういないからである。

向各家庭には少くも ー 筒以上の市民用防毒自 ｩｾ 備付げて 、仮令 電話 五斯の襲来を受付ても ｩ

防毒商着用者が外にＯＭＱＧ ， で内外の連絡や火災 、 総書 ｈ ｾ の 防 止 に努力すべきは既に述べ ｦ こ通 りで

ある口

防惹蚊帳のたきさは之に家族全員が避: : l ! IUI'.氷て向多少のi徐裕がある位が良 し こ れ を 吊

る位置は家屋の構造共他を考慮して避難するに便利な家尾の 中央 lこ近いー宅を選定する の

が良い。

防護主蚊帳を＿吊つ ｦ 二時は書籍 、 ｊ Ｎｩｬｩ ｩｮ￭ 国等適宜の物で共の下部を拘 ｬ へ ｉｾ 長聞が 出 来な い様にし

なげればならない。又 、 ｾ ｊｪ ｴＺ 長敷ギ ｉ ｈ ｴＧ敷く こ とも簡 便であ ら う。 ｦ 旬 、防 毒蚊帳の透 明の窓は

外の様子ーを見る Tこめで避難者ーの不安を減す・るに めに設りら れである。

ぷ瓦斯の米製に|捺しでは仮令防憲室若し〈は防毒蚊帳がめっ て も成るべ く雨戸 、障子、

襖等を閉めるべきである。防雪華蚊帳内の榛息可能時間はー帖吊一入賞 り三時間宇であって

償格は次の通りである。但しセロファン製防毒蚊帳は柑破損し易い恨みがある。

1 7  I V 



( 防 毒 紋 I燦 の 楼 怠 可 能 時 間 及 償 格表〉

大 キ

サ 1牧 容 人 員 |セロ 7 ア ン 蜘 格l待 殊 側 絡|腕 可 能 時 間 ト ロ フ ァ ン 敷 布

円

5門00 10 !!! 1  0 人 15. 00 

8  d  8  
〆， 

11. 00  d多 4. 00 

6  <' 6  多 Ｙ ｾ ＰＰ＠ ｾ＠ 3. 00 

4. 5 4  7. 50 
2. 25 

多 多
多

X 結
五

ロ

-

-

-
-

H

H

 

以上を要するに「備へあれば忠へはなく J i 百の後悔より ーの用意」である。 益製に際

し悠々防空に首 ｢ 得る ｲｾ げの家庭防護の完壁を期し＿こし、ものである。
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百 貨 底

ス プ リ ン ク ヌ ー 乞

に 封 す 3

白働火災警報装置

永 野 貞 ヲた

内務省令第31銃に依り百貨底のFJ 1  高平方米以上床面積を有するもの lこ封し趨首tこスプ

リンクラ ーを設備せしむること〉なつ? こ。勿論適首との意味に於て色叉s ' AAよりして現在

では最も危険なる場所を除き自動警報装置に消火栓を組合せ設備せしむること〉なつfこと

聞いてゐる。私は多年こうしに高層建築或は劇場等就中百貨庖に封する防火消火設備に携

り特にスプ リンクラーの精細なる調査研究を遂げ尚消防賃鞍に望み親しく瞳験し? こる結果

を綜合するに 、現在我が閣の諸種の欣況よりして今日直にスプ リンクラ ーを強制設置せし

むる事は事帥〉時期尚早の視を有し、一部危険ケ所ーを除き全部自働警報装置と消火栓を設置

せしむる方をｾ首と考え所感の一端を 述 べることにし＿こ。

現在この方針の向も各府腕に次第に多くなっ? こと云ふことである。

( 1 )  果してスプリンクラー本来の性能を授揮し得るやま疑点、

スプ リンクラ ー共のものは巴に数十年の歴史を有しl致米に於ては汎〈賞用に供せられ其

の放果亦普ね〈認められて居るが・之が矯めには共の製品から施工から運用から維持に到

る迄一般製造家、絡工者‘ 火災保険業者. 消防蛍局者を初め施主其のものに至るまで本品

に閲する根本的概念が充貫徹底して居ると同時に装置の試険、管理等に封する祉命的組織

が完備して居って装置共のもの〉機能を護揮せしむるに遁して居る事を忘れてはならない

然るに我闘に於ては米七官民一般に之装置に閲する根本観念の認む可きもの少なし描

切なる何等の枇合的闘家的機構の備はるなく唯一つ火災保険協合に於て其の公認せる舶来

品の一部に封し或種の試験を行って居る始末であるが、共の内容にるや疎漏不徹底全く不

完全なるー形式以外の何ものでもない。如斯y状態下に於て本装置の性能を登揮せしめんと

するは甚t:_*困難な事で会舘スプリンクラ ーを装置しながら全焼し?こ例を見る事もある所以

である。

( 2 ) 水 害 の 問 題

乾式を? 用ふれば其弊害は省、げるげれども次に述ぶる理由により矢張 91祭式スプ リンクラ

ーが大部分を占める事と 思i 、。然るに漁式装置に於ては第一項に述べ7こ如く装置の性質並

¥; 工事の不備等に因り天井裡共他 あちこち貫通して居るパイプから漏水する事は普通に考
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へられる問題であり 、事賃上我閤 lこ於りる極めて少数なる装置個所に付てすら漏水の? こめ

賞事者・の悩まさる〉事少なからや、時に天井の落! 陀となりて顧容に危害を輿へ? こ例すらあ

り、此装置は相首多額と費を投じ? こ完全なる工事の様に聞及ぶが若し現在の如き大し? こ智

識も経験もな〈叉恐ら く全然自売なんかあるま いとさへ考へ られる大部分の業者1mに於げ

る激烈なる競争の結果安債なる装置が出来上つにと仮定せんか、共結果は到底前記の比で

はあるまいと想像せらる。而も百貨! 苫業者に於ては商買の性質上漏水 lこ因る被害は案外火

災害に優る可なりの苦痛と聞及んで居る。共庭で乾式スプ リン クラ ーの問題となる。此式

{ まパルプの構造に因て差働式と機械式とのこつに分かれ普通に用ひられ且つ比較的正確: と

考へられるのは差働式であるが、之等のパイプの中には安全率を見? こ所で先づ三十乃至四

十封度の気座を保? こしめ火熱の? こめ頭部が熔解すると同時に主王座の降下によって、パルプ

を聞き給水栓を閉 口せしむるものであるから 、平時はパイプ等から漏水する恐れは全くな

い。従って百貨庖等には油して居る様に考へられるが事買は次に述ぶる如き欠駄があって

凍結の恐れある極寒の地等に於て局部的に利用せらる〉外、米閣に於ても一般に可成之を

用ひぬ方針であるらしい。

( イ) 施工上の困難

試験叉は噴水後パイ 7・中の7]( . f f 原位置即 ち給水耕迄呼戻す必要がある 1こめパイフ工事

は凡て正確の傾斜を fJK1こしめ 、己むなき場合 iこは特に 7]( 溜を設りる等の面倒を生じ E

つパルフ' の設置個所 も白から限定せらる〉事となる口

( ロ) 維持上の困難が加重せられる

充分法意しでも向漏水の恐ある鹿へ、此式に於ては相手が空気であるから共工事 fこる

や相首困難なも ので、経験によれば如向に完全に施工しでもある程度の空気漏れは免

れぬらしく 、共矯め少〈共一週一回以上策睦の黙検を必要とし其際一定量( 普通十封

度) 以上の漏塊がめつにら直ちに再嘆 して置かぬと高ーの場合役tこ立fこぬ事となる。

而して此事 ｔ こるや巳に殴米に於てす ら困難を感じて居る伎であるから 、 我闘の現ｾ犬で

は事宜上満足な結果を堺げ得るとは考へられない。

( ハ〉 噴水に約 31去の時間を要する

i熱式に於ても 5，6分乃至 7、8分を要する のが例であるが、此式に的ては更に共作働

に要する時間は延長せられるから巳むを得ぎる場合の外共賀施は考へものである。

( ニ) 設備費一層嵩u

i熱式に 比し て遥かに多額を要する事は前述 の事情によりて自ら考へられる。

( 3 )  多額の設備費を要ナ

スプ リン クラ ー共のものは俄りに英米の規定 lこ準じて材料を撰擦し工事を厳重にし各種

の保守装置を完備せしむる時は非常なる設備費を要する筈である。加1之我閣に於て特に困
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る事は百貨底の多くは 、外観の美をおU、必要上パイピングの女nき凡て露出工事を嫌ふ? こめ 、

自然天井を二車にし? こりする場合多く共の 7こめに装世共もの〉外に建築自髄に於て莫大な

る不経梢を::， jsi す・る。之は今日各百貨! むが同業者ILI l の激烈な競争の結果不要とさへ考へられ

る監を: : ' f . 返め?こ各T; i f I 装置の l fMl i を余儀なくせられ、相; 首困って居る矢先き更に共加重を見る

事は首業者直接の苦痛は兎も角夫が膿て商品位絡の昂腕の原因を作る事となっては甚 ｲｾ 遺

11感である。

( 4 )  機能維持の困難

スプ リンクラーは出火に|努し自! 動的に噴水消火する装置であるりれ共共?こめには材料の

撰擦、設計の正確、工事の親切、等と共に維持の徹底が必要官条件である。一般に此装置の

事故に付で注意す可きものは

l 、 設計の正確 2、 へツドパイ 7 ・、Af也機器各部の腐蝕

3、 7kの供給と共魅力の疋確と保持 久 各種パルプの[剣作正確

う、 凍結におする1 < &世

等であるが以上述べ? こ現状に於て果して正確が期しられるにろうが、殊に頭部、 パイプ部

及機械各部の腐蝕は7象防的考慮を多分に要する黙であるが果して各業者は夫等の鈷充分な

る確信と準備ありやo 又何人が夫等の監理を して居る か。 恨りに施主に於て自護的に保守

する事は理想で司あるが事買は中々困難であろうし、而も頭部の如き事賃上試験の方法がな

いに至つては大に 考へさせられる。若 し百貨庖首事者が命令なるが放に巳むな く装置する

と云ふーJ干の形式に了つては切角珪布せられに法の趣旨に添ふ所以でないと思五、。

以上の理由により恨令スプリンクラーを強制設備せしむるとしても之に f牛ふ各種の必要

事項を欠いて居つては所期の目的に合せ 5 る場合不勘ゃに考へられ、設債費共他の犠牲が

多い丈け夫れ丈之が強制 に付ては術研究して見度いと思」、次第である。

自働火災警報装置

此装置に付て嘗J臨の翻る所は大瞳次の通りである

( イ) 本装置と完備しに消火栓装置との組合せにより恐らくスプ リンクラ ーと同様或は

夫れ以上の好結果を奉げ得ると 忠五、。克も之が? こめには整然? こる警備組織を 必要主し且平

素の訓練が大切である。

我闘で自働火災警報装置の賀施せられにのも最早ー十数年前以来の事で、共有効有要なる

事 lま官;然管内百貨庄の火災にl怒しでも立設され? こ髄験あり此賄疑』、徐地もな いと思五、。只

之もスプ リンクラ ーと同様共製品、工事は無論施工後に於げる運用維持に付て充分の準備

ある事を絶封必要t条件とする。

( ロ〉 設備費に多額を要しない
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此装置はスプ リンクラ ーに比し非常 lこ牒僚であるにめ百貨肢としても之を設備するに大

し?こ苦痛はあるま い と思ふρ

( ハ〉 維持容易

此装置は式によりでは既設 ｔ こると新 設 ｔ こるに拘らす・建物自暗に何等損傷ｾ興ふる事な〈

極めて容易に工事が出来るのみなら子、施工後の維持試験は装置の全部に亙って本易に fL

つ存分に来日1るから機能上のf言額が得られる。

以上の理由により各府! 院に於ては床面積合計 l 高平方米を超 ゆる百 ＱＧｴ ｊ ， ｬ Ｍｩ の全館に ｾｍ し 、

自働火災瞥報装置設備をなさ しめ特に危険と思はれる 1問所に悌式スプリンク ラーを装置せ

しむると同時に 、床面杭 |高平方米以下の百貨庖にありても正に同 一であると 思ふ 。
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大 工 徒 弟 問 題 並

資 格 検 定 市リ 関 す る 座 談 曾

大工組合側

岸 本 信 治 f、大阪府大工@: 毛、i ' 1 主組)

合 聯 合 合 同 リ 長
鈴 木 忠 五 郎 ( 同 委 員〕

|二 回 辰 主 主 ( 同 日IJ 令 長 〉 坂 本 啓 一 ( 同 委 員〉

吉 田 繍 三 郎 〈 同 理 事 ・朝日橋〕 r{l i宰 誠 一 郎 (
令 員 〕

佐 野 定 治 〈 同 理 事 ・天 満 〉 機 関 道 夫 ( 同 〉

長 谷 川 九 千 ( 同 理 事 ・網 島〕 本 多 玉 造 ( 同 〉

八 木 四 次 郎 ( 同 理 事 ・曾根崎〕 久 保 月 極 吉 ( 同 〕

古 谷 寅 市 ( 羽 H 橋組合事務捻' 首者〉 左 谷 陽 光 ( 同 〉

7中 ヂ 吉 ( 築 港 組 合 事 務 捻 営 者 〉 矢 野 藤 一 ( 同 〉

長 谷 川 角 次 郎 ( 今 宮 組 合 事 務 権 営 者 〕 小 川 陽 吉 ( 同 〉

隊 本 欣 三 ( 大 工 組 合 聯 合 合 唱f 記〉 松 久 保 敬 三 ( 同 〕

協 曾 側 道 田 泰 治 郎 ( 同 J  

弁 上 組 織 ( 合 長 代 理 ・常 務 主 記 〉 秋 岡 喜 代 治 〈 同 〕

永 i挙 毅 一 ( 激 化 委 員 合 委 員 長 〉
高津壮大L l I ! ( 待 ，8IJ  

賛 助 員 〉

篠 原 太 郎 ( 同 幹 司王〕 ( 次第不同敬務略〉

井上主記合長代理として関舎の挨拶めり次て永 を? 抑営するもので、普は士農工商の順序から考へ

j率教化委員長司令の下に座談合を閲〈。 ても待，8IJ階級に ゐつ 1このでめりますが、現在では

来漂ー一大工徒弟の養成に層部 する事は既に過安 一般大工 lま普より L 社合的地位が低下してゐま す

に於いて議題に上 h一昔日は雑誌に唆表もされでも その原因は大工の教育程度が低い先に社合の遜運

ゐるが、徒弟養成の問題は緊急J の事で、幸 この間 に伴はぬ桜にな っ f二のが主な原因と考へ ます。従

lIl ift'現世Eに経験 されてゐる方 k ft' 御迎へして御意 ってその指導宜しきを件ば昔の立惑に還 h得る と

見合聞き徒弟養成の同組合協力して、研究して此 存じま す。尤も現在でも技術者気質金持って居り

問題の解決に努め 7こいと事じまして座談合を開催 まして賃金会問題にせ十と云ふ一面を持って居り

する司王になつにのでめります。従って今夕の座談 ますので大工をして生活に葱 ませTこL 、のが念願で

合は決議や共f也決定的なものを得るに非十して、 す。技術に於いては昔より L 低下してゐます o 仕

各種の問題につき白紙的に御申出願ひ 7二L、のでゐ ｾ ＩｬＺの状態も亦生活 ｌ 低下してゐるので 、 大工に準

りますo 先つ' 徒弟養成方法の改善如何と云ふ問題 むべ き遣を奥へ技術 に専念し得る設に指導する要

で￰Ｎｊｾますが 、 これも現 在は 徒弟となる 人の教育 がめると思ひます。

や考へ方 b 昔 と主主 h 又働く場面も木訟のみでな 示濃一一大工徒弟養成に除] しー昔と今との差異と

く遁用範囲も雑多でd . J ｾ＠ ，本人の素質、量土台の要 云つに設な黒占00

求、従ってその資絡も見方によりキ目濯がめるわり 岩本 一一締結して昔り大工徒弟は ｊｾ の仕事が常

でめりま すから 、各位白紙に 立主主へって現代を認 備の仕事が多かつれのでめりますが、現在は詰責

識して考慮の必要がめると忠ひます ω 工事が多く{ 事統的仕事を税方より命ぜられない限

ゑ濠ーーでは最初に大工徒弟の本賞、 本側、!!iJ 1) 所謂能率的仕事をする o fl 1- 僚の定 まつに仕事で

ち技術家そのものにつき総穏的御意見台。 めるから自然その様になります。一般的には従来

長谷川一一比問題山成就が大工業者の生活の 向 より技術の低下してゐる JRは事変でめりますが、

じ技術進歩ーの重要黙なりと考へ て努力 して来七 依然文明の進むにつれて@: 築もま監歩し、 これに感

ので此問題で協令側と意見 を交換する司王(1本懐で 化されて大工 L 宛めではゐるのでめるが、只日時

めりま すn 元来大工と云ふのは衣食住山中の一つ を急J がれ逗lまれ勝の 仕事で ある故、永久的仕事.
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完全な ｩ 士事ｾ成し得ないにめに技術が自然低下す

る司王になる のでなし、かと思ひます。昔は日放が間

短とされす¥従って糸永に技術に 専念し得 るし、

道具の手入と技術と単行して、親方師匠の口俸を?

守 り、廻り主主〈仕込まれれのでゐります。現代{ ま

容符等によって教育されるのでこれ L 能率的でゐ

h 同時に仕事 L 漣念を要求され るのでこれが技

術向上の妖結かと考へられます。

'1<津一一現代の建築に従事する大工としては単

に昔の技術本位のもの、みなら子、現代の仕事に

適するものがl必要ではないのでせうか。

岸本ー一一司王賓待$I J な L の以外昔式のものはめま

り歓迎されて字、寧ろ現代の能率的な L のが歓迎さ

れる故に忠はれま す。

示漆 一一そう すると 徒弟養成の方針は如何なる

結を目標にしにらよいでせうか。

岸本一一完全な技術者を議成し? 二L 、ので すが、

社舎の要求が少い角やむを得ねと幸子じます。

'1<濠一一 資絡試験を制定すると云ふ問題に関し

て御意見を。

佐野一一大工の形はしてゐるが仕事は部分的の

ものしか出来ないのに大工と科してゐるものが多

い。民に 立証Eな背式のものを要求 するよりも 大I

業を一般均綜合的 lこ修業しれ L のを要求するのが

本蛍fごと思ひます。関東大震災以来危; 仕立の大工

がととじて業界公害する事基しくなりまし t: 。

鈴 木一一昔の技術均な L のも現代的能率的な L

のも共に! 必要で卵l然と区別し件ないではないでせ

うか。詮は完全な仕事全知恋する事が要求されな

げればなりませ ん。

来湯一一何れt:' げのものが出来る L のを要求す

るか具穏的に御意見を。

長谷川一一ー一人前 の大工と云ふのは量は別とし

て技量の方は棟上の一人前に出来る大工を標準と

しなげればなりません。仕事には得手不俳手がめ

り。官1] 9  ，取付げ 、何をけ事せて L 出来るものをー要

求するげれど L 盆の っ ちは ｾｊ 然し ま せぬ。

先つ' 四戸建十坪内外のものならば十二、三人で

仕上げられ、且つ棟梁を出IEれでも仕事の出来るの

を一人前としなげればな らぬ でせう。

現在 ｬ ま徒弟になる者が僅少で 、 この ま、ｾめ Ｈ［Ｑ

後に大いに大工が本足して困る時が衆はしないか

と思ひょす。何とかしで大工を優遇して や る必要

がめると恩ひます。

I V  2 4  

来還一- t t 第志願者の少いのは待遇の忍 いのが

原因でせうか。

長谷)1ト ー 技術が簡単で叩き屋又は手陣同様の

待遇でゐるならば、苦しむで徒弟となる必要が無

いと云ム考から志願者が少いのではないかと考へ

ます。

* 還一一師匠に教はつに仕事なら線上まで出来

るが‘ 現代の仕事は幾つてゐる鍔図面を凡て L 仕

事が出来ぬ者が多L 、、従って仕事は棟上までを標

準としてい新しい仕事は理解する様要求し ￎＺ ｾ 、

です。

長谷川一一自ら遜んで講義録でも研究すれば頁

いのですがそれが少いです。

鈴木一一機械工の一人前と云ふのは園面を凡て

仕事が出来得るを 云ふので すが 、 建築も園面ｾ見

て仕事が出来るのが一人前ではな いでせう か。

久保回一一大工は図面を讃む事が下手で悶りま

す。

鈴木一一仕事の手耳目をする一人前と云ふのは何

位を標準にしますか。

長谷

て詰迷主ひます。要は{ 仕土事にH際Eじて丈句 5を? 問かす，に仕

事カが; 出z衆Rれぱ3頁芝いと恩ひます。

来濯一一 徒弟の気質、気分に関して昔と今との

キ目 迷 について の ￭ｾ ｐ 観 察を。

八木一一昔は弟子入 りすれば親方指定の年限の

外御越奉公をして年期が関〈のですが現在は年数

を過せは' 御誼奉公などは考へ I.j. ｾ 、 。又印卵 ｪ 経営嫌

ム、排 1? を嫌ふ、 そして卑下を する。大工と云は

れる事をも嫌ひます。

八木一一試験制度がめれば智識教育が出来ると

思ひます。

中海一一位弟の気分の上に強制組合がある方カ:

頁いのではないです か。

来漂一一 業者の方では猿制組合を現在一要求され

ますか。

i中一一鼠制組合存在中はそれ程に感じなかっ 7二

げれど、 之が解かれてより組合の有りし時鑑札に

威肢がヰl つれ秘 lこ足、ひます。鑑札又は菟言キが無い

と手f!/j. !:;同 一視され待遇上溢憾な討が多いので、

やはり試験、菟許制度にしてmきf こし 、むので す。

長谷川トー強制組合の穿在中は染者が これに 取

締られてゐ るのTごと考へてゐ 7こので すが、解かれ

て 凡ると 寧ろ保護されてゐ ＱＺ 事ｾ痛感します。か



、る制度の下にまた者を鷲宮をせしめ 、 免許制度を ｾｬｩ ￏｬｩ 兵検査までを限度とし て養成する のであ りますが

立して項・ きf、L 、L ので す。 棟梁や諸叉の現容 も親方 と徒弟との経済関係 より

鈴木一一一免許制、試 験;I[IJ の認定傑イ牛を如何にす 考ふ れば、最初の一年二年は親ブJ より援助 する 形

るかい問題でゐります。 となり 、iilfr < 仕事 L 程度がお〈なって、穴 堀 釘打

釆 濠 一一ー資絡試験となればJ 3IJの問題ですが、 の程度を超へて来ると三年位で漸〈役 に立ち 、僅

現在徒弟は幾何の年月を経て一本立とな るでせう に四 年目位 に主 人に報ゐてゐる状躍でめって華見方

か、認定の年月はどんなものでゐりませうかQ は徒弟の養成 に可j武の犠牲を? 抑つてゐ るのです。

上回一一 現在 までいは高等小泉卒業十五六歳よ 篠原一一今の御話で税方はもE弟養成に可成犠牲

り徴兵謹i齢までが一人前としての年開げでゐり ま を挑つてゐる桜に承 りますが、親方又は敏梁は絡

す。検査後合絡しれ者が i:tp政 再三公の三ヶ月も 勤め 封 的 に徒弟が必要なのでありませ うか、 それとも

る者は稀な状態でめり まして、 それでも年開げ ま 徒弟として弟子入 りを積 まれる のでやむを 得す'習

で勤め上げ る者は中歎以ドでめりま す。 慣上養成してゐられるのでせうか。

jj (混一一尋常小皐校 卒業者と高等小準卒業者と 長谷川一一棟梁が徒弟を主主成 する のは、寧ろ徒

何れがよろし いか。 弟 fe養成してゐ る錫に祉令的信用を得 ると云ふ事

上回一 一程カを要しますので高等卒業のJ31J: 反 し 使 ひ 歩 き 位が純 金かと考へられま す。従って

い主思ひ ます。 徒弟志望者がゐれば歓迎し ます。

来 濠一一徒弟の立努力、 らすれば御蹴奉公営せや 篠原一一翠 に信用と云ム丈げなれば本質的に考

に逃げ出す者や、排 営、法被を嫌ふのは時代の iJTu へて技術工を養成すると 云ふ 見地から云へば、徒

れ力 、し 匁1れません。 弟が絶望せ的 に必要 なのでせうか、 それ とも若し何

長谷川 現在 では民の徒弟は 一割1， aちりませ 等かの方法で一人前の大工を供給する事が出来れ

んω 昔と今と信念が集ってゐ ますカ. ( でこれはM (工、必十し L 徒弟を抱へる必要が無いのでせう か

れの業に於いて L 間伐と存じます。久、 これに は 長谷川一 一それは経i努問題で一般に大工を志望

棟梁や親方の ) j 1， ｾｾ取扱 に つ い て再 考しなげれば する 械 な子弟は拳校 を卒へ る資力 の無いも のが多

ならな いと思ひ ます。 火、 これ に代るに遡営 な 投 L  、ので徒弟養成; ま必要 なりと云ふ事になると思ひ

術 6 墜業 4 と云つ 7二段な皐校 を殻げ るの L 頁 いし ます。

大工徒弟養成所 fe殻げ こ 、fe :1' ， 1二者が!I 守派一人古iJ 鈴木一一経済問題では現在寧ろ進んで親方の方

の大工と なるのが本包ではないでせう か。 に謝蹄して徒弟の湿を採ってゐるものもめ る位 で

鈴木一 一筆校 L 支 いが経営聞く方が支いと忽ひ 教育程度 も向ヒしてゐる のではな いでせうか。

ます。 中海一一塾を設げると云ムミIi は大聖書頁い方法と

中選一一主主を殺げて徒弟養成を する事は大事望頁 恩ひ ますが養成年齢は何歳位を理想、としま すか。

い事 と思ひ ますが、塾に はパックが必要で めって 鈴木一一ー十 七 入歳 より 三 四年か と忠ひます。

庁し社合主孤立しに務合に悶り はしな いか、社 合 中津一一尋常小接卒業して二年間位基本的なも

が其必要を認めて援殺するとすれば好都合だと思 のを養成して これを卒へ7こものを徒弟とし て採用

ひま す。現擦を持ってゐ る方商や、棟梁が率先し する。 それを? 一 ヶ年位仕込んで叉塾 に入れ ると 云

て業界が協力すれば最支の方法と 思ひ ます。 ふ組織にしては如何な L のでせう 。

篠 原一一 撃校 で投 6 拳 4 の一人前 の大工を養成 長 谷)1ト 一 大工 は年を取って1 ，: 惚力金必要とす

すると去ふ系は、他 の製造工業 と$4 9土木建築等 ること 、 同時 に一人前になっ[ " 1 ，一定の場所で出

は'氏習 が 墜校 で行ふ L のは単なる賀習程度の L の 来 る仕事でなし、。 移動性の L のでめ るので社令か

でしかみ りませ ん。 従って撃校で養成 するに して ら ｾ￭￯ｩ 見さ れるも の と思ひ ま す。

L 必す' 業界の協力カ: 無げれば到底闘的が主主せ られ 井上一 一強制組合が五年間l( <fの統; ! f IJ 下にゐって

ません。比黙で寧ろ大きな詩叉合員土や、或は組合 鑑札を受げてゐ? こL のは何 刻 かでめって撰捧せら

経ｾの 卜に 養成 戸 ｾｩ 叉 ｬ 主義の 如き が ｉｈＪ れはー良 いと れれ大工でめっ 1: 0 E! IJ ち技術の }i } J : 有者であると云

思ひま す。 ふ標識で業者の中堅 でめつにので す。それが解か

岸本一一尋常小撃卒業で L 高等小撃卒業で L 徴 れて標識が無くなっ f 二。初来は如何な る方法を取
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す。叉機械工が悶酉によって仕事をする如〈大工

も亦図面を凡て仕事をするに非ら 5 れば一人前と

は云へな し、。従って大工としての常識を或程度ま

で養成し得る機測が欲しいものです。

中濃一一要するに 大工となれば木造 に謝する経

験が大切でめるにも拘ら子、木造の理論が一番連

れてゐる。これまでの規絡寸法を踏襲する反面に

務主主力: 阻害されてゐるのです。

来湯一一一種々御意見を御聖堂炎下さ い ましであ り

がにう容じます。

〈昭和 12年 II 月25 日・於本協合倶幾部室・II 月例倉 〉

るにしても技術に謝する優劣の基準を設げて菟許

制度となし、重量絡を奥へ賃金等も向上 させ る事が

必要でめる と思ひ ます。

中涼一一前組合は営局は保設の意味でやつにの

でゐるが. 後で見れば保護になってゐなかっ 1: 。

逆に組合は営局に依奮して ゐ7こ様 でみる。資絡に

つき では枇合的に認められる標準が出来て将来英

一部は首局のカを以てするも可なりと恩ふが、之

が未だ許可詮を F附するに到るには祉合的 に一般

に検討さ れて後の事に廃 すると 思ひま す。

長谷川一一 大工徒弟の後総者が少い現代にこそ

何 か遁蛍 t 養成機関がめって然るべきだと思ひま

l内 執 筆 者 紹 介r 五十音順

司法技師合計課

京都骨子園大事修繕課長

法塁手陣土大阪毎日新聞社取締役令長

三越住宅設計部技師

工皐博士 ・本協合々長

京都高等工裂肇校教授

大阪市経理部後終言架設計係長

束畑建築事務所主

兵庫県系聖子察部消防交通謀

工芸喜博士 ・京都常国大準教授

姫沼市建築課 ・技師

内外木材工事基株式令社常務取締役

工準博士 ・京都帝園大接教授

大阪市土木部橋梁課 ・技師

地方技師 ・大阪府聖子察官日防空談 ・本協合常務

夫

郎

賞

男

安

彦

夫

次

雄

八

郎

動

武

猛

孝田

岡

鳥

名

畑

野

原

本

国

良

国

之

極

謙

貞

静

義

儀

治

島

倉

飯

大

岡

岡

片

霜

新

東

永

坂

藤

松

村

元

吉

f言

也E

I V  2 6  

月4  



でら答申ま度量衡制度改正の諮問か

賓岡

次

三種の主主つれ区域A 、B 、C

A の範囲

B、C. の鍛図

扇風区 域の細i J lJ

θ の務合及。 の場合

行政方針のいろいろ

a の場 合

b の場合並に色 の場合

九 尺貫 法 保存の院域

10 結 論

II 最 後 の 総合

12  最善の解決期待

四

五

六

b  

1¥ 

目

警告のゐる委員合

現行制度は尺貫法併用

答 申の言はんと する所

何れを 主 とし従とする カ・

難 詰

議 事 の 出 後

論議の分立

政 治 解決己むを? 得す，

卑見 の概要

重苦立 する こ つの事象

メート ノレ法の紹華社区域

メートル法のキ目選広域

E

E

a

今

f

“

今

、

J

4

ι

・

一
一
一

，
、J
r

h

U

守
，
，

8  

9  

勲 の あ る 委 員 禽

度量街制度調査合は随分永い|問委員諸君が仲々勉強して討議を凝らされ、総合から特別

委員合、小委員令、起草委員合と言ふが如き数段の合議を重ね、時として熱論沸騰近来稀

に見る活気ある令合でありまし? こよ

私は時々地方に行つ? こ りする ので兎角扶席勝ちではあり ましにが、共の粧過には不断の

注意を主Ilu、て居りまし? こ。

小委員舎の最後の合に色紙府し ましTこが、後で聞くと委員長が各障異論の調和と包容に

やっ と出来上つ? こ案が即ち今回線、合でー決議になっ ? こ案? ごとの事であり ま努力され? こ結果、

すD 即 ち答申案の本文は次の如きものですo

「現行度量術制度ハ メート ル法専用ヲ企闘 シ居ルモ之ガ買施 ノ成績 ニ鑑 ミ速ニ同法ノ外

尺貰法ヲ併用スルコトニ改ム J レヲ可 ト認ム共 ノ賀行ノ方法ニ付テハ政府ハ我閥ノ貫情ニ

遁臆スル様庭理スヘシ 。」

有答申の説明 はｾ く の如 きものであります 。

「現行度量術 ノ基本ヲ定ムルニ至レル事情 ヲ考掠スルニ工業持ニ軍需工業動員法運用 ノ

悶I骨ヲ岡ランガ矯メ従来多 l技ニ分レタル度量術ヲ統一スル ノ緊要ナルヲ認メ 大正十三年

現行度量術法ヲ it l地j シ爾予t<i 十数年ヲ経過 シタル今日ニアリテハ相詰・蹟範囲ニ瓦リ之ガ使

2 7 1 v  

用ヲ見1レニ王 レリ 。然ルニ我岡民ハ尺貫法度量術 ヲ永年慣用 シ来レ; 1.- 結果尺貫法制度ハ

我陵 ｬ 民生活 ｊＭＮ 一杯 ｬ ータニ改駿シ難キ事情ア リ 。特ニ祭杷ニ ｉｾｍ スル事項 ハ 我闘民 ノ精 前 ｬ � 生

活ニ密接不雌ノ闘係ニアリ 、叉農地関係、事項 ノ;虫f. 1キハ今之 ヲメ{ ト; L- 化スルコト至難 ナ



ルモノア リ、 依テメー ト ル法度量術ノ専用ニ依ラズ尺貫法度量 ｩ 鮒ノ Ｑ ￬ ｛Ｇｦ ｬｾ ヲ認ム［ＱＭヲ石 ｔ ト

スo ｾ､Ｎ｟Ｚ ノ 貰際 Ｏ 運用ニ首リテ ハ 或ハ一種 ノ 度量衡ニ統一シ或 ハ ＱｾＴ 陀度 量衡ニ 付 選拷ノ自

由ヲ認ムル等政府ハ宜シク詳細ナ ノレ調4F研究ヲ途ゲ我闘ノ賞作f ニ趨! 臨スル様遺憾ナキヲ

期スヘシ」

と言ふのであって答申も説明も組めて抽象的であり 、寧ろ疋漠Tこるの憾な きを得ないもの

であります。

此の程度の案を デツチ トー げるにめ永 い間 あれ程の熱論が闘かはきれにのかと ｪ 目、 ふとｾｾの

牧 獲の比 較 的貧弱なるに釘 し各 委LJ は勿論世間で も甚七物足りな い感があろ うかと祭せら

れます。

2  現行制度は尺貫法併用

答申の本文を文字通り解樺しますと現行制度に何等の改正を )JII へないでも 、共れですな

事 になるのでもす。

、何故なれば現行制度と雌も専用企l剖の下に現に勅令ではあるカ; ) ぐ民- 法を認めて属 9，("J 

の ことはない併用制度に外ならぬのであります。 IIW本法から尺貰法をしめ出して後り檎子

扱ひにしてゐるといふ製(i と、共の 1--これにも 一定の期限がついていると言ふのが刻1，'1)}i なの

であり 、而も共の期叫が間近に迫って来? このが、 j ぐ民法運動力Z起つ? こ直接の動機と見るべ

きです。

5 答申の言はんとする所

答 11; は何等鐙つ fこ主肢をして居な い。

然らばとんな所に答申の言外の意義があるのカ〉と 言ふと「尺貰法を勅令なとで認めない

で本座敷に案内して法律. を以て正面から堂々と認めてほし L 、。尤も走れ に期限をつけると

か或はその適用区域を? とうi J とめるとか言 ふ問題は、委員合は燭れないが、政府はその見る

所 に従って自己の立任 lこおいて宜敷 〈決 めてほしい」 といふのであろう。

4 何れを主とし従とするか

答昨l の重臨は{ 芥mと言 」、型Jl にある 。而してこの併用 lこは メート ;1-法、尺貫法のいづれをを?  

キ- とするカか‘ とい」ふ、z事打には櫛れてゐない力が; fi連車ニ同法ノ外尺買貫a 法ヲ . _I とあるカか〉ら自然メ

- ト Jルレ法をを? 本とし尺I

長は? 縫恋令の席J上-_ ｦ 雨手者者 ｦ のｼ問 ｩ百出 ｉ ｬ に 軒 ｅ重 ｅ の差 別 をを ｾ Ｓ芳立 Ｕ工 ｡ て＿仁こものでなしレ、 」 と口頭で設明され? 仁=0 1例併封井2 し

此の趣旨は締綿、令の認め＿仁こ設ｼ明Ａ閃乃 ［沓岩 中 ｬにこは 見へなし、 φ 力か〉ら Ｑ 附［ｾの絵 地 は 他日に姥されて ゐる諜 で

あります口

5 難

日

一

一

日

いづれにせよ答 rl lは まるで Ij - < も苧〈もない言 はば淡々水の様なものであるから 、委員

の 1.1:1 Ｈこは此んな案て［ｊＮｉｾして政府諮問の本旨に封へ得ると 言 へるカ〉と難じ 、 或は叉委員合は

果して遺憾なく其の任務を果し fこと思ふか等と 言」、非難めいに議論をしに人もあっ fこ。
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「

6 議 事 の 出 授

以下議事の経過等につき御話するが委員令の初め私はますも弐の様な質問をしまし? こ。

「大臣諮問ノ説明ヲ奔見スル ト 「現行制度 ノ下ニ於テ ハ メート ル法 ノ施行ハ漸進主義ヲ

採 リ度量術 ノ統一ヲ: l i J t モ必要 トスJ レ方面及最モ容易ニ統一 ノ賀ヲ悲ゲ得ベキ方I師ヲ光ニ

シテ先ツ統一ノ宜ヲ恕ゲンコトヲ期シタ リ」トア リ。

此ノ文章デ明カナ} L - 如ク大臣ハメート} L - 法 ノ統一ニツキテハ最モ之ヲ必要トスル方面ト

比較的必要 トセ ザル方面ア リ、同時ニ又統一ガ容易ナ J レ方面 ト然ラザル方面カF アルコト

ヲ認 メラル様デア} L - 0 ソコデ、私ガ伺ヒグイノハ共ノ後ノ部分即チ統一 ノ比較的不必要

ナル方面若ク ハ絶釘的不必要 ナル方面ト ハ如何ナル事項ナ リャ。叉統一 ノ比較的容易ナ

ラザル方面若クノ? 絶壬j 的容易ナラザル方面 トハ何ナリヤo 此 ノ雨方商ヲ可成兵髄的ニ御

説明 i羽成タシ。」

といよ、様な ことを述べて見? こ。

此の質問 lこハツキリ答へて J'[ ひきへすれば問題全障の解決は比較的容易にその緒を見出

すことが出来ると思って柴んで待ってゐ? こが{ 数ヶ月の長き に豆り 、何等の答帰も出なか

つT二口

結局答痛があるにはあっ? こが菰 lこ述べる値打もない程に漠然とし? こ不得要領のものでゐ

-つ?こO

7 論 議 の 分 立

委員中の保守仮とも見るべき方はメ ー トル法 は ｦｾｬｬ 図革命の産 物 ｴＺＺ から 、こ れは腔めるの

が本筋fごと論じ 、f白川こ認めるにしても尺貫法のJ 寸こ置いてはならぬと述べ、或は又 日本

精神振興の必要を繰返して外岡到来の単位は望ましカ' らす¥・と大仕掛な闘誼論や料不'1' 主義

又は道徳目t とでもいふべき鈷か ら出費して一気 lこメ ー トル法の粉砕を試むる 人 もあっ? こ口

是等の 人達は闘際交通や計量上の便宜論、墜術研究の必要などといふ貫際問題か ら離れ、

又我間度量作' ! 1HjIj 度設遠の沿革などは一切間みないで、一途にメ ート ル法を排徐せんと欲す

るのであっ? こ。

これにまJ抗して起つにの は主として工毒患者又は 、王聖書皇者等:し、はば科撃系統の方々と不偏

不黛を以て自任する法経i辰叉は常識家とでもいふべき方々であっ? こ。尤も科墜者中意外に

もメ ート ル法に同情なき例外の方もあっTこ。

8 政治解決己むを得ず

訟は最初より 「現行度量術法はこれを改正する必要なし。附勅令の猶数年限が迫ってゐ

るか ら 、 これを＿延ばしさへすれば そ れで充分 ＱｾＧ ｊ との考へを持ってゐ ・ Ｗ こ一人であっ＿こが 、

併し世間を見渡すと衆議院で は一再なら今度量術法の全面的改正を議決し? このみか、院内

院外の建議は勿論その他 j ミ武法複醤運動も中 ;々 臨烈の様に見へ、事の真相は兎も角、表 面

丈りの情勢か ら 見るし動もすればメ ート ル法の牙披が Ｍｾｖｊ にして覆え きれ はしな い ＱｾＧ ら
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うかとの危民心もなさじ非す¥高ーにも此の表面の形勢が最終の勝利を制する場合には、

それこそ天下岡家の? こめの一大事で、この際、除り出し惜しみをすると日J f 謂寸を惜しんで

尺を失ふ結果となるかも ?i ll れない。如かすも保守論者の面子の立つ限りに於て宜害なき程度

の安協を Ｑｾ さん ｬ こはと窃かに考へるに至つ＿こ。それで小委員合の席上試みに左の如き陳述

をして各委員方の一考を促しに。

9 卑 見 の 概 要

【ー】 封立するこつの事象

私はこの問題の取扱を岡 謹問題その 他精神｟ｉ ｾ Ｎの主義問題 ｅ 闘聯せしめることは絶封に避

けにいと思ふのであります。

向ほ私は少時純理主? 離れ、世間の情勢即ち蛍ir自fの情勢を恭礎として問題の解決を考へて

見? こいと思ふてゐる。現J!)( e  1;1:.( _ . ) メートル法が相首閣内に普及 して居り* 乎として抜〈

べからさ' る根を卸ろしにといふ事宜. こ の事貨と lE反会11こ( 二〉衆議院が再三度笠衡法の全

商的正案を議決し fこといふ、此の 二つの事買である。この針 注する :ー. つの事象を前にして

は、 メート J レ論者も g 'J' t論者ーも相互的に譲歩すべき理由がある様に忠はれる。

【二】 メートル法の絶対医域

言五、迄もなく度量術は統一する方が便利である。従ってその必要がある 。閣内的には勿

論、間際的tこも統一し? こい。統一するにはメートル法に統ーする外は Tよい。

【三】 メートル法の相会I匿域

? ごが、永年尺貰法を? 慣 fl i し? こ我現Mから見て、 メートル法の趨用には、その便利の程度

及必要の程度が自ら具る匝域が分立してゐるとｽｾ，［、。即ちＮ，

【四】 三fil の泣つに匝域 A 、 B 、 C

( A )  絶封的に統ーが便利なる匡域

( B )  絶封でなく比較的 lこ便利な範囲

が分立する。更らにこれ以外に

( C )  便利と必要から或る程度雌脱しに匪域

もあらうと思はれる。

【五】 A の (1屯 悶

この ( A) の範囲は 、即 ち最初大臣の諮問理r.il の説明中に見ゆる「メ ートル法を最も必要

とする 方面」であり 、叉同時に「最も容易に統一の貨を事げ得べき方面」である。市して

此の区域は

( イ) 陸海軍、鍛道、遁信省の管掌する事務の範囲

( ロ) 皐術方面就 ｲｬｾ 物理化摩方商

ぃ、〉 皆療、職入工業等

の如き共れである。

I V  3 0  



以 ー ト Ｎ例示の区域では準体ＧｪｻＡｦ ｦ 究 や Ｑ 除外交通の助 ｬ 係等よりして 、 度註ｻ民ｾｾ取 引 ｊ Ｎ ＮＮ ＮＮＺｬ くは 誰 ＱＱ 月 ｊ て

に 川 ゐると否とを問はすＩｾ貰法との競争は起らぬ。

従って) - ! _ 賞法を保存せ んとしても事宜保存し得な いのではなし叶〉と思ょ、。即 ち) - ! . 貰法は

向然泊 ｮｊ 上 がら消滅して 、 必然的にメート ノ ｌ 法に統 一 されてＱｪｾ又既に統 一 ・ さ れ てゐると

言ふてもよ いのである。この医域は|問題なしの医域である 。

【六】 B 、 C の附属医域

かくて問題は自然碕飴のE王域 tこのみ限られる 。此の刷. 嵐広域は、挺 らにG 及@ のごに分

れる。

【七】 ド 付 属医域の Ｊｉ ｈｾ ｉｪ Ｎ｟ＮＭ Ｘ と ｀

θ の 場 合

e、 メート ル法に統一する方利便で あり 、従って共の 必要が現存するに判 !泣ないが、情て

究施の問題となると抵抗があり 、摩燦もあり 、統一の1' r を恕げるに l時日を要する 、事情が

ある。

例へば( ア) 不動産闘係( イ〉農業制係( ウ ) 紡織業側係( エ) 外岡貿易の或る部分等の如きそ

れがである 。不動産関係の虫nきは特に その顕著なるものであ る。 fJ f ' しこの阪域に於ても

(し 、) 統一は割合に容易であ る領域

( ろ) ｾｦ ｬＧ ，品・因［ｬ ｗ で左迄容易でな い 領域の 別 があると 忠 ふ 。 次に・

@ の 場 合

ニ1、G とは述ひメ ート ル法はl:t HJJ -. {yl J外 1j. < 使利といふわりに参らぬ。従って必要も θ の

如 〈大なら す¥即ち便利と必要から或る隔維に 於て滋縦してゐる区域、 これは答申の設l何

者中にも見へる純粋の祭杷I日の1mき又は在米の 日本文化の中に附居して凶際性の乏しい趣

I!-Iミ1171、噌好d71の如きそれである。

【八】 行政方針のいろいろ

情て刷局8 eのごつの場合につきその 内零に釘する行政方主|含 険 討する と

θ の場合に 於て ( a) メート ル訟と J-!_貰法と の自 111競争に 一任しておいてよい医域( 官; ヨ主将

の考へにまかす) と ( b) 公主主上から 見て統一促進の必要が大であ るfこめ 一定の年以の後に

は北- 非をいはせすもメ ート ル法を強要する方がよい医域のごつに分れる。

( a) の 場 合 lま

( a) においては白山競争が行はれて自然メ ー トル法の領域が蹴張してういる場合がある べ

きも 、 その 卜 Ｎに少 しく法令 のブ ｊ を 加 ｬ へきへすれば 比 較 的 奴時 門 の Ｑｭ に統 一 の ｬｴｾ 犠ぐるこ

とが ｾｐ ， ? j ( るであ らうo 11住建般の容易 に優劣勝敗の決らぬ区域 11.1公1;手 1... の必要大ならさ' るも

のに到しでは或る年以内は自 111競争以態に放置し尺貰法の雄作を認めてお くの己むを得 F

るものがあら う。克もこの区域と鮒も政 I(f の決心如何でど うに でもなるのであ る。

( b) の 場 介
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(6) の場合に封しでは現に年以を延長してゐるもの〉 中、 その或 る事』廷は断然期限後メ

ー ト;L - 法に嬢らしむべ し 政 府 財政 の 都 合 ( 例へは土地事帳改正はE 費を要する ) その他

己むを得ぎる場合は年期を延長して或る期IHI 依然尺貫法を保存せしむるの外はない。

きて又前{に例べ? こ附属。の場合は メート ; L - 法統サ; 一概に便利とは言へす¥必要とも言

へないｔｦｮＺ域であるから 、 これ はその依放 任するのが本道で あ る Ｐ ・ ｴｦ ｌｾ 、 にメ ー ト ル 法当 ｬ Ｇｩー論

者 ｾｕｬｩｈ ｜ こ の区域にお いて強いて ｮ 賞法の遁朋を不可としないと考へる。

此の区域にヤいて は経前交迫力; 少いか叉はよし粧梢交通あるも取引詮明 lこ度量約!J を川ゐ

ることなきか又は少いのである から 赴は在来のＨ ｾＡ放 任しておいてよし、 。

【九】 パ貰法保作の区域

以 ｟ ＱＭ Ｍ Ｎ Ｘ の場合の 或る部分及 ｀ の場合全部 ｴ こまう ｪ し て 、 ｪ 〈 ［ 民ー法主 ｾ￭ｾｾ イ ｲ しＨ一時又はノ ｪ く久にＩ

器物じますしては検定を( ノk 久に ) 興へてやってよい ではな し、か。

私はこの意義 におーいて、 よし大小山狭の別があるにせよ、パ1' ! J : 法を全然我凶から消滅さ

すことは出ぅf( ないと伝子る のであり ます。 この黙におーいて絶望苛メ ー トル論者にまJ しては勢

ひ限定的 ｦｾｪＧ 則設を以てまう ｉ 立せさＧるを得ないのであります。

日0】 結 論

之を要するに私の意見は左の如き結論となるのであります口多少重復して読者には恐縮

ではありますが左 lこ述べる事にします。

(  1  )  我が闘ではメ ート ［ｌＭ法を必本とすべきも在来のＩｾ貫法を根本的に一掃してしまは

な くてもよい、 それは少し〈 潔癖に過ぎ枇併のJ' X' h! j' に高IJ はな い射がある( ほんの少 し

詐 り1: が )  

( 二) J ¥. 貰法を限定的に保存す ると共に) ( 貰ー法では、 どうも岡際的にも閣内的にも不利

不便である事がlリ11ヨなる場合に劃して は メー トル法は自らJ ¥. 武法に代る べき も共の新

陳代謝が遮 〈して公主主 トー打ち検ておき難 き場合は従米の如 く- ) t 年以内に凶家のブJ で

メート ル法に依らしむる事とし? こい。

( 三) 自徐の医域即ち

( 一〉 左迄便利ならす、従っ て必要 も左迄大な ら十

( 二) メー ト; t 法は絶割に使. 午 IJ なら き' る区域

赴等に ｦ ｴ して は共の値以・置或は年 ｾｋｾ 延ばしてＩｾ 貰法を認めればよい。

政府は後 り杭倒的に干渉しなくても よい と思ふ。

以 上 現似 ー を恭礎とし て考へる時はメ ート ル法 、 ｪ ぐ此法 の 耐者 は 共の ｾ 川 の 範ＱｦｩＭＱ に ｲｻｎ 狭大

小の別こ そあれー以て他 を全廃し去る事は 1+1米ないものである 。

Kt t 法如何 lこ不使と! J l Wも此れを線本的に我岡から駆逐し去る事[ 主事l 't l+' ，米ないと 言五、事

になる 。 そうすると ＱｾＴ - ! f は各その領土を布すべきものでパ賀法は仮令ノj 、領土と雌 もX 一城

の主? こるべき資絡をもっ。以上略言すれば区域をきめて fjj'} 1 J 己むを得十と言ょ、事になるの
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である。以 lてそ法令の刷係てイ"J うすればよいかとぶふと

ＨａＩ メート ［ ｴＮ法と ｊｾ Ｚ￧ ｴ 法を法 ｲ ｩＧ Ｚ Ｈこ並 べ では認めない ｣ 叫んやＩｾ貰法をけ志本とする事に

は絶封に反撃J である 。

言i 、ま で も な く ( ー〉メ ート ル法は十進法で !足利であること。( 二) 名M力引以、てゐて

見 え μ ぃ。Ｈ 三 〉払察 、 草川 ｪ ｾ ｪ 単なる辿絡があって ｦ Ｈｪ 午り払い。Ｈ四〉単位が長大よ ｢ 似

品111迄行事 i度ってゐる等の一般的. Ellir l! の外、我問の原告持はメ ート ル法に依ってゐる。従って

ｊｾＱＱｴ 訟もメートル法から制 ＹＱ ｈ されてゐる事 、 日本が段々間際的になること 、 列闘も迫 々

メー トル法に腕ー されつ〉ある事等を考ヘポる時は、 メート ;t . 法を基本とすべきは問題で

なし 、。

その.1て軍需工業動臼法トーの必要 もあり又我間貸業界接外も現に続続メ ー トル法に特診し

つ〉あり ＨＩｾｮ ・法にＺ逆提りしに ｦ�ｬ Ｉｬ ｈ｜ 下いＩ共の上我同の法令も線、てメ ー トル訟を以て公式

の Ｉｩｾ 本として ｩ ｬｊｩ ｊ 定されてゐる 。

( ー) 郵便法

( ご〉舶地J : HJ'(. (，:j 以IJ定 法

( 三 ) 閤有餓道建設規程

共他の法令は云よ、も更なれ

長〈も 皇斗:の御法令もメ ート ル法にお{火りになってゐる 。

皇常陵墓令の如きその著しき事例であります。

赴等の五 ｵ 山 により私は現［伏か ら ｾ ｉ ，Ｏｪ 断して ｦ ｬＧＱＴ Ｎｸ Ｎ の分出 ｊＧ を ｬ リ ｪＨ こしに Ｑ Ｎ ＧＮ Ｈ こ 、 そ の日Ｈ Ｚ 川 を巳な

を得す'J とし此の主義を法律を以て認めてもよいと忠ひます。

Ｉ，ｾ本は勿論 、 既に述 ｬ ｾ るが如〈メ ート ［ ｴＮ法に世〈事にして。

以 j ては純理解決; と政治解決の中1mを行〈ものであるか ら自然刷方からの JI: .難を交付る事ー

はご像期する所であります。

日 日 最 後 の 総 省

メJ分J活力 q;三くなっ fこから以後の線、令の ii 1i をして打切ります。

Ｎｦ ｊ ， はｾｾ後差文あってノ ｪ 、 委ｦＱ千＿にも特 Ｉｊ Ｏｪ 委｛ｬ千＿にもｾ山市勝であっ＿こが紋近主主に前掲の虫 ｊｬ き

答 I11
築が線、令の議に J てつに。

此の席上佐野平 ｉｊ 器博 ー ｬ ‘から特殊の場介にのみパｾ・訟を認￹Ｇる趣旨の修正動議 、 夜、からは

特別法を以てＩｾ打法を認むる修正動議を 川 し ＱＺ Ｐ i' WX'いづれも恥草正副若〈は主従の別 を

奈の rl .l( こi切らかにして世き? こし、趣旨か ら川? この であ る。

私は大凡/ じの棋なことを総令の川; で述べて比fこ。

「符 "1楽は極めて抽象的なものであることは凡・亥IJ FfI ι11委員の述べられに jffi9 で遺憾なが

ら私はこの設には全然共鳴するものであります。併し彩、は組合、特別委員令、ノj 、歪 li 令

等の経過からA 5 へて斯の虫nきは全く 己むを件ないれ11"/';: とA 5 へますのみなら十具論説ー生の
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IgJ に此の程度迄令の意見を纏められに委員長及委員諸; f ¥の御苦心 を深〈奔察するもので

あります。 夜、 は佐野沢 の「特殊ノ場合ニパ貰法 云 々」の修正意見に賛成を表 し142れを 一

つの動議として係がとを希ひ更に 日IJ に一つの修正案を 1-11して御賛成を得fこいと思います。

それは奈の中に I fIf: Jl J スルニ 改ム ルヲ」とあるを I fj ('l lJ スJ¥.-*，nJI J法 ヲ制定スルヲ pJ ト認

ムJ とす ること でありま す。

特別法を以ってと 言 ふ意I ! 府立現行度量作!i 法の本簡には燭れす334の勅令 lこ譲つ? こパ:資法

の公認を法律を以 てすると いふ意味です。現行度量約!J 法は只今|川本語! から綾々述べられ

に辺り立に多数の事者、資| 際家の甚大なる努力の結果ヤツト H'，?j( 卜.つ にものであって 、

多少でも共の法本に蹴る〉力引 ｉｾ 改 正は逃 〈 べきであれよし 、 やるに しても本法以外

の特別法でやるべきにと 担、ひます。 云 々」

線、合となっては提案 の時期既 に ｵ し此 の 動議も陀肝Ｉ｜ の 動議と Ｑ ｾ ， Ｑ じく少数で成立しなか

つTこ。

【12】 最善の解決ま期待する

委 ｌｍ＿ の結 ｊ ミは若手 山 鳴動して鼠 Ｔ 匹の ｊ 長があるが 、ｾｾ の意 ｬ 副する彪は法律を 以 て ｪ 亡 貰法

を有矧 ｸ は ＱＡ｜ｾ 矧に誌なるといふに在るのである ｯ これは 、 共のこれを認むる範囲の ｽＨＡ ｊ 、 ｍ｡ｬ

狭によって共の利害得失を検討すべきものであって 一概に 此の方針を頭から非難し去るべ

きで ないのは無論で ある。

主 長 ヵ［疋諜であ れ ばある丈け 、 ｾｈＱＱ ごり政 ｉＨｦ は自 ＱＱ Ｑ である 。

自 Ｑ ＱＱ のィｾＺる ｲ ｊｪ Ｈｲｾ ｦ 壬がある。

法 律、を議ヂ? に提11' ，する迄には十分に巧! 注されi改善の方策に 11' ，て貰 いにし、。

私はｾＳ｣ ｉＨｦ カ Ｚ 本Ｚ，ｦ＼ 駐日重を謬らす 、 結局此の ｼ問 題に苔彪せらる〉ことを期待するものであり

ます。

終り lこ訟 は|川本，4>: 令々 伝の絶へぎる努力に敬意を? 表すると共に日本皮:¥i tW!i 協ヂ? とし ては

共のi設立の本 旨 lこ従ひ、今後も{をます・J i J kT' す引三の11 : : しき主張の貰1放にきf め本11.¥] 題の僻決 i二

ザイ絡 の ｾｦｴｦ 美を粛らされん ことを ｊｲｶￎ るものであり ます 。Ｈ絡りＩ

ｃ ｴ［稿 ｉ ＮＺｊＺＮ ｉＺｉ本 皮兎 Ｑ 館協合の承諾を Ｑｾ ト て Ｑ 同 ｩ ｬ 誕 し ＱＺ も の でめる 〉
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式田博士を憶ふ

武 田 君 を 憶 ム

)  ，- li'6j 安

武同震と干' 1 ，とは明治廿七年F巨大の注築懇件に同

時に入獲し 7二時から前後足かげ阿十五年間 の交遊ー

を織りて来7こので追想すべき事lま倣りにも多いの

でめる。 今 それを? 特き絞るにはどの事柄公開雪に

すべきゃに就て !i 考含まとめる 暇 lまないが. 比 の

篇にはその r! ，尤 L 無耳!I 系であっ1: 豊島生時代のこと

を＿一 二 追憶 して見 ｴＺｾ 、 。

武阿君[立与 さ主の l時分から普通の人と趣営巣にし

1: 或る 性質を持 って舟つ1: 。それは一生を遁 じて

御 大 典 択 子 釜( 遺作〉

媛らなかっ7二ょうだ。その鑓つに財と いふのは冷 想像し ＱＺ らしく 、 忽ちＭ ， ｴ ｊ［ｪーの爆笑創を ｩ 寅ｮＭ ｾ しに。

紳なる il 捌lカヵ; 繰りに L 多量に凡ての行錯につき その後数刀の聞はその時の君の悲嶋談で話に花カ:

練って舟つにことである。その批卯l力 l主著書術家と 咲くをn; とし 1: 。そのむ l時我々クラユの祭生注目立

してはま ことに主主い待色 であって、 君が建築家と 王将が旅行する時に抗意系 lこも一等の波官官料亭に宿

してのー偉 材 でめつれことは全くその性質か ら Ｑ ＧＱ Ｑ • 泊又は飲食 するこ とは政次であっ1: 。その角めに

来七つ 1: のでめるカ; 、 H常の無耳11;i乱な遊戯的 の行 忠 lまね失態公演す' ること多〈 、今にその時の思: 1

1

1

ｾに までその性質 が 支 観すると そ こに ー 積の 矛盾 が洩ってrnるが、池 小の中で最も多くの珍談を? 浅

ヵＺ＼ＧＱ三十るので 、 却ってそれが ｴ 骨格化する右寄合力ｾ fI'. し1: のは君でめっ t: ことは本質でめる。鋭々建築

来るのである。接続{ 中間1の旋行 r!' 君はその然に敏 感科の筆生はその '; :f;R寺第一 "1'- の終りに H光へ約一

次滑稽な場面を?演じ れこ とを72亘想すると今夏なが ケ J l 倣の修星第校行 .. ._et'; ニイ1'- の終りに ) ) l 話f . 奈瓦に

ら爆笑を禁す' ることが出来向。設時ク ラ兄 仲 1M!!土 欠 張 りー ケJl 古来の修修旅行i " 命ぜられ 、相? 吉の絞

七人であっ1:T:'i l¥. に家庭的の交i燥を液げつ〉めつ 1 l i " 支給されれのであ るから 、 その迩中のはしゃ

れ際に震の超然1: '.>態 度はー商には同勢を支配す ぎカ{ 討目常のもので tらって、到る慮で無耳11是正な失

るが折 キ突拍子 L ない爆笑の樋子を蒔くことが め Ｑ 吹を 数多〈作つ れ ￭ｦｾＱ でめ る。

つに。大準 一 11ユ伊終 りて一 同夏期修皐絞行に/ 1 ' . 銭ト 京都と奈支ではその? l ¥'・ 時 H 本 建築の指導者で め

げに際千葉県果の大i必のさる波官官に徳治し 1: 。やが つ1: 伊東 忠犬博士が吾_ q ili 巾へ長老柊として参 IJ II

て就 籍のi侍に女 r! ，カ ;姥具の手紫を? 直さんとせし l階、 さ れ ＱＺ 。伊東氏 ｬ ままどその時｛土少 ｍ ｩＺ筆者で泉 ｭｬｾ［

突如! として君は 火珠で悲鳴を当事げ、一 同を衛力、し 丈一 同を煙 に経 くを常としれが、武問君Tごげは r! ，

1: 。そ れは恐 らくその女中が同袋合求め る L のと 々煙 に宅きかれな い といふの l士、君の待1 " : 1 ，でめる冷
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静な る 濁自の 批卵 ｪ カ を片時 ｌ 棄てな い から 、 無 ｾｉｓ ると去って咳 をせられると容慌が治、鑓して、五六

糸な; A' 11の如く先輩の説教に容易に感服せ守、む 分間苦 しまれまして、途に亡くなられ1: との事Tご

しろ冷評するまでの態度 さへ見へ1: のでゐる。し つ 1:，0.  

かしそれは冷評する態度に見へ る1:' げで決して感 京都宇骨太 の中西、 提 1; 雨博士に 診て項いれの で

情的に冷評するのでは な い 大 穏 に 共鳴しでも感 ゐ るが原凶 は卵l然としなかっ1:桜だつ にが、六 H

激的に引 入れられ ることがなt . . . ' e  ｾ、 ム に過ぎ なか に病理の教室で解剖してみれ結果、心臓より少 し

つ1: 。 一 寸 その時は冷許ーするので はな いが甚:1:' ｗ ， ＱＺ 戸 ｾｲ の大動脈が 切断 してゐ＿ こ さ うで 、 」の械な

げしからぬ奴fごと封談者に不快の感じを奥へ るこ 事は甚だ稀な事で、如何と L 乎の援し様がな い も

とも多かつれが. 費支吹き切言炎すれば震の冷符な る批 のだとの事であっ 1: 。二月八日 京都百 iii; i直に於て

ヂ1J :力の 閃き でめる ことが理解 されるのである。君 告別式を行ひ 同日夕刻火山火葬場に於て一片の白

( 主筆生 として は常 に沈静であつれが憂警捜でなく極 骨と化してしまはれれ。戒名は竹風院殿天来大建

めて明朗であ り恰か L 成業せる紳士のようであっ 居士とつげられ f二。 私達は係 りにも めっげな い々

に。筆生にはあり 勝 な茶園長ま分の倍めて少い・方で の死に? J ! } とばかりしか考へもれな い。

めつにかし玉突やその他の遊戯はも とより 勝 気 生 きておられ る聞は種々と云ひ皮い事 Libつに

事や運動 一切 は嫌で めっ 1: 。 が亡く なられてみ ると 尖のよかっ 1: 思ひ 11' . 1ごげが

亡 き 父 武 田 五

飯 島 猛 夫

公人とし ての尖 については他 に誇る人 L 多くあ

浅 され るのは 弘一入の場合fごりであ らうか。 主?ご

また ＺＧ ｾｾきてゐて欲 しかっ ＱＺ 。法隆寺の仕事に ｌ !; 

ても 打 ち込んでお られれ様Tごし 、 もっともっとさ

せてヒげにかつ仁事は深山ゐつ1: 。

大接をｾ Ｈ Ｎ字 ＢＱ 三 でｾいてから尖 ｬ 主 、 これ からは少し

る事と尽はれるので、ー私人としての亡き 交 に隙i Iねになるに もうから これ まで {士皮いと思ってゐ て

して少し 許 り脅かして演〈事にする o ｈｉ ｾ となかっ ｴＺ 仕事が出来ると云 って とても 喜んで

尖は昭和十三年二 月五日午後五時突如京都の自 ゐれが、矢 張 り相賞以 上に多陀の秘た・っ 1: 。京都

宅にて亡 くな られ1:
0

- )-J の末頃東京に IBて来て の趣味の令に は殆ん ど総て入合してゐ ?こ絞Tごし 、

家 lこも ヲ寄り 、子供達と 元気に遊んで〈れれ尖がま 用事で東京に ｈ ＧＮ て来られに ｬ 与は新らしいｾＮＴ託金Ａ吸

さかなぐな らう とは、犯は五 日の夕刻京都から 定 ふのだと云って芝居 とか映衝 などをつ とめて見て

報が来 るまでは夢 に L 知らなかっ 1: 。五 日の俊行 おられ＿オ ｾ｝ ｴ ごつ ＱＺ 。とにか〈年ｾとつ ＱＺ とか弱つ

で念連防宅して 知つれ事は次の主主り でめる。 二 月 1: とか云はれ 1: ｾ＠ . 見 られ?こ りする事が大 きもひ

- R に法隆寺 に行き合議 '1
1

気 分がJ尽くな つにと云 で何か縫っ1: 司王や珍らし いものがゐる t 直ぐ見に

って自動 車で跨って来られ1: が. E1l に燃もなく唯 行ってみな いと系が務 まな い性質Tごつ1: 。

胸が政iいと 云ム Tごげな のでそのま、自宅で静養し いつ L {Ii川、縫っ 1: L のをT持ってゐて我々に見せ

ておられれが、 白分でもと ても元気で少し泉分が て失れ1: り、展覧舎で凡て* 1こと去って、 めれを7

Ａｈ くなっ Ｗ こら 舎に も ｲｴｾ ょう Ｎ 波行 ｌ し ゃうと考へ 買って来て呉れと頼まれにりしにもの打。

てゐ られにらし L 、。五 日の午前に納戸の兄が見舜 尖の時代 は自由主義の時代 Tごつ1: ので我々 L 、

に行つに時もとで し元泉で、 自分も家のしのも ま はんとに自由に育てられ1: 。寧ろ放任過ぎると考

さか 命が亡くなる ものとはｾ に ｌ 思ってゐなか っ へ られる :fl Uごつに。しかし|民では いつも積々と 心

1: G しかつ1:。ぞれが その 円の午後五時頃療が「ド』 聞し て考へてゐ ι れれ械Tごつ 1:1) :、 商と 向つては
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何とも去はれなかっにので却って物足りない位た・ てられれこと h 思ふo スマ ート で前; 本に泉が; l ' IJL 、

つに。ごく気持のめっきりしに善頁な気の小さい Ｗ こ人 ｲｾＱ なら允 ｌ の事と忠ふが 、 無精で頓馬な忍の

ぞTごつに。 ぬ持7ごげは一寸おかしかっ 1:
0

嘗て武問先ノ牛. のお

尖は若い時か ら{依 り病
Al!.ft>し 1: 司王がなかっれの {字合してぬ持株で京都壌に行つ 1: 司f がゐる。入口

で自分の病気にも 他 人の病気にも依り同情がな か に近付〈と 一歩先にか. っておられれ先生が、切符

つに。自分が少し位気分が必くても係り養生もし を賀って来ゃうと いlまれて、 サツサツと走ってr A ¥、

なかっ仁被Tごし、 じっとしてゐる: q j : が嫌いな性質 口へ行かれて犯 の分迄買って下さつ t: 。頓悶1なぬ

Tごか らキ目管内慢を附使しれきもひがめつ 1: 。質際 持が失敗し 1: 一つの例でめ るが、武問先生はこん

より者〈見えるとか、 いつも元気Tごとか云lまれて な風に絡式張らない、親剣 Z子供に華守するやうな

ゐる間に年齢 Iま字{ まれないもので、大分弱ってお 滋情がめつ 1: 。

られれらしいが. 我キカ九、つも係り無理をしない 大白荒 川年から昭和 6 年記足掛げ 10年、夜、 l主筆校

械に身穏を大切にする 械に忠告しでも朱にもされ で氏問先生の室の隣りに席をIまってゐ t:。玄関若手

なかっ1: 様だっ7こ。そして途に悲しい時が来てし が自らつとまる位置でめっ ＱＺ 。靭の ｈｾ 勤は私の ｊｊ

まつに様に忠はれる o ;1'1，( ま今何と云ってよ L 、か解 が早かつ t: が退HH ，抵の} j t ;早かつ 1: 。先生は随

らな い泉持がする。 尖が亡くなってか ら種々と考 分遅〈 治何かやってお られ1 :

0
それに来客が貨に

へさせられる事が多くなっ

1: 。尖のほんとの泉持 多かっ ＱＺ 。武問先生が御出張中等ｻまｾｾの胞接で Ｑ 諮

我々がもっムもつ主努力 しなげればならな い事. まさ れにもので、主主に共の煩に耐へす' 松[ ま昔日室の

ｾｴ Ｑ 也前感交々 胸 に迫るも のがあ る。 扉に「武問先生へ御用の御j j ( ま受付へ御 IH l' ーされ

しかし尖の葬儀も皆秘のカに依 ｾｩ｢ の械に立滋 ＱＺ し」と守 ｴｈ 、 て貼 ｾｈ げておいに ｾｊ￯ がめる。恒久

に行{ まれ、多くの人身に惜しまれつ h 大健に於て 刊に ｾ｢ の紙金 貼り ｪ ， ｪ げて玄閥番をまねがれる ま ｉＭ￬ｬｦ

やり皮いだりの事はやって亡くなられれのだから であつれが、武問先生が鈍って来 られて「やめ失

我 k l ，宥難い事と思lまなげればならな L 、。この上 敬失砂」の一言と共に?;!c はむしり取られてしまつ

は我々三人兄弟協力して、 しっか りやり ・尖の名 て、計誕は笛餅に銘し 1: 思 11'，ｬ，みる。ｾｾ頃御旅客

合問、しめない械に努力するオtが亡きえとに主せする我 との御用談や. 象絞の事務を一人で C天沼先生の

キの義務と思ム。

海外{ 卸留守 rl'( ま建築多数室の教授は武問先生Tごげ

亡き 尖の生直iJ の知己. 友人、弟子のj J k に善寺し でめっ 1: ) やってお・ られ る 御 多 忙 の 聞 に い 闘 板

て この紙上をお借りして) l } : < 御蔵申し 1: げる吹第 についておられる先生を j露見燐げに L のでゐつ7こ

でめる。昭利十三年二 月二十二 円 武問先生は意匠方面に時の動きを汎= 税 ( ，てお ら

れれ と同様に織治j J 商lこも待に新らしい試みに現

武 田 先 生 の 思 出 解をも 1: tL1: 。 料Hの餓筋 コY クリート俊遠の初

期をｾＨ￬ｻｦ ｪ つに京都阿崎の商品陳列官官は明治 ＴＱ ｾ ｉ 三 着工

坂 静 雄

明治43
1
1三竣工で武問先生の設計 . 日比博士の構造

京大建築準教室の同僚のある宴席でゐつ1: 。仲 言討「でめる。( 右建物が明治375f 二に 11' ，' *1こやうに

l詩はなかなか人を凡る閉がめつ1: 。武問先生は何 セメント界誌報昭和 Ｙ 年 ＱＲ ｊｾ 盟主に武田博士 談とし

に凡立て C れにか今恩ひ: 1 ' ，せないが、天沼先ィヨミば てＯ ＱＧ， てゐるが Ｎ これ は武田先生が Ｓ Ｗ ｾＱ 王町と ｌ 、はれ

校長さん、故三浦先生l式首築家、夜、は秘官官とい れのを談つれものである ことを九後 日武問先生に

ふことた' つにが、お・ そらく 武問先 生のぬ持 に見立 伺って永知し 1:。夜、が着工及竣工をお‘ 容ねしれと
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ころ、轡棚か ら近代 建築碕識を? ぬかれて上漣の年 いつも製湖提出の期[浪合延期して F さ七、と御願ひ

代を教へて| ‘ さつ 1: ) 此の建築物 lま御大典記念の に似る役目に常って、訟 はオド・オド・して先生の i卸

京都美術 j 官が主主てられるに際して取り鍛1: れて、 部屋の扉士一ノックしにことを? 記憶する。

床構造の一昔1lが記念物と して京都常大工皐昔11建築 そのほi 多分元真駒煮などが言ひ: p. しにかと忠ふ

さ予教室の真庭におーかれてゐる。それは兎も角とし が、仲間1ではひそかに先生のことを 「絶望サj COf  

て明 治 ＴＰ ｾ Ｑ 三 ｴ ｬＧＨｑＡ￩ Ｑ こ 俄筋 コンクリ ー卜 の使用に卒先 ぶ ことに し1:。つより先生の御言葉は絶望サに 服従

され1: ことは 、直前日比防士と共に係閣にめって すべ きで、 これを後へることが1 - 1

1

，来な い といふや

アヌピ ー タ式 i脱却コ y クリ ート を塊解されれ先生 うな意味に基くので、 その一事によ って も剣る議

としては鴬然のことかも 知れな いが、 "M"I時の我が り、手L 共のはrli なる畏附ではなくて、敬服敬慕の

技術 から 見て、 よほど の決おif t ' 要せ られT二本 と思 念をそこに 作 ってゐ 1: のであっ t :。

ふ。先々が京都帝大の轡繕課長事務自? 取扱ってお 愈ＧＮＭＧ ＼ 身ｾ Ｂ も ｦＮＮｦｴＧ巣立つてぷは漏出へ行くことになつ

られに頃、仔Iか様進 七の新し い試みでもめれば、 7二が、 その. 与の先生は温情溢れるばかりで、松 の

豊島内の建物にやって凡て は どう かとの御意見を何 段設する 感科の 内の建築計設の時間駄を凡獄って

つ i: が、君主主主の怠慢で指定にこれといム L のを試み その時 間 の ， Ｍ Ｑ Ｇ の何時 間に ｏ ｾ 教へ 、 次の何時 間に

て見ることは 11' ，* なかっ t: 。然し先生が附興せら はA を教へ るといふやうな 、 こまかL 、財 よで御荷E

れ に大| 阪の江商ピん や. 京都日本赤十字社病院、 'Ji者 ドす つ1: 。それで後 になって始めて、教室 に於

京都電続本社等では蛍l侍の習↑ : f { からは精かげ離れ げる厳格秋穏を思はしめに所は、単に 先生ーの採ら

t: 構造の採用を許されれ事は、構造・方面公心掛げ れれ教授方法に過ぎなかっ ＱＺｾｦｾｾ 感すＧるに至っ

てゐる税として lま誠に感謝に楳へな い所でめる o 1こ0 " 1 ，う昭和の初年頃からの先生は 、豊島生 に潤 し

ｺ てし全く融証 ｅ 無凝 、 同満 その ｌ の ｦ ごつれと陪 ｉ ｾ 、 て

先 生 の 思 ひ 出 ゐるので、一寸昔のことを 羽して凡 仁のでめ る。

村田治良 ｉ ｾ
先生が洗練され1: 主主人でめっ t: こ し 宴 令 の 席

で ｬ ま量検で毒事妓の婆ｾぬ ＱＺ < る鮮がめつ 7ここ し

武回 先生と言へ? 工、 めの張り切っ1: 御 健康その ‘ ド手吻趣味の L のを喜ばれれ ことなど 、忠、ひ :Hは

ものから受げ ＱＺｾ 郎、印象のせ いに Ｇつれらうか 、何 程 きな L 、。 先枠. 作の 日本能色紙 を持っ てゐら れる

i侍 とはなしに殆んど死のI廷を忠ひ浮べることさへ 御方 は多かもう。所が給では布、に 一つ浅念な話が

ＺＭＱ Ｑ • 来ない永主主の生命の持ち主でゐらせられるやう あ る。な が結併し I: K寺のこと 、設楽貞三震を遁じ

に. 脳} i f で は扱ってゐ 1: ことを九突然の御 逝去 に て自作の帰り車 ｬ ｵ ｾ ￭ 卸 飢としてドさ る と い ふ ｪ ｬＧ ｐ 話 ｔ ご

よってし みじみ怪 えにのでめっ士。 つ t: が、私が満洲に居て御自にか、る機令の少な

悲しくし今は線、てが忠、ひ 1¥1 . といふ言葉で述べな かっ 7二然で L あらうか、 中身' J : ( 3J t . せ子、 とにかく

げればならなくなっ t: 。しか L我々の心の伊I! では 先生の大傑 作f t ' l鳩首して待つこと 十徐作、 それが

先生は今も向 li 老ひを知らぬ日産制 t: る御姿の俄で 途に永久にJ } ' " ( 紋 /11. 来なくなって 7 つにことでめる

活きてゐられるのでめるが。

抵 の豊島生 t:' つ t: 頃の先生! ま、米Tご可なり厳絡な 主主

威自主ｾ感ぜしめる ｪ ｬＧ ｐ カ ｦ ごつ ｴＺ 。これは多分必が筆

生 白 Ｇｾ な憶病な ｬ Ｇｊ ｲ ft' ｾ詰 ｮ 時多 分 に持 ってゐ ｴＺ Ｉ 折か らｾミ

J ¥. ! . &¥ 
顔 を

J 回

ド也、
t  

大 倉 三 郎

1:印象Tごつ1: かも知lれない。とに かく怖かつ1: 。 昔チアル z ・マツケ ー とL、J 、詩人は、羽I1人の伐
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るi窪の巨木がffll れる様を見て、大童書をあげて量走行T. に、先生の小事に無頓着な風特がr，mばれ 、ー府吾

し?こ とし、ふ ことである。見知らぬ人の不幸に主主つ 等にとって印象深< .  " 愛 の先んを脳内に寺1) みワ

ても恩 lます・微を正す 、 まして故武問先住の如き巨 げ t: b のでめる。

大な 、 その樹ｾに多くの ， 子弟主主 ｦ･ Ｎ 庇ひ育み Ｎ 宿 先生の抱容力の大きさ 、無頓着さと L 、へば μII戊

らせてゐ Ｗ 二大械が 、 Ｍｾ 現卒虫日として不錦の＿￡Ｍとな 有名であっ t: o
子弟の陪!で先生の噂話となると 、

られるとは、建築界の火損失なるは勿論、吾等子 突飛な逸話が綴HII し? こ力、これ当奈がすべて他人の

弟にとっては、惜し みてもめま りあるところ 、 ま 前で肉身 の婚し い失策金話し合ふ子供の無却系な

ことに言ふべき言葉全知 ι なし、。 心持ちでめ h 子弟にとって lままことに先生と い

故匁生は建築界の 巨木 に ふ さ わ し い 亦 巨 大 な ふより 、むしろ愛し慕ム貌で <y) b  • 肉身以ヒの感

る松協の持主であっ仁、六尺近 い般かな偉容と大 であつれ。

きな手の卒、相子を心 L ち斜めにして、肩舎や、 それfごから多少甘える 心持 ち L 手fl )J，って. 色 4

い からしっ、 、い つでし先きに Ｎ ｾｲＮ って後左右 に頓 の難題や身の振りカなどを持ち込んで. 先生にす

着なく大股に? y かれる先生の姿は、印象に深〈浅 がること L 一泡りではなかっ t: が、先生の引受げ

るとこ ろである。しかしその巨大なる風姿か色 、 好 L といふより子弟の願認を無線件に受入れる

じよ、るる らし い L のは殆んど 見つからない。大蔵 究容さから 、いつ如何なることにで1 ， N o とい」、

ijll の姿などめまりに先生出;fT . れしてゐる感がゐる。 ことはなかっ t: のでゐる。めよりに多くのトラプ

筆生時代には再三叱去されにことを使えてゐる んをかげにことに今夏子干 顔 乍 ふ 先 生 の 慈 愛、%

が、 どう L その時の顔が，思ひ :Hせな L 、、古い潟民 大には全< : [ 買の[ . - る忠ひでゐる。

のirr 商自臭つにま買が、や〉そうであっ t: かと思は これ等の温情は先生の人聞としての牛商である

れる位で、武田先生といへば、微笑の風姿fごげし ことは勿論で、ーカ先生の屈することなき精力、

か記憶に主主ってゐない秘に忠ム。 f1lj 範な知識、宇術的精1'1' さは . 専ら塗築の (j ::! ji の

微笑にも色々める。先生" ? 微笑lま物に頓着しな 上に火著書の線な活躍を示され 1: こ主は衆匁l のこと

い抱容と主主税の それであっ t: 。晩年 にはその微笑 でみる力、これは全〈生前先生の心身共の健夜か

が盆々どうに入つれ械である。一雨年来いつにな ら来てゐる主思ム。

く老境に入られにかと忠はれる械になってから 、 晩年にめ られでも先生の知識絡の!仔. 盛 さは若者

どことな〈口元に前の元気 さは消えでなくなつに を凌ぐものがめり . 同時に専門に闘しては多75命、

が. 回特しに先生の風絡には . ー暦その微笑に殺 専門外のあらゆる方面に百ーってい先必. の防接さ

しみと温情念感じ? こものである。 智恵袋の大さは、 会 < ｲｾｅ 然 ｴＺ るばかりであっ ｴＺ 。

先生の弟子の燕陶は、す べてその達制的微笑か' 先生の気減は思考よ り先づ進取であり、 百十鱗より

らHIJ て来る . 数埋か らにらみつげ るぶむつかしい 先づ賀行であっ仁、如 何Iなる 4ft宏、立Iパll J なる環境

教育者流ではない座して共に誇る式の導 ｾＷｪ で をも先生猫待の7j 式にお属取し 、消化して手早〈自

みつ t: 。教壇から皐んTごL のは、案外に伊H 浅つ 身の知識、技術、生活の量とせられ f: 先生の容b¥

てゐないで 、 座談に ｲ ｩｬＺ ｬｾ 、 ｴＺ 言葉の中に多〈の啓霊堂 の大さは全く締〈の外はな L 、。

され るところがめつれのは、 よ〈之を 示して ゐる 先生は卒常繁忙の ＱＺ めｉＡ￭ ｾｩ Ｇ ｦ 吏し乍 らも肉惚にはま

と同時に 、去{J ってそれが吾々に畏敬の念を深くき るで無駒心の械でめられれが、 それ t:' ((j に先年先

せれこと li . 先生の人特の然らしめにところに迷 主主の健康は人 L 知る綴の様であっ 7こ。そして膝行

ひな L、。 更にその先4=. の話が時に脱線するところ 好きで、夏は暑いとこ ろへ. 冬l主要事いところへ行
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くのだと言はれ、事質すt伎を利用しでは、 それを もrHすと云ふやうな事は 、比の現貨の苦闘を滋遊

賀行してを? られ1: 。その頃の波別 f 二る先生の仰を して殊更らに目良金外らさうとする最も 卑怯な態度

忠ひH' ，すと 、 まことに H音然れる b のが湧い て〈 る である。とは云ふ L の、 、阪に人聞としての務を'

しかし昨年来念に疲れが見えに様に思はれ、 ど ー遁りがし主主げに老人にまで、未来に生きよと云

ことなく老境に入られ? こかに感ぜ られてゐ 1: 昨年 ふのは附でみらう。しかし若くして倫現貨を泌漣

主主 に、にまれま法隆寺管長の不慮の主主j習が{ 事えも しゃうとする人々の何んと多い事力、。

れれ時、・先生は徐鴎之に心を動かされてゐられれ 武問先生のめの力強L 、肉憶は老人を 以って過す

様で、 その数日後、人は何時不幸に塗ふか解らな るには鍛りに若すぎ にかも知れな L、。しかし . 七

い、 常に健康には沌意せね ばならね、 とつ〈づく 十に君主んとする御歳は老人として考へ るのに不足

油懐せられ Ｗ このｾ思ひ起す。「佐伯管長はよく助 はなかっ Tこ筈 Tご。しかも筒、先生は決して過去を

つに、普主主人であれば到底助かもない主ころだが 誇られなかっ1: 。

やはり高慣には. 肉惚的訓練の外に . 物種の偉大 私主主は先生の生ひ立ちを知ってゐな L 、。先生の

なる精紳的力があるからだ. 人の健康には生甥ー的 懇生時代の逸話め い1: 1，の1， 1渇いてゐな L、。叉高

と同時に 、精紳力が必要TごJ と誇ってを ι れ7こ。 等工裂時代の事に就いても殆んど知識を持ち合は

そしてあの不慮の日の盟主日新I迄星雲撃にる微笑を

見せ てをられれのに 、今や幽明境を隔て〉 、再び

めの慈顔に接せられないとは、 まことに惜し みて

L めまりめるところ . 前f去を考へ合せて再び! 情然

ＱＺ らさＧるを仰な ｌ 、。 謎んで冥ｊｉｦ面ｾ祈り皮 い。

不
-
I::l の

( 昭 13. 2. 18)  

司11
ｾ＠

してゐないのでＧゐる。賀に ＱＰ 数年殆んど Ｒ Ｐ ｾｰ に近

く先生に 師事し、先生と誇 IJ ，先生をH. l l l の常りに

見てゐながら伶且つ之れだ。勿論イ也の人の口を遜

して多少の昔のお話しも承知ばしてゐる L の、 、

先生の口を遁して誇られれ先生御自身の思ひ :Hな

るものは、先づ一つも無いと云って好い Tごらう。

之れは; 蹄くべき事である。

吾キ若撃から先生の御心涜ｾ臆測するなんかは

元 良

みえに潜鐙至怪ではあるが、此の事貨を遁じ て之れ

勃 を見るとき 、先生には常に 、誠に突然の御逝去の

未来への希望に生き るの を背年の待徴とするな

らば、正に政問先生は永遠の青年でゐつに。

人間牧えて老境に入らす' とし所謂「好き普 J

ｾのみ喋々と諮る者の何んと多い事だらうか。過

去をけ哀しむ心、持ちは元より言jgれに fごつである。記

憶の美化は人問、通有の感情でしめらう。しかし 、

現官il のl士事と. ガツチ日取り組んで. その将来への

展開を葛み無しむ者にとって、過去は聾l に過去で

ある。明' f f との因果的関聯に於いての み意味金持

Ｑｬｾの時まで Ｎ 将来へ到 する希望に燃 えてゐられに

ものと断ぜきＧるをｾｾｦＮＧ ｆ ないのでめる。

鴛くべき向上心でめる。

吾キは先生によって専門的にも亦人格的にも歎

へ、きれない程多くの事を数へて戴い7二。しかし比

の過去を錯られなかっ? こと云ム不言の言JII へこそ .

最も大きな御敬訪1 ] ではなかっ? このた' らうかと思っ

てゐる。

今 、 吾々は比の一つの弧 ｌ 、、 大き ｾ " そうして

つてはゐるが、切り出;ft されに過去と云ふ L のは忠 常に稜持;IJ と脱却J して止まなかっ 1: 人絡を 、法に比

lぷの外に ある。 7、ヘ 展 開 せ られんとする未来こ の地上より永久に失ってしまつにのでゐる。比の

そ 、 ｾｾの人の 希遣でめ ｨ 叉生命であ る の打。 悲しむべ き事震に直面し て、夜、はー私人とし て、

［ 品会 の 思ひ ｬ Ｇｬｪ にの み優越金感じ 、 甘美な 慰安ｾ 又弟子の一人として 、 比の偉大な先生を ｾ ￦ ぶより
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遁して照られに。し も っ と 大 き い 立法か ら康 〈日本文化への損失

珍し い ｊ 市給がみ る と書物にぎ ｢ ぎりに討をｾＩｉ￩づとして| 富士の御念逝を悼み l交いのでゐる。

げて、詳しく細部を吟.1泳せられるのは先生の緋i数

ゐ る鮮であっ 1:';

( 13.2. 15)  

集令 の話の絶え 間や人を待合せ などの 聞に 、一

生先田武

つの建築の λ ケツチが立源に rl'. *.tってゐ 1: 。

づミ相:名支庁
X  

先生の知識の隔は この械にして府ま1 ) . この様×  

にして進んで行つれのでめらう。
武 岡先生lま大阪市の強託 として 、市 の卒業の い

だが、 これは単に 先生の肉惚的精力ばか りに依

るのではな い 常 に 時 代 と 共に 準み時代 と共 に歩

まうと する 、先生の不断の努力 の現 はれであっ 1:

ろ い ろな方面へ捌係して居られにから 、 磐校を ｾ ｈ ｟ ｉｉ

てから い 私 は技術 l二絶え す' 先生の潔陶の lごに ゐ

つ?二。

と忠、ム。
その 閥、先生に媛する毎に常に先生に見習はね

χ  

教室に於げる先生の講義が先つ' そうでゐつ f: 。

一貫しに講義の合間 キ々に 、 昨 ｾｉ 到着 しにばか

ばならな いと思ってゐ? こ こと は第一 に先生の策き

ない精力 であっ1: 。

満洲から飛行機で鈍られにと 思ふと 、 その翌 日

bの外図雑誌の スク ラップが新 時代 の匂 ひを? 織り

込んで行つ? 二。

には上京してゐ られる。東京からイ並行で銘 ι れて

「建築は凍れ る音禦で ゐ るか ら. よき述築はよき

音幾の理解の下 に生れる J e 、惚 のL 、L 、現穏を附

げて. 建築皐教室に蓄音器 i:' 倫へ附げるこ e i:' 申

I¥l l ると 、心よくこれを許されればかりでなく 、教

大阪や法隆寺の午前中の合合に疲れも見せないで

さへ返事をァ頂くばかりではない先生のj J から旋

ＺＱ Ｍ Ｑ • て来 られ る

何 んな手紙にも 折返し 、時に依ると旋行先から

授の害者先生カ ・らレコ ー F' の寄附 さへめつれのは 、

の給業百 ＿ などが来て 、 松 の ｽ￯ｉｊ Ｚ 却って手紙の借ｾ

全く 武田 先生が居られ にお，gf であると思令てゐ る

しにな ること さへゐつに。

ｻ白々 の短い絞行に疲れ 、 二 三遁の子祇の返 さ ｊｾ ｩＺＧ
セセッシヨン合初めて我閣に紹介せられ 1: のも

先生でめっ 1: 。否、 セセッシヨ ン以前Iの潟グトの新

さへ電荷主感じ f こり する 先生の若い後縫者主主 l主、

E12築は殆んど網、て先生に依って紹介せ られすこと言

先生の育ir に正に漸死すベしでゐつ 1: 。

僕等が車EE主し 1: IJ . 喰はす' 嫌ひであつ

れ1) . 又は卒業しれもn で居? 二り するい

×  

ろんな展覧令などに剥してい先生はT h "

に興味を 以て 、努めて凡てゐられ1: 桜で

ゐつ7二。僕等が近くに j苦ても凡縦し勝の

朝 日台，l古の催物J j.ど 、先生のカカ;自余計に

見てゐ られ 1: 。
L  
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×  

乗物の rf' では何か必す' 縫啓してゐられ

＿二。大抵 合員が封ｾ切るだげで府館行と

する型軽七合) ] 報のなどまで. 先生は目を



って1， ｾ、 ｌ 、 でゐらう。 新 大阪ホ テルの現場の箱容 で、時間で も字が容

ライ トやサリパ y の紹 介に附 して先生の挑[ まれ り る綴 l二、.魁r寝袋廷 の< h る成年管台 見せ て 卜す勺

1: 努 力 [ま絵りにも 人の知 る所でめ る。喉最近まで 7このも泊e Jf:. でめ っ1: 。

の合理主義的新建築運動 に測しでは 、先生は或裕 - )! !説明し f こめ とは 、較 し幾 しそ うに 一人で幾

度 の反聖せを 災 問 してゐ られれ炉、最後 の外遊か C 置を? い ぢく ってゐ られ る先・4ミの姿が今向除に あ る

鈍靭せ られてか らの先生lま. やはり現代の新主主築 変 の食料品のl苫頭 に くるく る と廻ってゐる 50腕

に針し ての よき 壬理解者 でみつ 1:。 位の鋲カの片 を飴棒 の様 に捻って . 雨薗f t ' #j ; 、や脊

外遊の少し 前、大阪市電 気 信] の 1;宥が地 ド繊 の に染め 1:;' 駆除げ 、 めれで畿日月者 ;'; Ｇｾ Ａｬ ￭ ，Ｊ［閲 ｦ 諸げに と

{与筒所 の型車に巾 木全 附 げて ないのを先 生 に指摘せ いム話か ら、 11 本 に於げるビ ロー ドの消 費客員lま1--

られれが、先生の錫朝 l直後、丁度設立十が完〕 しt: 駄 のはな絡が筆J良であ るといふ話 よで、先生の知

ので、岡商を携行 して先 ぬの指示 を仰いに所、 識 は凡 そこんな j j j可に まで艇 がって ゐ1:。

「今時こ んな所tこ巾木な んか意味 ない よ」 と言は ×  

れ1: と 1;宥の話でめ っ 1: 。 天革新bが初 めて賀市 されれ切{でめ る。 先生lま非

x  1{Cに これぞ推焚せ られ. 久 1" ｾ 、問 自 ら 進 ん で穿い

建築 以外の知識に就 い て い 僕 等 が 飛 ぴ切 り新 て居ら れ? 二か ら. 先生のお宅全訪問する筆生主主[ ま

しいJ ili ft' 仕入れて持参しでも 、先生は先 に それを 亥繍の天革靴の存存. に依って 、先牛.御夜宅 の有無

知ってゐ られ るのみか. 僕等の知識のーl二に] [ に多 を卯l新し 1: 1 ，のでめ る。

くを J!f<t加へら れ るのが常でめっ1: 。 武 問先生と天拳靴、 これは今 も伶僕等の記憶 の

但 、時 に感嘆久しくじに後から 、先生の知識の 中に消 えや らぬ一つの聯想でめる。

あー耳主力 ;知れてグ ア とな ること L 無いではなかっ 1: x  

が。 先生{ まi j ) ;、新し い建築材料の優劣 を? タl勉i し、 こ

嘗て 「ヂ イーゼル ・エ Y ヂ: / J  t ;船舶 に用ひ初 れを Il t に紹介するこ とが、注築家の一つの任務 で

めもれ' t : 1袋、生半 可な僕の言ひ 11'，し反に劃して、 ゐ る 主して知 られ t :。 それが先生の械な立 場 にめ

先生の専門 的に 詳し い 説明に接し て めしく ｌ 恐 ｾｦ ｾ る もの、建築界の進歩に 京市除す る所以 であ る とい

しt: こ とを今 で L 忘れな いでゐ る。 ふのが先生の持論であ っ1: 。

×  こ うしに意味か し 新材料が現ばれ ると進んで

先生が新し い俊明品や特許品などを進んで推焚 その工場: 全般察し、 その製治工程 まで研究せ られ

せ Cれれことは察ろ先生の趣味 に近かつに械であ 1: じ よい しのはどんど ん人にも紹介せら れ1: 。

る。 従 って先生全 名附殺 としてー111:に現はれに新材料

最近の待許Tごと L 、ム械なものを 、折 に鯖 れて ポ は決 して少 ない歎では ない。

ケ ッ トか ι 取り tH しては、一入滋顔を尉 されなが 全 然 アメリカ 製でゐつれテラコツ 9 営、我凶 の

ら用法など説明せ られ1:
0

1，のと する 銭に先生が如何に力 を致 されれかは .

ローロ 見テイプノレと かラ ピツド ・ルール等の名 普〈人の :Xf I る所でめ る。

格で今 1-1 でt H、〈らで L 貰ってゐ る、 ゐの銅銭製 ×  

の物尺が土 7ご燭逸 でしか 11' ，，* なかっ? こ頃、み んな 本年正 )j E1)l のア ーキ テクチ ユ ラル ・フォー ラム

の古if でス ル λ ルと延 して見せて、羨しが らせにの は 、 白 ら の編 事 ｬｾ に な る フランク ・ロ イ ド ・ Ｎ ライ ト

も先生でゐつ 1:。 の待 ｗ ￯ｊｊｬであ る が 、 そ の 胃 ￯ｩ ｪｾ と最後に Ｙ リー シ ｙ
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の工践 に於て、 ヲイ トを中心、とし て和 泉総4 1こる って米られに常初の先生の仰でめ る。高工も吉間

弟子主主の府提 を掲げ、 そのへダイング にーー に剣 なさ れ1: ばかりの i時でめるし、先生もまた' 若

r9 リー シンの、朝 な夕な に行はれ る意味深き光 かつ1 : に主主ひな いが ( J t 時の生徒の吾々は無論先

;;(J - 4: '!t' 若いなど、{ ま毛頭磁じなかっにばか りか、 Jt

といムキ設な意味が古かれてゐ る。 ほi新鈎羽者 と云へばその畏敬談鮮の j支7二るや到底

叡 山 を 法 ｾ する めの押し 潰 し ＱＺ 様な 製 樹室の闘 今 1I の比ではなかっ t: のでめる 〉了皮ア ールヌ ー

仮全国んで. 4B の鈎司王を T 定規 と同時 に動力、し ポーがセセツシ s Y へ と移り代つにi侍で. 先生の

ながら 、燐〈 聞に美し い繰裂を J首き康げて行つに 講義 と' If 習指導では線の妙味と云ム L のが犯 の絡

先生の手許' !t' . みんな費者嘆のH民営 以て眺 めてゐ 1: ｦ Ｇ ｈ に深〈刻み込まれに率五＿忠ひ ＱＱ Ｇ ，すが 、 そのカ ｓｾ｜

それは京都 の述築製教室で. 先生全 rl' 心 として い総合忠は す政な 恰形 で、外 凶{j : 立ての燃のつま

「朝な夕な に行はれ る意味多 き光長」でめっ t: 。 つ ＱＺ グホ・ンの 細 い黒っぽ い 洋服に ｪ ｾ ょ、 ｙ Ｗ 卜 中 ｉｾ '!t' 

今先生阪に な い !止に主義 り所を失つ 1: 感じは決 "' 1斤れでなく 111をつよんで尖らしにのを被って 、

して 僕一人のものではないでめらう。 紙 袋l'H ?卿へて楓爽 としに足どりでや，) か考へ司王で

もして居 る様 に一人で校庭を コツコツ と大股にま長

恩 、 師 の イ弟

、、、

、ー

線 い て れ れ九 そ の 待 殊 の 形 州 問 lこす長くなの r;C

憶に 泌みこんで居て、今 fごに忘れられな いのでゐ

霜 鳥 之 彦 る。

恩 師武問 先生 御 伝 Ｑ Ｑ ｴ の時の ｾ ｊ ￮ ， ＧＡｴＧ 憶 ふ と 、 先冬の 比なと しての最古 と最近の二つの異つ t: 先生の

姿が色キの形 ちで今右、の記憶 の Z クリー ンの 1-，に l孔貌容姿を思ひ較べ ると. 一つは極 めて尖鋭的な

浮 び上って来る 。 感じで、一つはま t: 隠めて 阿みとったさのめ る叫 か

最近 しか L 御逝去の 1: つ f こ四 H前 に一一凶 11両ir なものでめ るが. 比雨7} '!t' 繋い で考へて 見 る し

と言へば病床に 川11吟 され る御容子を? と普主主 なら考
ｊｾ ｬｲ ｬ ｬ に まれ短めで自然にリズミ カ ノ ι な 一 つの力的 ｩ

へら れ相 な所 でめ るが. いつに鎚らぬ若h しげ元 い 線の形成を考へて 見る事 がＺｬ ｈ Ａ ぐ る 。 細 〈鋭い和 Ｚｪ ｾ

ｓ 乱 ｈ モ接 な 健 ｾ ＧＡｴＧ 悠 然 と 首 都 、 好 みの 和 服に包んで先 からだんにん に閲みを 1mへ、太さを併 して カー7

伎は干L主主門 1"生の或さ、やかな夕食の 令にtHて * '!t'作 るその線 の行き方一一 これがdf . 了度先生の l上

られ ｴＺ 。そのまれ二十 日 ばかり 前 にも或ｾＭｴｦでキＱＮ ， ｾ ｊ ￮ Ｎ＠ *，活、 それに f*ふ時代帽 を L 表現 して知 るか

は先生 と座 金共に しf 二。 その時も 利 IJB . に袴会つり の様であ るし. 同時に 筆生の tj.( よく聴かされかJoJi

て居ら れ にが晩年の先生は和服が よ 〈似合って };!r 言1'1ぃ、 線 全描 きつ〉ゐつ t: と思ひ併 され るのでめ

仁、 その寛いで時々冗談を交へては傍 のちのを? 笑 る。

せな が ら談笑して居られに温容は私 の除の真に ー その線 が然し太くなつにま、でま 乙とに突如! と

苦手配京然左 犠 きつげられて居 る先生の最近の笛{ 象で

め る。

夫 れから 遡 って 'fj，、は色 4 な場合の先生の容姿' ! t '

思ひ浮べ るのでめ るが、ー若手古い もので‘ しか L

非常にヂIJ然 と松 の印 象に 強〈 洩って居 るのは、れ

しか明治 の36 1，ドでゐつ7二と思ふが. 先生が最初 の

留筆 I:' 終 えて. 幸L の母校京都高工に 君主授 として f，u

して、定、にポツ ンと消 えてしまっ1 : 今 の感じでめ

る。若 し立場合替へて広が先生であつれな( ， .  

「宏 、此線 '!t' コン ナに念、に切 らないで い 、、ぢゃ

ないか、 もっ と延長して見給へ」

と去っ? こに主主ひな い、地 1・ーの先生が之れ を勝、かれ

れら 、果 して{"l と云ばれ るTごら うかo

( 昭 13. 2. 19)  
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で、先生をよく知 ; : ; 人は必す，や忠ひ鴬 る:-:J j : tごらう

武 田 博 士 を 追 想 す とJ忍ん 稀 L すればズポラ勝 に陥 り易い吾川こは

何 時 L 教えられれ。大正三凶年頃でゐつ? 二か と忠

松 本 儀 八

ふが. 約二ヶ年の 日子 {e ｬｾ して先生 と 共事 ｅ で住宅

ありし 日のぬ悶博士に就て逗憶をもの する 奴に 建築に附する者¥Lt{ e公 に しれ事がめ る。 其笛 l侍校

との本でめ る。 先生が建築家 とし て筆者とし て敏 正や打合せを 11; コむから一皮t'l 1. 向りば次回には必す，

育家とし ての公的方面の事に就ては依 りに L 周到l 先持のカから IH向い てくると いふ風で、誠に義竣

の事でめｾ ， )l.. 何れ他のカキから筆にさる〉こと 堅 い凡帳薗な所が繊溢してゐ 1: 事が今に 恩H'. され

L 思ふので、夜、 は先生の私的方面に就ての一端金 る。叉人のw缶IJ {e ょく 見る 人で、一度積まれると

這憶 して見皮 L、。 断る本をよくせないと云つれ性絡の持主でみつ t:

一月六日 朝 ょにきに京都からと云ふ 電話で先生 晩年で L 共;絡めにキ目蛍枯しい闘にi ! ! i ひ、叉夫れで

が昨夕念逝され t: といふ知らせをほI ｾ、 れ な ｬ 立 、 今 頭も使って居られ 1: 。又先生と 一緒にI' J ! : 々校行を

反の如〈に驚い f こ。 それ とい ふのも 共ー遡間程前 しにが，11左官官に務十J. ，: り料亭などで夕食を共にし

には犯は先生と先生の転宿でめる東京赤坂の絞鈴 ? こ折々 、召使、女中主主力; 寄って 1: かつて色紙や扇

に同宿して27 [1 の! ぬの 111時には東京軍事まで先 生の 面を厚釜し〈運んでく ると ，1: とへ深従 に及んで

元気な姿 {e凡途つ fこので、夫れが最後のかj れでめ いI D: な imとても見せす・乞 lまる、ま〉に主主に入つ

つにか と思ふと何として L 呆是正ない様な糸がする に得意の南E益金 L のしてやる と云ふ按舵でゐつ1:

広が先生を 知つれのは . 今を去る 30絵年前の等、 又先生は援すれば接する 程材、のめ る人情味細 や

省略私は筆生 として教えを受げに事に始ま るo f. H  かな人で. 晩年は待に一徹な所言1'1有勝な筆者、肌 の

TIミ今 H まで永い年月何〈れとな〈指導 {e受り 1: 。 殺から抜げ ｴｉｾ し ＱＺ 線 、 女 ｉ 川 ｰｊ なる ｊｊ 商に ｌ 如何なる

) l . . 殊の外脱怨 に b 願って舟つれが. 先生は稀に凡 階級の人主主 に し肌降 りの瓦い三百六行的 な阿熟さ

る凡1陵商で短め て情I誼に) ! ? い人Tごと常に敬意 {e扮 {e ilJ i へて居 ι t町、。つまり 間口 の肢 L 、 奥行の深

ってA 1:。先 生は又人 と一端約束し ?二事は必十之 い感じを 一入深くし 1: 。そして包容力山かで入金

金賀行するとい ふ主義で絡始され1: 。そは嘗り 前 信じて人に任せ得るa ' f f i 量める人でめっ 1:
0

・先生の

の司王とは云ひ線、なかなか賀行m!>l主にく いむづか FHi rl 第三期の老後の住居7こる〈京都市上錦町現在

しい事で める。が何事によ ら守人と 約束 する 折 に の家〉を 晩年総 へる に際 し殺計から施工 に ｾ る訟

は、手製で不細工な袋釘になるめの分厚いノート げて自分に一任さ 11，竣工 まで殆んど無干渉の健

に必子轡き留るのを慣例とし、何日寺誰の前でも無 でめっ1: 。本職の建築家で然か も自分の邸宅を人

遠慮に コマ メに約束事演を iie されて . オサオ サ' f f 任せにするなどこうし f 二事はなかなか出来ない事

行を怠らぬ様心懸 げて居られ? 二。夫れから 手紙の でめる。先生と旋行合共にしてl I 9 J I か風鎚りの感が

やり取り にし ても返事の必要なる L のは無論の こ する のは、何時 L 軽便な安全鋭を持つを常として

と、絡$1] 返事を 要せな い事で し I ! 1J l ' f に返事を lB 居られ1: 。夫れ ! H11風の部屋で絡に就く時内昔日か

すとい ふ立高;J で、先生の言主主を 以てすれば書面は ら之を使って部窪を? 絶針にi ! f f i 航して経限を完全に

U 談の反りでゐる 、相手が話鱗げれば事の如Mに すると L、J 、認なので、建築家として面白い惚験を

拘らす，返寄金 する ミJi:が強儀でめ る、μ 践 する l時に して居らる' . > ｾのかなと思つ Ｑ :l ]f.I!; ゐる 。先生は

!1返事を 要 し、手紙であれば返事力旬 、らな い と云 ー頂[多趣味な人で、総 と云へば南E筆、油絵共に素

ム道理lまない筈Tごと。之し一寸挺似の出来な い事 人の域を脱し 、最近 IIf i. 々に は自笛自 刀自 版の木版
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印刷l に も興味を使えて相常熱心であっ1: 0
向演劇 滋くうげ容れられ 、 それぞれ存在の意義を認めら

と云
111"' トーキ ー と云 11す，こうし 1: f : ，んな )] 商iこ れる。先生の究仁大度に感激せね L のはなく 、殊

L理解があり 、夫々一家言ーを有して居られれ事も に自分等の虫nきJ伐柄の少いものは 、 どれた' り 宵生ft

忠 ｾ ｐｬ さ る。以 上は在 りし ｈ の 武同博士 を 側面的に かつにか知れません。

ＧￆｬＮ 的方商から思ひ浮べ ｔｌｩ 阜ｾ、の一端に過 ｬ ぎなし、。 先生の居られ るところ はし 、つ L 春風潔ひ 、被tM

見角 先生は稀 に見る精力家でもあっ? こo ｾＴ 先 f 二る'rl : r新の:wi i . に満ち てゐまし 1: 。大懇御退官後 L

J t : . が病兵まと 云ふ事はあまり耳 に しれ事はなかっ? こ まことに 紫しくのどかな中 iこも、絶えす，新鮮なをま

のに、突然にも春求Tご浅き二月五 日と云ふ日公 一 展を混究されてゐ f 二のは. 我キ の常に感心 し手本

刻とし天言与を務さす・溢然として幽明境を異にする ともしてゐ Tーところ 、 その古車霊祭の憾威とし、法

を想へば斡1: 人生の事陵情f t ' 禁じ難い切 なるものが 隆寺をはじめ . 大いに我が園資建築の保存事業に

める。 在 りしH を似 んで之を這慕し諮んで冥耐を 貢献せられ 、- j ] には新し い建築界の高峰を仰が

)1'折る次第であ る。 れ、切 かに華やかに 、新鮮溢る 、名建築の 数々 を

創作されれことは1止の知るところでゐ. ! J ます。

武 田 五
先 生 法 隆 寺 佐 伯 定 問 主 の 授 げ ら れ 1: 御法名「竹風

藤 原 義

二月一 日念 に御気分が感 t て法隆寺よりお跨り

になっ7こと院H、て. 少し是正がかり にな ってゐにと

ころ、段 -'<J 芝くなられf こと承って ー先づ安心して

ゐまし 1:。 それが忽然として亡 られれので すか ら

驚〈 に L悲しむにも未Tご本営の気がし主せん。

草書なら早〈恨めてほしい。めの告別 式の こと L

本誌の逗憶のことも . 皆夢でめれ、明記 であれと H

夜念じて居ります。先生の骨患を仁、へ思ひ起す と

いふ に1. . . あまりに生々し すぎ て云ふべき言葉 L

IHません。

先生の徳を語れば、 10年先生を知 る人は10年か

、り . 20年先生を知 る人は20年を要するでせう。

先生の御日常す べてが徳でめ' > . 比類なき偉業で

ゐりまし 1: 。

先生の 御生活はまこと に1笠宮多彩でありまして

空行〈雲 い 路 傍 の 草 し 先 生には研究の封象と

な し 興味を寄せられ . それが建築 となり 、袋内，(Ii

となっ 1: f . f 例は数知れません。森続的象は先生の

院殿天米大主住居士」はよく先生をあらはされれも

のと 思ひ ます 。

近年殊にi却多↑古f t ' jJ日へ もれ7こ中 に し 自 然 に 廃

して愈 ＭＧ＼ ｾ間建 、 その情淡な 御 性格 Ｎ 天衣無縫の 御

心境はこれこそ況のf書道 三 i泳境かと存じ 、天地力;

澄って L 先生の 御長存を疑J 、L のはなかっ t: ので

あります。昨年来. 私のことに附して一方ならぬ

御心苦手をわづらはせ申し t: ことがあり 、先生の御

定、逝は私 t しでも感慨無量のしのがゐります。

〔昭和 13{p2j nOl:l )  

武 田 先 生 を 憶 ム

|前j EU 孝 男

先生の滋E買がまだ自の高Mに見 えま す。寒い i時に

は、いつも 「まあ 比っちへ来f こまへ 」と御居間の大

きな短継に招ぜられて . 興味深いお話を承 つ1: も

ので す。

先生は家庭で い f こえす伊j かして居もれて 、ぼ

んやり考へ込んどり . 静かに休んで府 C れるとこ

前に は皆 慌の姿をあらはし . 皆それぞれの償値待 ろを? 見 f こことがありませ八 。 スケッチし 1: '> 、工r

色を認め られまし 1: 。これは恐らく先生の最 L 偉 紙{ f ｾ Ａ ｾ し、 ＱＺ '> . 切 り抜を作つ7こり、認をしながら

大なところでめつれでせう。 |止のす べてのものを でも難 しそ うに手を動かして活 られ. まるで疲れ
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と云ム L のを知られなかっ仁被です。

いつまでも批年の御泉持でしれが、肉健のカも

不老で、頭 髪 L 三四年前までは泉今としてゐまし

れし 、叉お目艮も健やかで少しも哀へ子、逝去の前

十! 迄細/ J .， 、字で1 ，& 艮鋭なしで讃まれまし 1: 。よ〈

を? 持ち込んだら 、主主j虐 な じ 離 れ 給 へ と 云 っ て や

るJ と笑 lまれれことがめりますが、幸 に16純はみ

な回瀦にやって居ますから . 今のとこ ろその 心聞

もめりません。藤居、藤 原、吉岡の害者主主力; 夫々 務

着いて最後に棚橋君が昨秋結

電車の中で昔日厚い文義春秋など讃んで居 られまし 傍近の溺身者の| 世話い、 らなくなり 、ホツ卜 され

れが、? こえ十新しい知識を求めて居られ? こことは にこと、思ひます。私は先生により織を得又ヨH

鰐くばかりで 、展覧舎や陳列舎は大抵逃さす' 見に 得ましにので、老舗の腹自主主? 分げて L らつ1: 別 家

行かれるし、映笛も芝居もなかなか詳しいよく でめると心作. 毎年 12)1 13 日には事始めの統僚をナ

見に行かれまし 1: 。勿論. 見惨など菩こんで行か 持って行〈習慣でしれが. 昨年は事の外喜ばれ 、

れるし . 集合に1 ，* 抵は都合して出席されまし? 二 「古い習慣 Tごカ; ，、、気持のもの t:'J と漏 らされに

そして先生の居られるところ . 必す，春風財務とし ので . 16組の人身に L これを遁知しゃうと応、っT

てi ; l ! : い笑繋が起って舟まし 1: 。 居にところです。

Ｚｩｂ 低カカ［ｾ患い一度合つに人はその姓と共に名 先生の温Ｑｭがな Ｇｬｾ 艮古 ￭ｊ にきち燃して逝かれに伐に

を' 必す・使えて居られまし 1: 。従って各カ面に知人 1 ，} 思へません。 ( 13年 2 月 15日〉

の多いことはま書く程で、訟にでも誠心誠意華社談さ

れまし 7こから 、合つれ人はみな感服し 7こ様で す。 武

大きＧっぱな所がめって 、 大鎮のｾ緋首に鰻井ば

かり三年間 L 績げられ、小f更に注意されて始めて

田先生

吉 田 信 武

「そうでゐつ にか」と鑓へられ1: 逸話がめります 武問先 生のお宅へは時々お伺ひし 1: 。それもタ

そうかと忠ふ と. 泉に喰ばねば さっさと 引上げ 食時の直前突然繰込むので始末が恐い。めとで考

る椴泉 L ありまし 1: 。まだラヂオが珍しかっ1: 頃 へて見ると元金品目の外言葉がな L 、。それにも拘乙す'

= 也の屋 lこに欽主主室がめって、放主主者はガラ λ 張 先生は微笑ぞ以て例の「ャ ー失敬キ々 J c歓迎し

の釜に入って放送し. 一般の人はこれを珍しそう でj - " さつ t: 。我キの行儀の惑いことは先生よく御

に見7二時代がめります。先生は俺は凡世物にはな 存じで、先生のが! に正しく座らうとすると「君 、

ら ｾｊ と云って 、 放遺伝断はりさっさと鈎られれの 禦にし給へ」 ・と云つで，. - さる。あとで奥様から licl

で、政途局員が大まごつきしれことがありましれ い? この でめるが、卒素先生は殆ど正座されてゐ 1:

今 (l 物故されれ大阪市長の附さんが、 その 日のタ のでゐる。我# が向くならないやうにと故意に先

j i これを知って手を拍って菩ばれれと云ふことを 生も足 {t: ｷＺ ｬ し て ｩ 卸ｾｉＩド さつにのでめ る ｯ ＺｸＮＮ先生

き、まし 1: 。 は近年喫煙をきれないのに 、我々が参上すると早

偉大な先生はこの外いろいろの優れれ断面金持 速煙草をす h めて 1: さつ7このである。

って居られましに。事が松的方面に 買って恐縮で 先生は決して他人に物事を扱ひられな L 、。にむ

すが. 先生の門弟を慈しまれることは我子の刻I <  拘ら子、我々 の事をよ〈 思ふてドさる。先主主j トさ

で、就職の商f i ' IJ からま主には嫁を凡つり IHす心配ま な単行本を先生の御枚関全得て :H版し仁のでゐつ

でして い f 汁‘ きまし 7こ。先生の御手数含煩はし ?こ れが、御多忙 rl ' i こも拘ら 宇一字一字討を湿 して l'

者 l主主住築事科 {t: W，tこ者Tごげ で16組1， ib ります。 され、赤イ Y ク金以て入念に御訂正卜' さつ t: 。先

先生はいつか姿ナ談に 「夫紡岐略でもして別れ話 生は常に公務御多繁でゐ h 知人門ド生 L 歎I決 り
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ないのでめるが、絶え十一人一人の事をよ〈考へ 能率でめっ7二。 酪ごころのなき懇生の中には先生

てゐて 「さってゐて 、将来の方針其の他部事に就 δ 教へ を聞かない人 L ゐつ 1: 。給は一つの遊践的

いて番号切に御指導下さつ 1: 。否今向下さってゐ る 存粍で tちるとして。この時先生はいつも言はれTこ

と信す' るのでめる。 給にしろ 、 スタイんにしろ . それは立滋なる建築

永 遠 の

の型怪奇? 創作する 7二めの一つの手段にすぎな L 、。

青 年 立滋な る詮築の型鐙は建築材料の進歩や、移り嬰

る時代の要求に超倍して在在するものでゐる。も

束 *111  謙 三 し新知識を以て優秀なる作品が出来得るならば嬉

武回 先生にお自にか、る時|こ L 、つも 松は 先生の しきことでめるとて瀦然とされてゐ f二o 教をきか

歳のとられないことを不思Ｇｩ ｾＱ こ思つ ＱＺ 。殺しも凌 ぎる人をにくます・. 弟子には L、つも叉諮れでも白

} 替を迎ムれば糸分には勝A'ii. i:' 見 せ て い 肉 惚 的 な 紙を以て指導する目市こそ写敬息苦Eの師でゐる o 否

老境はありめりとわかるものであるが、先生には 先 生御自身もなや んでゐられれの打、先生の{ 1Lの

中目鑓らす' 設測れる 元気で弟子の中には老眼鏡を か 上にはし、つも日比さんの餓筋コンク リート懇の香

げ? こり 、 胃弱で苦しんでゐ る人も め るにも拘 ら宇 物がのってゐれのでめ る。

それを尻目に かげで微細なる図面をみ1: ｾ 、 人一 過去を誇らす' 現在を以て総てを? 律すると云ム こ

倍健吸援りを? 後揮し? こ りしてゐ Cれにのでめる。 とも齢老び れる人に は出来ないことでd ; る。建築

笠 に| 苅穏の みならんや。先生は筆者とし てその砧 も科率の一分野でゐ るな らば、建築家 LZll'、過去を

築計爵の態度におL 、て、叉専問惑の研究の態度に 詩らね科撃の精帥をく まなげ ればな らね。武問先

おL 、て、又弟子に避する指導の態度 におい て、ぃ 生は不思議に青年の様に過去を語られな い方でめ

っ L 幾らぬ若々 しさを L ってゐられに こと は松の つ 1: 。先生の泣作含み るときに その時代に出来1:

思慕の念や まさＧ る鮎で め る 。ゐの総で誰かめの ￭ｾ￭Ｍ 新材料を 大胞に 、然 L 勇敢に使用されてゐる。そ

年らしさを L つ正L喋家がゐらうか。 の七殺をつげつＧ に刻 Ａ ｾＧ，しに使用されてゐる。

若き時代の先生は言者先輩より峨に聞くのみでみ 新京短の街頭にめ るスズ ラン燈や 同志社講堂 に

るが、私は 大A の末期 に製品ミとして御教授をうげ める葡萄型シ ャンヂ リャ等 合みるとき 、ゐの童心、

引き つ v き盟主 fド親 し〈 御指導にみづカ‘ つれもので め る作品が濯月号を迎へ1: 所言問老教授の作とは誰れ

ゐるが、こ のl時代の先生には言十笛態度に大きなな が思ばれるた' らう11 .。

やみ、而も背年らし きなゃみがあっ1: 綴に恩 lまれ 近代建築の始組と去はれる オツ卜 ・ワグ ネルセ

る。今 日からみれば既に歴史に麗す るが、大j f . の オーク λ ト・ルックスカ: 批評して永主主の背年と蒋

末と云へば新都遊撃の勃興時代で、乙 とに餓筋コ し1:。ワグ宇んの作品集金み ると勃然とおこる戦

ンク リート総迭の安達は百十笛意匠をいつお d 耳炎 闘意識がめりゐりと凡られるし 、叉' t r 際ウインに

におくわげにはゆか fj.. かつ1: 。若き皐主主の中には 於てその作品会闘のめ7こりに見ると材料の使ひ方

殺 の心子知らす，的娠1撃をする 人 L めつ1: 。元来武 に非常な 主主キ しさを? 感十る。すでに日 ;本流に去っ

問先生は水彩踏の非常に達者なブJ でゐ h 又; < "  t: 還暦を? とくに迎えれ人の作品とはどうしても思

イルの御造詣の極めて深いj j でめっ1: 。筆生の主主 lまれな い L のが ゐる。武問先生 こそ全〈このワグ

匠言十簡の指導はすべてこのスタイんを? 以てせられ ネルに匹敵さるべき永遠の背年でめる。思慕の念

1: 。ことにゴシックやロマネスクのデテ ーんに 至 やまさ' る ものがめる。

つては闘紙の端にか〉れる λ ケツチすらも1 t 霊な
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- 時 報・

ｉ ｾｪ＠ 空展

陸信

5 喜4
舎 閲 催

一般園民に謝し、燈火管制. 消防、防毒. 救i設等に闘する貨物、模型、標本、解説園、潟浜、統 計

表等を展示レ 、 キ寺 に主主際に則し f 二るl妨空ヒの智識の軍事後{ 1: >闘 1) ，共の除! 心{ 1 : > 晶めしむるを目的と する

防空展覧合 は、中部防衛司令部、大阪府. 大阪市、日 本赤十字社大|反対日の共 同主催、 不阪朝日新開

位、大阪毎日 新開祉の後援を 以て、自昭和 13年 3 )J 1 日至 同 6 1:1 の 6 1:1問、 大阪市大丸百貨j苫に於て

開催せ られ1:
0

ｊｾ の内容は之金大別して 、 防空ｾ裏 目、 燈火管 制、消 防 、 防毒 、 救議 、 質物住宅扶裂 、

共の他 ( 防空 と都市計Et- - 防空と建築. 防空と工抵D とし1: のでめ るが、何れも圭催者訟に後援者領1]

よりの出品にか、る L のである。主主に A ω 』技場面心弱! i ' L { 1 : > 十ぬけー防空の参考に資し皮い。

明 日 の 都 .m 試 案

之は衛生、交主室、経済ヒは勿論防空七の考慮を扮はれに都市建築へのー提案でめる。都市中心部の

構造物は錦、て之を耐震耐火構造となし 、 建築物は之を高層化して多分の空地 を主主す。交沼 、池倍、!!iiJ

カ諸機闘は可及的之を地ドに埋設 し、地ド室と共に空襲ドの安全{ 1 : > 期す。同Iって布手 は住宅地帯、左

手は工務地帯でめるが.. ;!t の闘を運河、級地等{ 1: >以て j控i鶴iせんとするものでめる。

一街 路{1: >例 に採 り、 卒時、警戒管制 時、空襲管古1]1専に於げる 、 屋内屋外各種燈火の管制万法を模型
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燈 火 管 1#1] の 方 法

にてゐらはせる L のでめ る。 各種管制状汎を順苦手に展開し 、係員に上って詳細之を説明せしめにもの

でめ る。

貨 物 大 住 宅 模 型

老 人 l 人 三七人夫締子供 2 入計 う名の家庭 に於 げる 空襲時の人的視備並に物的施設をめらはし 1: もの

でゐ る。 防護室の目張法、電燈の l怒i依法、遮光幕、防毒蚊 l様、砂 、7人 税子、防空箱 . I坊主書箱、共の

他消火、Eま親等 に封 する 注意事項¥t > 具惚的に展示せる ものでめ る。
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ヵ・ス空襲の惨害状況模型

主在来斯獄布 に依る ・ 惨状 ｾ示せ るも ので 、 完全

に防護設備資材を盤備し 、周到なる人的訓練を

賀施せる場合 と無防備無訓練の場合と lま比較展

示せる L のである。模型で はめ るが防毒菌、防

諜衣の者裟状 ｴ 兄等ｾ 1，正確に 示し 1: のでめ る。

一般に高層建築の防議室を考へ る場合は 、新

に建築 さる建物に謝すると L 、ムよりむしろ既設

の b のを如 何にすべ きゃと云ふことが重要なこ

とになって来る。本案い さ〉か比の要求 に答へ

る意味の試案でゐ るQ

言十設の係件として大骨量左辺の.l! rl き仮定を前提

とし 1: 。即 ち

1. 建物は銭骨鍛筋 コン クリ ート 迭にし て、各

慾には防火用銭製シオ・: ; ) 7 ーが設佑l してゐ

ること。

2. 空気調節の装置及自家督官Z袋置を有するこ

と。

3. 便所は凡て水洗式に して防護室用にも 利用

しf砕るこ と。

4 収容する人員はピル内 の人々 に限定すること。

以上の知ｾ 好僚イ牛の基で、大阪市の或 るピ ノレを物色して、 それにおして具想的計盤台進め 1: 。

建築面積

2. 064. 9卒 方 米

延 面 積

18. 422 .9卒 方 米

構 造

餓骨銭筋 コン ク

リー ト造

階 敷

地上 8 階、地 ド

2 階. 計 10階

防議室の位置

地下 l 階

収容人員

950人
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之は大館 30人を収容す るものとして

設計しにもの概要次の主JJ し。

l 、構 造、餓筋コンク リート 造、耐

服役備を? なす。

2，面積、約24. 3卒方米

内 認

イ、出入口 、 l 卒カ米

c ， rlir 室、約 3卒万米

ノ、 、用水及器具類室 1. 5卒方米

=. ， J j 士容室、約 18卒ブJ 米

ホ、使所及非常口 、0. 8 卒カ米

ＱＮ出入口及関口苦ｾ

公 衆 用 猫 立 防 諮 室 試 案

.‘ ・・ 、- ・ a  

ー マ 町 . _.，#‘ ・，

同 卒 商 圏

関九 ・ 焼夷 Ｕ 盟 ・ 宝石 均 ｲｾ 恩 r  .・一 Ｎ Ｚ ｾ，＠ ｾ Ｍーー一 ーー

等に耐ゆるべき餓彼製

防護室) j j i を設げ、防翠

i ! f f i 蔽袋涯をなす。

l. 非常口、鍛籾; 子を使用

する

l 収容室、家具額のf也に

衣額、戸棚、療品箱L 各種器具用品等を備ふ。

l〉i・

本 協 曾 指 導 支 那 防 毒 室 模 型 出 品

大阪朝日新聞社主催 「支那事愛聖域| 事覧合 」は陸軍省、海軍舎の後援によって来る 4月 l 日開答 5 月

30 日迄兵庫際阪念西宮球務に於て開催される。本令は今回南京地方に於げ る支那軍部にて現行の軍事

委員合防空慮製の各各遜量産所( 防毒室〉図形を入手してゐつ? こから之を提供指導の下 に 株 式合社竹中

工務底にて貨物大模型を施工出陳することになっ 1: 。

中 支 方 面 防 空 施 設 硯 察 員 汲 遣

今間各省の中支カ面腕察閣に本舎も 1) 日はることとなり上海南京方面に向げ左記三名を滋遣し 1: 。

理 事 中 海 誠 一 郎 氏 也 事 清 水 祭ニ民 合 員 新 名 積 夫 氏

大骨量の日程左の通り 3月22 日午後91時30分迄に大阪畷( 西日〉集合

同 10時07分大阪壌市をま( 槌〕

同23 日午後3時06分長崎着

問25 日午後 11待上海着

同24 日午前 11 1時長崎出帆

4月7日頃大阪騨着設定
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会評論することに械はるのでめる。 目・... J と斯様

な意味の序文 9 頁に「讃害法日 記 J r論 議J rプ

ツクレピユ ーJ r嘗評J r録音命」の五つに分げて

民がこれまでに 「日 本皐重革新聞 J r唯物論研究J

英 他 の新聞雑誌 に載 せられれ Ｇ｜Ｇ ｾｴ 物 に闘 し Ｗ こ 随 筆を

集められにものであ る。評論されれ容は、社舎科

麺 ロ茎 吉 弘自然科樹首係のものが多い。讃んで面白かっ

Iこのは 「殺守家と誠容 J r論文集を讃むべ き事J

C1] 讃書法 戸坂i問者 4.6版 253頁 昭和 ¥3 ｲ 如何に ミ ｾｴ を讃むべきか ｊ r論文 の 新 し い 容 き

年 ¥J l 版 三笠啓房 1. 5図。 著者戸坂民は、昭 方 J r制器禁 について」等でゐる。筆者遁讃して 11'

利 4 年 に岩波曾1苫の綴哲接叢替の一編として「科 ら可成 りl時日がにつれので少し印象がう すれれ。

撃力法論J を路女作として替かれ、はなぱなしく C2) 史 的 研 究 日 本 の 特 性 栗 問 元 次 著 菊

出軍ま さ れれカでめる。 ［ｉｾ［ｾＮ 時この会伝説 んでその清 剣 428頁 昭和 ¥2年日月 版。賢女館 3. 5回 建 築号平

新なる記述と精確なる論理に感服しれ一人でめる 論の限界にも日本的といふ事が多〈論ぜられ るが

力、 その後民 lま唯物論的方面に多大の興味を持? 二 讃んでみて、 その 日本的といふのが如何なる内 容

れれらし〈 、A の後の著作はYL'1こ ことがな かっ 1・ を持つのか、はっ きり受取れぬやうなのが多 L 、。

本容「認訟法」は その題自の放に 、活殺するの機 それは史的研究の行き波 らぬ銭でめる。本'[.11;の者

を得' 1:0 ｲ 認 可 ｾｴ 法」とい ふと書籍締記 授 の案内 ｾ ｩ ｴＺ の 11厳島女王里科大筆の日本氏の教授で、今まで多〈

ゃうでめるが. 本格は著者 の序文にもめるやうに の遜皮 ｾ ｉｉＧ ，版 されてゐ るが 、 本 ｾｴ はその遁史の慨

「ブックレビュー」 論であ り、叉著者の これ まで 論のや うな L のでめ る。第一編ぞ民族の待性 とし

やられれ「プツタ レビュ ーJ 集なのでめ るo て園史と閣民性、 向然性、質際性( 非形主主性) 'lir

著者が本容をまとめられ7このは 、 その序文にも 践的( 非論理性〉血族性、連綿性、全惚性、親和

めるやうに「・ ・・・ ・プツク レビ ューは之止で我闘な 性、)1国際性、交容性、 同化性 について具骨量的の史

どではめまり重要綱されてゐなかっ' 1 : 。評論雑誌 的 IJ]: 貨を遜じて論じられ、第二編は 闘家の待質と

lま去ふまで L ない豊島術雑誌に於てさへ谷米のど して 、 国民性と図家 、 図程 、 政治 、 ｭＺｾ雪組織につ

こかに雑去最風に載せ られてゐるに過ぎなかっ' 1 : 。

それもごく 似然に取り卜け' られ7二L のが多〈て 、

プツタレビュ ーといふことの、評論としての償値

を高〈評似 してゐるとはどうも考へられないので

いて述べてゐられる。第一編に相営す るも のは芳

賀矢一博士の「図民性十論 J ib' l こりから論ぜられ

てゐ る L のでめ るが、第二編のカは倫理哲準方面

に於で諭せ' られてきにが. 史的司王' f l にもとづi ，、 て

ゐる。 これはどう考へでも問主主つれことどと忠ふ の記述は制合にとぼしかっ' 1 : 。 この鮎本容の待徴

現に外閣の差是術雑誌では 率術雑誌でなくても が存する。第三編は附録のやうなもので 、 日本精

ーーブックレピユ ーをもう少し重大級し、写敬し 市中の鰍現と題して「最も古〈して最も新しき日

なげればならぬ0 ・J r ー 要するにプツクレ 本J r翠徳ったー子と日本精制IJ r楠公精市IIJ r盟大

ピユ ーなるものは出版物としての本会紹介批評す 閤と日 ;本紛糾 J r五箇僚 の御替交のな義 J r御大

るわげでめるが、 !li H涯はその本が出版されること ｾの由来と共の意義」の五文が集められてゐる。

の文化上の芯盗、 その本 に含まれてゐる 思想や、 我 k が諌んで面白 いのは寧ろ この第 三編で、大阪

凡解や研究成果の文化上の意義 とし、 J 、やうなこと に胸係深い釘太閤を甚だ痛快にほめてゐ るor ..". 
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惣太閤の我が図民に最も愛好されに所以は、 その ツクー・より貿易、農 業、工 業、商 業、物 償、金

天馬空念行〈が如ｾ活動や 、 驚心骸目すべき事功 融、保間賞、海窪、教育、卒均告生命、 災害、附録に

の偉大き b 一原因には相 違な いが、変に根本的な l補洲図の産業、北 支の資源等の記述が ihる。各項

ものとしては、彼が最も偉大なる日本精榊の具現 につき最新の統計を示し、 この統計は積荷のグラ

者で ih IJ ，聖堂揮者であっ t : 1: めと自分は確信する フによってその増減が一目 にでわかるやうに示さ

Ｎ Ｎ ｾ皇太閣は 一言も 日本精紳を説いては居ないが れてゐる口記惑は極めて卒易で、一般人の知識と

三百官長年前に立源にこれを位現して居 7このでめ して これだげ のことを頭 に入れて置げば、 日常生

る。換言すれば彼は最も偉大な る! rt の日本人でめ 活には何等の不足を感せ' しめな い程度であ る。我

つ1: 。彼を写び、彼自? 愛せざるものは日本国民全 々建築家によ って関係深 き 項 目 も 歎 多 い 材 料の

愛せき' るもので、貨の円本人ではないと云つでも 需要供給について、一般経務事情について教へら

過言でな L、。 日本精紳とは我園民間有の性情の精 れる所が多 L 、。雑誌を諌むかは りに 讃まれにら火

粋に外ならぬ。我園民の性情の最も根本的なもの いに有盆と信す' る。

(1 自然な素直な 心でめ って、 このにめ形式に泊ま ( 4) 感 周 弾 陸 軍 の 参 考 書 普通の構法力差益

子賞際的でゐ九現論に捉はれや賀行的でゐる 。 とラ ー メンの虫 ｮｾ 不静定構造の解法の勉強の中間

Ｍ形式に潟 ますＧＱＭＮＮ際的でゐつれこと秀吉の虫 ｮｾ に狼性祭 Theory  of E lastciy 或 は 服 用 関 性 撃

は古来稀に見る月Ij. でめっ 1: 0 .... ..J 私も日本人の Appli ed  Erast山 ty { e 諌むことが、 ラー メン撃をよ

待性をその論理思想の方面よりとらへゃうとして く理解するに必要の ことでめる 。 以前は邦文のも

H キ; 入の論理思想の最 L 後淫 し て 表 は れ に 利J t . のな〈勉塁手に困苦lt . でめっ f こが、近来腕滞，しにもの

( 日本欺事〉より得ゃうとして、以前からしらべ 著作の L の等出て勉強に使刺になっ? 二。

てゐるが、 なかなかよと まら ω。 11本人の株t ! : { e ① 材料強弱及灘性豊島 南日貧民事ま 495頁。

美の方面 よりと らへてゐる金原省吾氏 の業肢等建 昭和 8 年。養EE堂。ヂ11文強性墜では最も早い替と

築家は今よりー暦注目するの{ 削在め ら う。 忠ム。著者はf山室高工機減科教授。記漣卒易数値

( 3)  日 本 国 勢 圃 禽 矢j!lf-、 白 崎 雨 氏 者 菊 例経 b:@長L、。

ヂ1J Ｔ ＶＸ 頁昭 和 Ｑ Ｓ ｾＱＧ 2 月版 図 勢 枇 夜 行 1. 5阿 ② ! $ 用強性拳 野 口街ー若 46倍版 339.1良

本容は昭和 Ｒ 年版 、 Ｔ ｾｆ 版 、 Ｖ Ｏ，ド版 、 Ｘ 年 版 、 ＱＰ ｾ ド 山海堂出版部 4. 5側、 本害 (1 ①より穂度高〈敗

版 . と出され昭和 13年版は 6版に相等する 。 球築 値例短もな L 、。高等盟主筆の設備知識が可 J;X， り! 必要

家の力々は全昔日本替の必要伝痛感されてゐると恩 である。著者 l立東京情大教授。

ふし 、 叉御備へにな っ 1: こと、思ふが、 まどのお ＰＩ 弾唾拳 Ｈ卜ＡＭＩ清 水 ［ＱＱｾ 腔着 、 菊州 、 Ｑ て ＳＴＸ

がめれば是非ー液をす、め 1: ，、。由 少k建築家( ま常 兵 1. 349- 726段、 卜昭 和 ｬｬ ｾ ド， 1‘ 昭和 12{干版、

計出家でゐる 。し b ゐ b その常識に系統め ι しめ 、常' 工業問 ｬ ｾ Ａｽ 株式千円社 。 卜.3. 7閲1- "4. 5問、 著者は脳井

識の: ; ; ti度合平均せし む るに本 iJ . t : に及ぶものはない 高工教授。鰻度は②と同じ位。設日月は@ より詳し

その道の人なれば主として統計を主主めに年鑑風の い。

① 調性穂の力感 テイモンエンコ原着、井ものによって、 その た慨を得られるでみらうカ; 、

我々には多くの説明のめる本容の方が使剰でめる l夜、井崎、森三氏認. 昭和 10年に建築工撃海外 名

訟は昭和 2 年版からの讃者で大いにこの替によっ 著築にて深されししの。程度は①に相常 する が、テ

て啓授され仁ものでめ る。内容は太平官民族の中心 イモシエン コ氏のものは賞用的で姥解が容易でめ

世界の図々 、領土の府減、人口の増減、経 i費 プ ロ る。この外 7 ・レ旦コツ トの服用磁性塁手が土木工塁手

5 5 1 v  



海外名 者集 に露 されてゐ る。税はテ イモシエンコ な欺 事教育も間違って ゐ る」といふ高木 博士 の言

民のもの〉方 がわ か りやす く感や る@ も共に Iit 理 fご。 然 し我 # 技術者 のj j には技術者向

① Ap; : >I i e:l El asci t y T i mosenko  and きの歎 事長の必 要はしみじみ感 ぜ しめら れる 。次に

L essell s 本書は 1925年のもので程度は① に相詮 す 建築家 にと って参考にな りさ うな路 用数墜の舎に

る位でゐ るが、甚だ理解しや すい L の で め る。 つい て記さう 。

Malkin 民によ って F est ig hitsleha e と題して濁深さ ① エ業鍛拳 脳珂 武1詮著菊版501頁 昭 和9年

れてゐ る。私 も童文 年前自分の勉強の7二め本舎を牟 版、 山海 道出版部 3.8四本 fJ.. t の著者必 図| 率土は土

分以上認しに こと がゐる。①はこれとは別の新若 木の教授で、鍛 筋 コY クリ ー 卜の筆者 でゐ るから

の揮でめ るが、理解は①の方容易でめ る。テイモ 我 4 建築家にとって L 大いに参考にな る。内容は

シエンコ民の Strength 01 Mater ials  Part 1. Part  11. 数値計算 よ り代敗、一次、二次等の曲線三角 函盟主

は①の講義銭様の ものでゐるが、比皮機械工型軽海 微成分 止 でｾ用 的 を失はすＧ に 記注 が ゐ る。

外 名者集に敵;毒 され るこ とになっ? 二。 ① 資t菱重立署員 柴垣和三雄若 菊 j涙 636頁 昭

① An  i ntroducl ion to  the  Theor y  of  利 9 年j仮 丸 善 5. 5問、著者 は 日大教授、高等鍛

El ast i ci t y Southwell 本舎は 193611三版、う09頁の大 祭初歩 と賞用車文筆を綜合的 に記述されれもの。①

加でゐ るが、純歎拳的でない従際問題に華社する よりは内容が多いが、幾分僻1古風の舎であ る。

1:(例 L めるので理解は割合に容易でめる。 ① 最 小 ニ 黍i去の周ひ方 久 野 重 一 郎 著 四 六

⑦ T h e  Anal ys i s  of  Engi neer i ng St ruct  f，会版 280 頁 昭 和 I I年} 夜、議賢堂 3. 9悶最小二乗

ur es  Pi ppard and Baker. 19365t三版。本訟は純湿性準 法は質検公式の算出等 には必要。最小二乗法の舎

の舎でないが、不静定精進、殊に玄骨堂1']- 組の解法 を!欽多〈めるが、本舎はわかりや すい-ctt でめ る。

にはよ き替の Pi ppard の S lrain E nergy  Methods  of  ① 新賓周鍛事 内閲i行軒、菊 版 213頁 昭和

S lress は 1928年版でゐ るが、⑦よりも卒易で又' C ( 1161三j百五三省堂 1. 8閃 ①よ り程度低く理解容易。

用性大な る 守 。 Ｉｾ￭ 也郁 ｩ 潔 ￎ ｾｴ ではペリ ー 初等質 用 数祭 、 ザンヂ ｹ

① Mat hemat i c al  Theor y  of  El ast i ci t y.  ' f _ 主用解析接、悶計算の舎では、 小倉氏の悶計算及

L ove  本容は現性撃の古典で、上記の何れの舎も ぴ図表、谷村民の図表接、浦 口氏J事箇式及び用法

この. g への入門である。私も十年程前、祭校! c :1' 1  計算法、' l Z 験準には波多野氏J ! I . ! ¥用笠験準懐瓶、浅

ると す ぐ買って勉強しゃうと思つ1: が、 このむつ 川氏賞目立工芸妻、竹内氏測定と図表、松弁氏者、:て

かしい本金讃ま 守、雑舎、僑L殺で年を経 fこのであ 業 化芸名数値計算法等がめる。工業盟主筆の少し古 い

るo Lのでは梶島民工業敏感叉待色のめ る ものでは z

( 5 )  鈴 録 校正刷に係自力 ;MJ ，*1: ので、 9 イy メツ ツの工業歎型軽等があ る。

ｉＡｦＡＮｬ用 盟 主祭の程度の低いｾＡｽ 二 三に針する感想、を ｦｬｴｪ し 不H 菊 版 150廷の工業教育高等製文芸裂と い a 小さ

て徐白をうづめ る。右派 . [1 本に於げる 敏感教育 い{L' {f 、荘来の，j. t よ り可成 り製つに材料。こでまと

は純理論であって、 その論理性の純粋のみを' 写ぴ めて、本 年 4 月に 東京から :ll )i!Rし 1: 。

主主々 工皐{ f 皐』、 L のにとって、 その1f 用性[ 士短め

で乏し いも のでめっ1: 。近 l侍二三の航海、創作等

の賞用車文祭 が表はれに ことは喜ばし い。 r i犯人台

数筆者にする やうな数準教育は fi¥l 泣ーって る」 とい

つに英人ペ リー の言と「前人を技術者に す るや う

I V  5 6  
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新 建 築 樹 1

外 観

曾 議 室

“ 港 匡 役 所 " 設 計 ・ 大 阪 市経理事問書繕謀 ・施工・ 鴻 池 組 1  I V  



感 接 室

極 書 室

位 置 滋 阪 市 岡 元 町4丁目 13 ノ2

建築荷積 1193.07卒 j j 米

延商もｾ 31，69. 7:)4平方米

構 造 俄 筋 コ ン ク リ ー ト 3 階 建

塔屋及地 l、主主H

I V  2  “ 港 匡 役 所 " 設 計 ・ 大 阪 市経理部管繕課 ・施工 ・鴻 池 組



外 観

背面及ガレーヂ

位 置天 王寺 ｾ ｉＧ＿ｾＪ 上町 ＲＲ 苦手 地

}' ! t 築面積本官官、車l軍、汽錨室、薬 品庫共

970. 9<¥34"方米

延 商 積 1. 9 n.  073卒方米

構 造 鍛 筋 コンクリー卜 造

“ 大 阪 市 立 防 疫 事 務 所 け 設 計 ・ 大 阪 市 経 理 部 管 繕 課 ・ 施 工 ・ 浅 沼 組 3  I V  



/ /  
4 /グ

野 皇 賞 繍 外 観

位 置 西 淀 ill T高野里町

建 築 面 総 125. 5卒 万 米

延主主築面積 341 .8卒カ米

構 造 鍛 筋 コンク リート 造 3 階途 塔 屋 付

施 工 者 大 室義 一

泉 尾 託 児 所

位 最 大正 ｾｾｾｪ 長尾詰主主 ＱＱＴ 丁目 Ｓ 若手地

E主築荷積 ＱＷ ｾＮＮ＠ 59卒 方 米

構 造 木 造 卒主主建 屋 根 S 武主主

外部縦初日 ペンキヌ リ及一部モ

)t.. .;r )t . . 蟻キ吉年シ仕上ゲ

音量 言十 大阪市経理昔日替終課

施 工 合 資 令 祉 字 和 島 組

泉 尾 託 児 所 外 観 保 育 室

I V 4  “ 大阪市立野里質舗" “ 泉尾託児所" 設計・大阪市経理部営繕謀



Archi tectural  Review， F eb. ， 1938 より

， 

一 一一一ー一 ー も

プール及圃形遊戯喝を望む

配 置 圃

( イギリス) Foreshore海水浴場の娯築設備
建築 家 D.  Pl eydel l  - Ba uv町 ie 5  I V  



五

l 階 平 面 圃

I V 6  (イギリス) 映 書 館
建 築家 W ; s. Hat t r eIl 

劇場粂用の映詰壌でめるにめ 、大

遁具昔日産. 男女コ ー ラλ 部屋、b正

; さ粂音紫練習室等がめり 、) ( 客用

のパ ーが 2 ヶ月Ir l . . める。オ ータイ

トリウムの音響設計は Hope  

Bagenal 兵 の手になっ t: l ..の。

( Archit ectural  Review， 

]l n. ， 1938 より〉

2 階 平 面 圃



外 観

.  

、差、 t. ¥.A. 山 例、0..... :1>1.

ＭｾＮＭ 、 Ｎ 一 月 ｆ ー 』 一 一 Ｍ､

LLl l l‘どLl

( ドイツ ) 自 動 車 庫

断 面 圏

路面より下にあるガ レー ジは珍らしい例でめ

る。ペルン市のカジノ炭壊に 11¥来7こもので河

は治水されて洪水の来る恐れが無くなっにの

Tごらう。河岸の凸所金利用し、- ilii i:' 河 岸に

さ らして居る。従って 3 方はコンクリ ート の

燈で l 方の怒のみか ら自然採光して居る。

( Moder ne Bauf ormen， Fec. ， 1938 より 〉

建築家 Wal t er v on Gunt en 7  I V 



外 観

一階は商底、上階は事務所

地階に は映衛館がめる。外

塁走は ポー トヲ; / F'石 の プ ロ

ック張。

( Archi tectural  Review.  

1938より 〉

2 階 平 面

1 階 卒 面

1也 階 平 面

I V  8  ( イギリス〉 レセスター街の事務所建築
建築家 Wi nper i a， Si mpaon 及 Gut hr i e



.( イギリス〉 海岸のアパートメント

建 築 家 Ddlgli !sh 及 Pul l en 餓骨煉主主溢

床空洞プ ロック建 14階建のアパート で

敷地の側| 系七、建物は非常 に細長い。

l 階は底舗 . 2 3 階東端はレ Z ト ラ Y

4 階東端は喫茶室、共イ也の部分が アパ

{ 卜 でゐる。

( Ar i:: hit ectural  R 三vi! w，F eb. ， 193a よ り〉

外 観 2

10 階 平 面 園

2 階 平 面 圃

I 階 平 面 圃

m築家 Dal gl i esh 及 Pul l en 9  I V 



外 観

型 酬 噛S 岨 •••• 
・

固

圃

帽

吻

夜 景

幹線道路に面しに瞭拓な敷地 に建てられ、 その待異な

外観が、工場内で製造せら れる化粧品の腐告に非常に

役立つ てゐる。

工場内の生産工桂は会〈機械化せられ、建物 L 完全

にエヤコンダイシ ヨ ｾ［Ｏグが行はれてゐるから Ｎ 慾は

全部グラス ・プロック飲込みになってゐて一向差支な

L 、。

11省は全部倉庫になって居 IJ . 2 階及 3階に工場、

研究室、事務所、食堂等が設げられてゐる。 2 階、3

1留のギャラリ ーからは線、ヵ・ラ λ 張のスクリ ーンを隔て

て、内部の製造過径が見 られ る様になってゐる。

鍛骨コングリ ート 造、 白色テラコツタ . " イル仕 t

(Archit ectural Forum， Feb.， 1938 より〉

WAREH日USE

1 階 平 面

I V 1 0  ( アメリカ ) Vat avi a の Campana 工場 建築及機械設備 Frank D.  Chase， Chi l ds及 Smi t h共同訟針



h
u咽
叫

s τ . GE  

， 

2 階 平 面 圃

体統的なアメリカ西部地方( ミツシツピ州、1)

に建て られに、 モダ ー ンな当事校建築として興

味がゐ る。

アメリカの新しい皐校の大部分がそうであ

る様に . この泉校 L 公令室の目的にも 使用せ

られ、 その角にギムナ ジウ ム ・オウヂイリウ

ムは教室の部分と完全に区分m*る様に別個

の出入口を有してゐる。

構造は繊宣告 コンク リー 卜主皆、 白色モルタル

仕上。容依1 . 143.883立方択 、工r . ; 127.401弗。

(Archit ecturdl  F  orum.  Feb.. 1938 より〉
1 階 平 面 圃

〈アメりカ ) コラムビヤ・ハイスクー) ( . . . 磁. 家 N. W.  Overtreet 及 A. H.  Town t  1  IV 
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1  1ま溺i皇帝図染料千T

祉の ｌ ･ ｵｮ｡Ｍｂ ｾ ｮｺｩｮ ｾ＠

Ti る エ 担 Y F" 、 デ ユ

ツセ ル ドル 7 と ケ ル

ンの 聞に あ る。 有 名

な Bl yer の商 擦 が 附

いて居 る。 2 は その

7' ラ y 。

フ ラ ン ク フ ル 卜の 自 動

ljil 杏にあ るエタ ン 1・

明司闇i . . - . 照明開明男i i I I ' "  7ア"' .W' . 号' 開守哩マァ一一.

ζ j ι di I ! ' . ! I I I ー行止. . ぷ七五，ートベ. ・. .  円ヘ" ドぞ . .  

Mザムぷ均一戸町初物I ゾ 3  

I V 1 2  給油スタンドの賓例( ドイツ〉



車d

自:

4  

4 は ア ラ y タ フ ル トとウイ z バ ー デ y 聞の

十字路にみる給油7 . " ; / ド。 5 はその十字形

のプランで中央に 2階建の事務所があ る。 建

築家 Marti n Si mon 設計。 6 7 ランクフノ川、

市 内 のスダ; / v  Ernst Bal 町 設計。

( Modernき Bauf ormen Feb. ， 1936 より)

( ドイツ) 給油スタンドの賓例 1 3  I V  



⑮ … PACE ゆ

OF FI CE' RS  

5  PAC E  

S  CAI. E  IN F EE T  

o  ， 10  ¥. 

平 面 圏

2 つ共ロックアエラ ー府場に新しく竣工しにもの。

持週に見 られ る創刊 、 プラ ンから各部の意 匠 まで、 同

じ系読の銀行支1苫でめる こと を表現する郊に 、雨者非

常に相似 f二取扱ひを行ってゐる。待にプランに於げる

客溜りと倍業室との取扱ひは商白 いと忠、ふ。

雨者キ目 iJ;J，t: 取扱ひの例を?を捧げると一- A クリー ンの

な い テラゾ ー ｩ 上トーげのカウンｾＭ 、 ｆｧＩ留りの翁ｊｲＮ牧の

陶器機エナメレ引鋼蛾被獄、 同様な IH入口 、類似の色

彩 や照明器具等。

中でも= ツケル ・シルバー殺の= ツチ状の出入口 、

株 に筋立柱のエナメノレ引銅銭被複は材料の新しい用法

として?主主主に値する。

( Archit ectural F  or um， F  eb. ， 193B より〕

外 観

出 入 口

濁立牲の照明接置

I Y 1 4  (アメリカ) チエース・ナショナ) 1 . . 銀行の新支庖ーー第 9 ロックフエラー鹿携のもの

建 築 家 Rei nh" r d 及 Hof mei s t er



外 観

PUBL I C S P AC E  

む ⑧

卒 面 圃

エこ〉亡一一一プ出 入 ロ

( アメりカ ) チエース・ナショナ) L . 銀行の新支庖一一第45ロックフエラー麗携のもの

建 築 家 Rei nhar d 及 Hof mei s t er 1  5  I  V  



外 観

プレ ー メン盟主の内部袋飾で

名のめる Breuhaus 教授の作

ひと頃鐙んにもてはやされ

t: 陣屋根の、 インタ ーナシ

ヨナル系の住宅に代って 、

1 階 平 面 圃

ナチス ・ドイツになって力、

らは 、所調停統滋の急傾斜

の屋根を持つ Tこ住宅が、事佐

誌に漆山載る傾向が ある。

比住宅は了皮その中聞を? 行

ｾｾｉ＠

くL ので外搬は大きな屋根

小さい窓の濁主主等統式でめ

るが、 内部 lま明り放しのイ

ンF ーナ j ヨナル形式を符

って居る。

( Moder .1e  Bauf or; nen， 

Jm.， 1938 より〉

2 階 卒と商 圏

I V 1 6  ( ドイツ) Hangの家 趨築家 F r. A .  Br euhaU5敬規



南 側 外 観

，，'  H  E R A l( llT I-I 

2 階 卒 商 圏

短 計 画 1 階 平 面 圃

( イギリス) ケ ン ト ;1111 の 住 宅

西 側 玄 関

制組、7'i=J壁、主主具共木造で. 外部下見板は杉

生地 のよ〉インキを塗らす¥ 子供室外の塀lま

傘 iを明ヵ・ヲ λ で、風除げの目的で貫生げられに

ものでめる。

( Archit ectural  Revlew， Feb.， 1938 より 〕

趨築家 W.  Gropi us 1  7  I V ・



j長いそして] 9 ; 位皮不規則な敷地

に主主てられ7こ近代的住宅。

鋼繊と燥1;; とを周ひ、最 3庄の設

築に宿り勝ちの「現代的」な袋飾

の一つもない極めて素直なデザイ

ンであ る。

; 示制も 外観に捕はれることなく

室内の必要をその織 に表現しに L

ので 、F皆上及! 省 l のテラ λ と共に

自然な外似を作り ＺＱ Ｑ • してゐる。

室内 L 外部と閃縫に簡単な主主j ) _i:

に終始し 、 照明器具 、 ラヂォ等もｾ

築の部分として取扱lまれ、殆んど

全て取附げの家具は勿論、 その他

の ｊｾｩ 子や椅子等まで全健の澗利 ｻｴＧ

?l L:さない様に泌意力: ' 1 弗はれてゐる

この意匠及袋飾の合理的取扱ひ

の代表的なものは居間でめらう。

袋飾的要素は最小限度 に! 浪られ、

袋内ら字国系の h剰をなすものは股

い悠からの眺遣である。

議の酉E列 L 非常に便別且コムパ

タトに HHkてゐるが、 rjl で L最も

泌意すべきは1 i I ，t j 容や澗王宮城の様に

外からの援す、 内からの臭気等専念

防止する必要のある昔11分に待にグ

ラエ ・プロックを{ 疋つ T二塁占でめる

向然石り基礎の上 1こ錦織で稲弧

されれ線宝石造。

( Archi tectural  F  or um;  

Feb. ， 1938より〉

一一」

I V  1  8  ( アメリカ ) Cent erviJ.l cの邸宅

門よリの議室E

断 面 圃

2 階 平 面 圃

、ーー ーーーーーーーーー- - '

l 階 平 面 圃

建築家 Vi ct or i ne 及 S amuel Ho me y  



一
「

庭 園 側 外 観

居

ー旦L戸担問苧 - ー弘

圃

( アメリカ ) Centervi l l e の邸宅 建築家 Vi ct or i ne 及 S a mue ) Hons ey  1  9  I V  



平 面 圃

カリフオル= ヤ阿部の片岡舎の住宅。 地方色

と近代色と が、 その設計の ヒに面白く現[ まれ

てゐ る。

低い屋根、庇のゐ る厳いポ ーチ、*2J S- に験

がつに プラン 、 これ等のものが峨 k f: る宵殻

に不調でなく取扱はれてゐ る。

ホロ ー・ セメン トプ ロック 溢。容桜は32，

300立方! ! R. 工技 12. 500弗、毎立方択に就き

39セン トでめ る。

(Architectural  F  orum， F  eb.， 1938 より 〉

I V 2 0  (アメリカ ) パーム・スプリングの住宅

外 観

居 間

建 築 家 Robert  H.  A i nsworth 



外 観

コy クリー卜・ プロック迭の住宅。

七部破風，の昔日分のスタツ コ仕 t でド

昔日のコンクリ ート・ プロックとがよ

き調和公示してゐる。

断面聞に凡 られる械に室内に 2つ

の レべんをr作つれことは、沼っちの質

問を節約し問時に室内部に面白 い型皇

子とを奥へてゐる。

容 積22.000立方択 、工費 10. う00弗

毎立方択に就き約48セン トである。

CArchitectural  Forum， Feb.， 1938 より〉

(アメリカ) コラムパスの住宅

L1VI NG ROOM 

22' ，15'  

断 商 圃

BEDROOM 

iヲ6' .10

BEO R∞M 

17 川ド6・

1 階 平 面 圃

池 階 平 面 圃

建築家 J. W.  Brooks 2  1  I  V  



7γ: 一一一一空雪; 滋

之も全部木造である。ゆるやかな傾斜地に往

ってゐて. 了皮玄闘が i 階と 2階の中間位の

高きとなってゐる。従って踊場が玄関となっ

てゐる一寸拠つれ面白い卒面でめる。街地階

は車庫となって居1 ) . 2 階の居間は、職業柄

非常に大 ， ｾ ｾ 、 。

CArchitectural Review， Feb. ， 1938 より 〉

略 断 面 銅

I V  2 2  ( アメリカ〉 マサチユーセツツ州の住宅

居間前のテラス

2 階 平 面 画

l 階 平 面 白 部

建築家 Royal  Barry Wi Jl s  



曾 員

故主す弘二言 武 田 五 一 氏

昭和 13年 2 刃 5 日合員工皐博士武田五一民精舎以て

逝去せらる。

武珂博士lま大正 6 年 3 刃本舎が関西建築協舎として

別立々の獲を忠げるや創立の一員として参剖し爾' * 理事

並 に高IJ合長の役員 に]ZJfr 共同各稲の委員令委只長{ . : >依

蝿ぜられ、話' 協合霊堂展のにめ に多大の努力 を綴げられ

て幾多の功絞を遣され t: のでゐる。

然るに突如宥 に目され念逝せらる 、i句に哀悼に寄生へ

争議に宵! 被と略懸念掲げ謹んで弔意を決すω

| 明治 5 Ｆ ｉ ｾ＠ II )j  1うH 縦山市凶l町に生まれ、

f/Jf 島縦士族なり。

ＱＮ 明治 Ｓ Ｐ Ｆ Ｑ ｾ 7 }] 東京帝凶大製造5衣料を卒業

し、直に同大祭大接院に入筆。

ト明治321r: 7 月退筆、東京干狩闘大* 工科大

皐助教授に任せ' らる。

卜明治33年 Ｖ 月 闘接研究の銭占ｾｾ資例［ に 留皐

を? 命ザられて。

l  明治34年 3  }] t.l:' .をます。

ト明治36
1
1" 5  ｊｾ 京都高等工義製 校教 授 に純

任し 、 7 月続朝す。

l. 明治37年 9 刃京都府技師 lこ衆径せらる。

1. 明治40:: 1三 9 月京都 i滑園大事主文科大祭講師

ｻＮＺ＾ｾ島幸 ｅ せら る。

ｬＮ 明治 ＴＱ ｾ Ｑ 三 5 月大殺省臨時雄築昔il 技師 に粂

任せられ 、帝図; 連合及言者官街建築調査の

匁歓うf C へ) J N遣の命を受付て、m誌をし。

1. 明治42年 3 月蹄靭す。

l 明治45年 6 月巴奈馬太卒洋 ru;図博問台本

務取扱念日属託せられ 、 7  )] 米国へ出張{ . : >

仰 付げられて、 11:¥をまし。

卜大正元年 10月錫朝す。

1. 大正 2 年 4 月東京大正問覧合審査官公蝿

託せられ、 6 月大蔵省臨時建築郎技師粂

任を解かる。

卜大正 3 &1" 5 月巴安馬太平洋略図博覧令事

務取扱の蝿託を? 、 9 月京都市闘大事文科

大祭識調の燭託を解かる 。 9 刀来京大正

博資合審査官 と して会ｦￇ図へ ｈ ｾ 践を＿命ぜら

れて、出をます。

l. 大正 4 年 2 月工筆陣士の製位を授奥せら

る。 3 月蹄靭し来京 大正御覧f j " i守査官の

強託金角! ( カ‘ る。

! 大正 5 年 4 刀法隆寺廷磁保f子法調査委 n

を＿蝿ｾせられ ｢

ト大正 6 ｾｉ 三 5 月古社寺保存令委員を仰付げ

らる。

l 同 年 11 本建築協令理事に蛍選任期渦ー

了。

1. 大正 7 &1三 4  )j 名古屋高等工業製校長に料

任し 、 7 ) J 大蔵合臨H寺議院建築局技師に

粂任せらる。

l 同 年 U;本建築協合理事 iこ首選任期尚

了。

l 大正 8 &1" 5) J  } ; ( 都常凶大接工接部建築主幹

科創設委只ｻＮＺ＾ｾ凪託せらる。 ｉＱ 刀 大阪市民

改正調査本務自? 蝿託せられ。

! 大正 9 &1三 7  Ji 都市立十世名古屋地方委員合

委員五? 仰 1寸げらる。 9)] 京都千皆園大準教

授に事専任し 、 II )J 都市計笠京都地方委民

合委員を仰げ らる。 12月高等官一等 に叙

せらる 。

! 大正 II 年 3  )J 京都市' 凶大事建築顧問を。

卜 大正 ＱＲ ｾＱ 三 5 月京都都市計道事業顧問を。

l 大正 1311" 3 月法隆寺防火設摘工事委員を

蝿託せらる。

ｬ 大正 ｉｾ ， 年 5  JJ '.出総管財局技師工務部勤務

を? 命ぜも る。

! 大正 15
1
1" 10月第三回汎太卒洋祭術合議議

員に推璃せられ、 12月勅二等 に昇叙せら

る。

1. 昭何元年 12)-J 大阪市区改正調査事務の燭

託を? 解かれ。

1. 昭利 2 年 1  )l 大阪市都市言十倍及高速鍛造

5 7 1 v  



設計建築物に院! する事務を蝿託せらる。

卜 昭如 Ｓ ｾ う月京都市大連奉j税事務局顧問

i' .  

l 昭問 4 年 l 月京都市園大空各管繕課長事務

を、 Ｘ 月大 ｲｾ lo念京都美術舘E主築設; 十委

員自九 9 月外務省事歩及、東京帝室博物

館建築設計委員を 、 I I月京都市都市計査

に関 する事 T9f fe ｾ属託せら る。同舟園安保

t J . 合委員i ' 仰付げらる。

1. 昭如 6 年 5 月海外出張を命せ' られ、 10月

E苦朝す。

l 昭悶 7 年 7 月日 本赤十字病院京都支部病

院産築事務を? 燭託せらる。 12月本官並粂

官を? イ長頴菟官せ られ、同月昭和 7 年度工

準部講師ｩＧｾ属託せらる。同月正三位に叙

せらる。 同舟 図安保g : 合委員を仰付げら

る。

1. 同 年社' l l 1 l 法人日本塗築協合国IJ 省、長理

l V  5 8  

事に常選任期満了。

1. 昭和 8 年 3 月日本製術振興合筆術昔日潟' 置

委員合委員を委蝿さる。 6 月大阪市土木

部臨時ホテル建築事務所主幹を蝿託せら

る。

1. 昭和 9 年 u 東京府際会建築設計審査合

審査員に任せ' らる。 4 月法隆寺函安保存

工事事務所長を燭託せ らる。

1. 昭 和 10年 2 )i 除j東局建築に関する事務全

1属託せらる。 6 月日 本赤十字社京都支部

顧問を日屈託せらる。 9 月朝鮮総督府始政

二十五年記念博物館建築設計図案委員合

委員を仰付げ らる。

1. 同 年 社3司法人 日本建築協曾副合長理

事に営選任期満了。

1. 昭和 11年 5 月大紋府産業工義博覧合審査

線、長 ｦ･ｾ 屈託せらる。

l 昭和 12年 1 ) 3 高閣博覧合合場言十重委員i '

1属託せらる。 2 月朝鮮総督府博物館建設

事務頭間ｩＧ ｾ属託せら る。 Ｔ 月内閣工業審

査委員に任せ' らる。

l 昭和 13年 2 月 5 日逝去さる。亨年67歳。

昭和 13年 2 月 8 日京都市百薦選本堂に於て

例式を 以て葬儀執行本合よりは下記市詞並に

香花を室霊前に供ふ

弔 詞

まEに時国法人日本建築協合合員一同を代炎

して恭しく 故正三位動二等工拶博士武田五一

氏の英霊Eに告ぐ

我日本主主築協舎が大正 6 年建築界の振作1存

主主を以て関西の一角に共旗械を樹つるや氏は

馳せて符i ' 合員の一員 に置き爾来本舎の理事

副合長或は委員長等にJ ! l . ! . : 嘗i建せられ斯界の功

絞鮮からす，殊に我協合が将来の地設に於て氏

に倹つ慮亦紗からさ' るものあるの秋忽然とし

て幽界に蹄せらる痛惜鴬そ禁へん愛に合員一

同の赤思を捧げ切に哀悼の意を表す

英霊窓夫れ努iJf， として来り餐げよ

昭和 13年2月8 日

社閣法人日本建築協合負「長

工 準 博 士 片 岡 安
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曾 〈第2回〉

3月 10 日午後6時一81待30分

建 築 材 料 陳 列 第 別 室

委 員 長 永 海

幹 事 篠 原

委 員 坂 本

中村

員委化教

時

月Ir

出席者

者fr有武鑓促進委員曾 ( 第2回〉

2  F.l 28 日午後61侍30分 - 9時 10分

建築防料陳列努，8IJ室

委 員 長 竹 腰

幹 事 鳥 井

委 員 清 水、捌

松 井、村

償 111、今

時

所

出席者

悶中

宮 崎

協 議 事 項

1. 1 メート ル」法一元市IJ変 施に附 する 協 合 案

立案 の 件

2. 大工徒弟養成に跡j す る件

藤

田

協議事項

l、市街地主E築物法令の攻正に隙1する意見提出

のイ斗

橋 、 内

野、森

林

曾 CW; 4閲)

中

間

野. 田

3月 I I 日午後6時30分- 9符

建築材料陳列19，8IJ 室

委 兵 長 石 川

幹 事 問 問 、矢

委 員 小 林、 中

角 尾

員委

.... 
・宅己信

時

戸斤

IH席 者

災 害 強 度 委 員 曾 ( 第 2回〉

向

島

3月 111 午 後61侍30分 - 8時30分

建築材料陳列復，81}主

委 員 長 波 百[1

幹 事 探 問 、 II.i

委 員 中 井、堀

桜 問 、 中

金 尾

向

口、矢

島、 西

lio弄

Ji lj '  

:h席 者

協 議 事 項

1. 住 宅 防 説 室 原 稿 に 関 する件

2. [，仮口楼新往築見祭のイキ

協議事項

l  地質調査に 附するイ牛

2. 防 空 施 設 に 倒するイ牛

3月 14 日午後5時30分 - 8時

建築材料陳列壌かj室

理 事 片 岡 合 長、竹1如何? 長

rt 海 副 舎長

清 水 監 事

井 上 主 記. 伊族主記、樋口 主 記

山 手主 記、松 井主計 . 三 浦 主 計

伊 疎 編 輯. 堀 口編縮、八 木 編 緋

吉 岡 編 輯

曾 〈第5回〉務常

時

所

出席者

曾 ( 第3図〉

3月 l 日午後6時30分 - 8時

協 合 倶 楽郷室

委 員 長 柄 井

枠 事 伊 東、土曾

委 只 岩 尾

員委備量生

時

戸斤

出席者

I多

監

常

ヲド

協議: J :lifJ{

1. 土 木 建 築 工事窓安全規則 に附する件

5 9 1 v  

議 事

l. 3月例合並凡接合に関するイ牛

ＲＮ 南京防空施設見祭に ｾｩｪ する件

3. 都市武装促進委員合より委員 3名 指 員 方 要

求のイ牛

4  法市IJ 委 員 合 よ り 第 8;i J i ( ; ¥: 訂市街地建 築 物 法

令原稿作成に闘し具申の件

曾 ( 第4回〉

3月3 日午後6時3) 分 - 9時 10分

建築材料陳列挙7

幹 事 補 i領、松 久 保

委 長 秋 問、 小 川、 島 岡

三 iin‘ 造 問 、木野山

員委材 料

時

所

出席者

協 議 事 項

l. 日本磁波、理研鋼材見事に闘するイ牛



5. 災害強度委員合より風竪分布報告書抜別代 ; 所 主主築材料陳列寝別室

議求のイ牛
I 出 席 者 理 事 竹腰副 合長、 中海話l民主長

6. 上海祝祭報告書抜別代詩求のイヰ

7. 合誌寄府先及交換先整理の件

8. 大阪出品協合申出に係 る「 銃後{ f 諮る博克

舎」 援助 に関 する件

9. 都市計査委員合 より 報告に係 る第 2 回全閣 i

監 事 清水 監 事

常 務 井 上 主 記 伊藤主記

山手主記 三浦主計

伊i Xt 編輯 堀口編斡

入木編輯

都市美協議合へ提出の研究原稿のイ牛 : 議 司王

10. 非常時立法借置に測する 聯合委 員曾に闘 す I

るイキ

11. 合誌印刷詩頁契約に関するイ牛

12. 度量衡制度改正の「 務問か ら答申まで」 に

関 するイ牛

13. 1時事問題研究の件

( 1) 防空上 より見れる建築物外装に闘するな凡

替の件

( 2) 大阪市役所に於て技術向上運動開始の件

14  合 員 詮 衡

報 告

2 月分合言十報告

i去 制 委 員 曾 〔第4回〉

時
Ｓ 月 ＱＴ 日 午後 Ｖ ＱＱｾ ｉｏ 分 一 Ｗ 時 ＴＰ 分

月Ir 協合倶楽部室

出 席 者 委 員 長 玉 置

幹 事 松 井. 山 口

委 員 板 井、武 問 、本 間

協議事境

時

一所

1. 市街地- m築物法令改訂第 8版原稿完了に 1寸

霊堂刊に 関 するイ牛

災 害 強 度 委 員 曾 ( 第3亙〕

3刃15 日午後6時40分- 8碍3') 分

建築材料味列努)]11室

出 席 者 委 員 長 渡 部

幹 事 黒 問、山 田

委 員 中 井 、 矢 田 、 横 田

大 隅、 菅 、↑ 豆悶

中 島、卒 野. 金 尾

協議事実

ト ポーリン グに関するイ牛

2  風 竪 に関 するイ牛

緊 念 常 務 曾

時 3月16 日午後う時3) 分- 61弓30分

I V  6 0  

l  中支方面観察 に闘し人選のイ牛

本件は大阪府市中支方面親察国に参加の角本

合よりＱｉＺ ｾ Ｘ 三 二 氏選ばれて図員 となり 源遣さ る

こととなる

噛 1j，l: ( 大阪府建築課長〉 中海誠一郎氏

監事( 清水建築事務所主〉 清水 袋二氏

f: r 只( 大阪市' 1 } 絡課設計係長〉新名 種夫氏

2. 支那事後車税博覧合出品 に日目 する イキ

1"幸

.PJ r  

大阪朝日新il.f l祉主催右博覧合開催 にイ寸本令指

導竹中 工務 ｪ 占施工として支那防毒室模型を ｈｾ

隙 するこ と、なる

材 料 委 員 曾 ( 第5回〉

3月17 日午後71時- 9，1寺20分

建築材料陳列湯川l室

出 席 者 幹 事 楠 瀬、必久保

委 員 秋 田 、小 川、島 問

造 問 、木野山

石綿スレ ート 工業組合、長 潟

協議事i f {

1. λ レート 研究 に闘し組合側と 懇 談す

1. 見製合開催に関する件

倶 楽 部 室 幹 事 曾 ( 第2回〉

時 3刃23 日午後6時一7特

I 所 建築材料陳列場 )]I l室

出席者 幹事 長 須 賀

幹 事 加 岡 、鈴 木

協議事実

1. 親睦合開催に腕Jする件

月 例 曾

時ー 3月24 日( 木〕午後61待30分- 8涛

Jifr 協合f具型経占E室

出 席 者 黒 田 茂 、 西島 勇、 小川安一郎

板倉 ;妻、 根津 ｾ三 、 藤 江 ; 差進

大;q; 哲夫、 鈴木文次郎、 長尾 清一
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風医研究の諮問短( 内容は這て合誌にてをま ，

表の改定〉

ト 講演後座該的に質問燃舎ゐりて午後八時m:

関幹事より講演者に謝する謝辞めり一同拍子 i 大守 正雄君

を以て之に利し盛台複に散合す

普 通 貨 助 員

浅 野 幸 吉 君 京 成 中H賃金町1/ 101 ( 株式合祉清

;; )( 組京成支j苫〉

戸五瓦五l

多間政女郎君

谷月島 清泉君

入 曾 者 社]!，1Jl 吉光君

曾 員
早s，La  

正男君

丙島源吹郎君 /H ｲＧ Ｎ ｬ ｾ日 能郡Ａと ｅ 津村手 ｦｍＢＨ ( 大阪市役

戸'Ji.)

fnf 訓1¥7己三郎君

宮 脇 泰 一 沼 市111戸市須磨区松風町2 ノ 14 ノ7 ( 紳

戸市役所財務課〉

ｾｴｬｬｩ＠ 窓草寺

石 原 政 三 君 住吉区間設東之町6 ノ 13( 合資令請士

j跨呂組大阪支j古〕

工藤雅三君ー

h'id  El- I  愛 - ，f， 必以都島本通 4 ノ51 (1河問述築司王

務所〕

阪 本 政-11守

小宮 賢一京 市中戸市灘阪備後町 l ノ 16六甲道ア

ごー卜( 兵庫際主主築諜〉

定村丈夫草寺

後藤和大郎草寺 京都市上京 ｭｾＯｊ 、 ＱＱＱＱ 、綱、町 ＵＰ ( 後政

建築事務所)

it石田正男: 常

十台 ff( .i E隅京 住吉阪演口町 402 ( 大阪市教育部

建設課〉
;・;T古文之草寺

勝 井 正隆京 商j蕊阪南吉田町50 ( 長谷部竹腰l l i :
ZT山 隆 明 君

築事務所〉

戸畑市本町3ノ 747大林組戸畑出張

所

京減/H資金町 I ノ 101 ( 株式合枇清

水車且京城支底〉

北 区山崎町 18 ノ I ( 阿周辺E築工務

所〉

府ド吹岡町 1473 ( 住友金属工業株

式合社仲鋼所〉

鹿島一! 際安義郡江間島村海軍兵，事校

牛 ｪ 屯 ［ｬｾｬ￭ 守築工事ｴｬＮｽ清水車 ｅ 作業ｾｐｦ ｲ

市中戸市外鈴耳目1 : f 鈴蘭I f f ノ、ウス新築

工事務大林組詰所

東淀川町i 園女町 275 ( 大楠建築事

務所〉

商問i雄主主新地 3 苦手田r48 ( 点建築工

務 r，5 )

天王寺広細工谷町 103 ( 大阪府防

空課〉

市首間際京都郡科岡村ーl、神岡 685( 建

築設す十大分会〉

/HI ‘ 三島郡玉飾村7k尾 751 ( 須藤

建築工務所〕

止b花阪 rll 江町30 c.:;; 吉組〉

/(i f  1叶1 河内郡j m美 村j也IHf 269 ( 大

高工務庖〉

6 1  I V  



手 賀 谷芳 ｦｾￆ 雪 東 淀川 区十三 西 之町 Ｕ ノ Ｑ Ｓ 西潔 隆助君 東京市 板橋 亙 成 増町2103

2車 水 逸夫君 堺 市 向陽 町 206 ( 大阪市 水道部下 I 靖 国 幸女 郎 君 北 軍常 安町 5 中之島寮

7)'( 建設課〉 山本 千 吉君 西 宮市事長具 字久出 542 ノ19 ヱム、

J沼 山 政 夫君 西 広 級:1t 'illi 2ノ26 ，フ { 、 ステ イ λ カ ノレカ
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( 橋本工務広) 地 方 曾 員

逗 曾 者

石井 長 夫 君 旭 区 南 島町9

佐 々 木 義 夫 君 西 宮 市 川 西町 41ノ5

曾 員

飯 田 然二郎君ー

宮 武 幸 雄 君

地 方 曾 員

問中 治君ー 日 置 手1¥鈍 君

上 京 辰 澄 君

特 別 賛 助 員

西 村 後 祐 君 落 合 武 繁 君 〈勤務先〉大阪号車業七メント株式

合 社

轄 居 韓 勤

普 通 賛 助 員

市長野 政 夫 君 大久保信一君 ) 刊戸市兵庫区水木遁 3ノ21三二輪星

衛合内
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Ｊ ｾ化支 ｲｬＧ 支に進ＺＱ Ｇ ，して建設の ｦｦｬｬｐＧｊ に参加するこ
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